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業 務 報 と
口 (I)

―(1日 )滋賀県工業技術センター編一



組 織 の 概 要

1.設 置 の 目的

2.機 能 と事 業

3.機 構 お よ び 業 務 内 容

4.職 員



報

ほ 設置∞ 鰯飴

本県の工業は、昭和 30年代後半から新規工場立地の進展に伴い大きく発展 し、従来は繊維

工業が中心で したが、一般機器、輸送用機器、電気機器等の加工組立型産業が中心を占めるよ

うにな り、工業構造は大きく変化 と/で きました。

こうした状況の中にあつて、本県進出企業 と在来中小企業間では技術水準の格差が大きく、

また、企業間の連携 。協力体 8‐
llが 十分でないこともあり、中小企業の技術力向上、支援体制整

備の要講は、急激な技術の進歩に伴い、ますます重要な課題 となつてきま した。

これまで、地場産業の発展を支える機関はあつても、県内工業の全般的課題に深 くかかわ り、

基盤的役割を果たす機関は未整備で した。

また、本県産業の主要な部分が高度で先端 。先進的な技術を必要 とす る電子、機械、緒密加

工等の業種に転換 してきたことや、これ ら業種や複合技術に関連する協力企業群の技術水準の

向上が不可欠 となり、これ らへの技術力向上支援体制を充実することが大切 となつてきま した。

さらに、こうした時代背景の中で、企業相互、産 。学 。官の連携により、各分野に分散 。個

別に蓄積 されてきた技術ポテンシャルを結集するなどの適切な紺応が必要 となつてきました。

産業界か らの強い要請 もあり、このような課題に応えるため、電子、機械、化学、食品、材

料、デザインなど、広範な分野を対象 とする総合的な試験研究指導 。研修機関として、また本

県工業技術振興の拠点として、工業技術センターは昭和 60年 4月 に設置 されま した。

また、急速な技術革新に対応 し、今後技術立県 としての地位 を確立するため、総合的な試験

研究機関としての工業技術センターの整備に伴い、人材育成、技術 。人的交流、情報の収集・

提供 といつたソフ ト部門を受け持つ (財)滋賀県工業技術振興協会が昭和 60年 3月 に設立さ

れました。

なお、平成 9年 4月 1日 、滋賀県工業技術センター と滋賀県立信楽窯業試験場が整備統合 さ

れ、滋賀県工業技術総合センター として新たに発足 しました。

1



2.機能 と事業

企 画 調 整 (1)工業技術振興施策の企画・研究の調整

(2)工業技術関係調査の実施

試 験 。 分 析

(1)試験分析機器の整備

(2)原材料・製品等の依頼試験

(3)開放試験機器の提供

指 導 。 助 言

(1)技術相談 。指導

(2)技術相談役制度

(3)技術普及講習会の実施

(4)技術ア ドバイザー派遣 。巡回指導の実施

工

業

技

術

総

合

セ

ン

タ

ー

研 究 (技術開発 )

(1)研究活動の推進

(2)コ ンピュータの利用促進

(3))サーチ・カウンセラー制度

広 報

(1)情報誌の発行

(2)工技連連合部会・地方部会等の開催

(3)図書の整備 。開放利用

教 育 。 研 修 (1)技術研修の開催

情 報 収 集 提 供

(1)科学技術セ ミナーの開催

(2)オ ンラインシステム (JIos)を 利用

した情報検索サービス

(3)情報誌の発行

工

業

技

術

振

興

協

会

交 流 促 進

(1)技術交流プラザ事業の実施

(2)異業種交流推進事業の実施

(3)科学技術振興プラザ開催事業の実施

(シ ンポジウム・講演会 )

-2-



3 機構および業務内容

工業技術総合センター‡ま総合的な試験研究、指導、研修等を実施するために、管理課、技術第一科 。第二科およ

び信楽窯業技術試験場を設けています。そして、 (財)滋賀県工業技術振興協会と連携を図りながら、効果的な活動

を推進しています。

(平成 9年 4月 1日 現在)

工 業 技 術 総 合

セ ン タ ー

― 管 理 課

電子情報係 ①電気 。電子技術に関する試験研究および指導に関

すること。
― 技術第一科

機械システム係 ①機械技術に関する試験研究および指導に関するこ

と。

①センターの庶務に関すること。
②センターの予算 。経理に関すること。
③試験研究の企画調整に関すること。
④工業技術情報および調査研究に関すること。
③工業技術振興協会に関すること9

⑥その他工業技術の振興に関すること。
⑦その他他の科および係に属さない事項。

一無機材料係 ①複合材料 。高分子材料に関する試験研究および指

導に関すること。

一有機材料係 ①有機材料・食晶に関する試験研究および指導に関

すること。

―デザイン係 ①CADお よび産業デザインに関する研究および指

指導に関すること。

指 導 係 ①技術指導・技術交流に関すること。
②技術開発情報 。製品開発情報に関する

③庁舎管理、物晶。生産物の管理に関す

技術 デヽザイン係③新製品の開発および陶磁器製品の開発研究に関す

ること。

②デザイン開発の高度化研究に関すること。

研究開発係 ③地域産原料の活用研究に関すること。

②成形 。韓燥技術・納薬 。焼成技術の試験、研究指

導およぴ窯業機械
j晴
報の収集に関すること。

総 務 課 ①協会の庶務に関すること。
②協会の予算・経理に関すること。

課 ①技術研修 (講座)の 開催に関すること。

②技術セミナーの開催に関すること。

③技術交流 (異業種など)の推進に関すること。

④技術情報の収集・提供に関すること。

③工業技術総合センター支援事業に関すること。

所長一次長一参事 ■

職員数 39名

事務 7名

技術 31名

現業 1名

理事長 ―一 副理事長

一 技術第二科 T

―信 楽 窯 業

技術試験場

。
ユ
∈

と

こ

＞
」

る

常務理事 ―― 事務島次長

(事務局長)

終卿
〈
本

技

協

業

興

工

振

職員数 10名

業  務
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概 襲 金   麺

科学技術振興プラザ開催費 1,000,000

庁舎等管理運営費(普及広報静 含む ) 71.612.537

研修施設整備事業 2,576,193

情報提供室(図書室)運営費 4,球 20,000

(財)滋賀県工業技術振興協会への助威 47,225,504

情輯化基盤整騰事業 142126盈 ,8韓 4

試験研究用備晶等設騰縫騰 131,527178奪

試験研究指導費 51798,002

研究企画調整費 483,250

技術開発費 53,954t尋 99

技術指導費 6,392,400

研究連機推進事業費 6,367,000

披締アドパイザーおよぴ巡 EnE賤術始導費 奪,909,465

滋賀の新しい産業づくり罐進事業費費 9.③ 88,盈 02

デザイン産業添惟伯事業費 50③ .00③

その他(庁舎擦繕等 ) 韓2,984.332

職員費 之2穏 。300.783

計 689,③ 97,762

司。事素驚(平成8年度)

2.歳入・歳闘

歳 入

円 )

(単位 :円 )

予 算 額 調 定 額 収 入 済 額 適 要科   目

16,700,000 増8,200,650 18,200,650
試験分析機器等設備使用料
試験等手数料

17540000
1046650使 用料及び手数料

21,485,000 21,485,000 申小企業庁披術開発研究費補助金国 庫 支 出 金 21,485,C00

6,843,746 工業技術振興基金財 産 収 入 6,843,000 6,843,746

寄  付  金

繰  入  金

19,778,000 19,786,290 19,786,290
機械工業振興事業費交付金

複写サービス

19698750
87540諮  収  入

県   横 52,000,000 52,000,000 52,000,000

計 寵電G,80G,000 掘印 電5,686 奪18,3電 5,686

-5-



歳 出

科 目

数 項 目 節
執行額

報   酬 4,032.000

給   料 112,512,999

職 員 手 当 75,364,995

共  済  費 35,940,293

報  償  費 3.158.500

旅   費 6.356.532

需  用  費 59.413.696

役  務  費 3,746,851

委  託  料 58,026,781

使 用 料 及び 賃 借 料 23,473,203

原 材 料 費 5.805.499

備 品 購 入 費 233,186,193

負担金補 助 及び 交 付 金 45,635,170

中小企業費 工業技術センター費

公  謀  費 46.600

小計 666.698,312

報 酬 1.350000

報  償  費 314,100

旅   費 955353

需 用  費 1,190,114

役  務  費 4,582,814

委  託  料 1.400_000

原 材 料 費 1,600,000

備 品 購 入 費 3,986.100

商工業費 工業振興費

負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 157,000

小計 15,535,481

中小企業費 中小企業指導費 旅   費 1,100

商工費

小計 1.100

人事管理査 旅   費 676,829総務管理費

財産管理費 工 事 詩 負 費 1,545,000

総務費

小計 2,221.829

社会福祉費 社会福祉総務費 工 事 請 負 費 4.635、 000民生費

小計 4,635.000

中小企業近代1ヒ 資金貸付事業費 旅   脅 6.040

小計 6.040

689 7 762

-6-



鰺四澳算機

年度all歳入一魔森

41寄付金 5,100,000円 を含みます。

キ3寄付金 9,000,000円 、県債 270,000,000円 を含みます。

45寄付金  360,000円 を含みます。

キ6寄付金  360,000円 、県債 90,000,000円 を含みます。

奉2寄付金 700,000円 を含みます。

輩4寄付金 5,100,000円 を含みます。

(単位 1円 )

議 入

計

年

　

　

度
使用料及び
手 数 料

国 庫 支 出 金 財 産 収 入 繰 入 金 諸 収 入 一 般 財 源

2,695,240 2,695,24057

58 43,967,000 43,967,000

59 13,897,000 350,189,350 58,585,000 2,120,427,000 2,543,098,350

60 1,397,100 12,950,000 241,353,330 40,845,000 196,987,904 493,533,334

61 6,818,350 16,012,638 261,292,980 33,165,000 218,562,326 535,851,289

62 6,919,850 16】 656,532 99,886,246 226,806,293 350,268,921

401,310,30063 10,325,100 5,709,000 17,884,599 97,444,000 20,597,000 249,350,601

万 12,599,050 27,319,000 47,085,361 112,987,776 14,910 *1   563,805,758 763,711,855

2 15,298,300 7,750,000 87,251,224 106,709,703 33,267,995 262,587,852 512,865,074

3 13,941,100 10,400,000 72,563,529 109,026,776 55,874 42   553,087,119 759,074,398

4 15,552,050 20,125,000 39,589,382 81,776,284 28,183,260 *3   760,733,237 945,959,213

17,323,050 23,470,114 65,932,463 55,940 孝4   349,292,414 456,073,981

6 20,298,650 13,283,000 18,502,868 50,815,200 17,878,270 *5   362,601,330 483,374,318

*6   546,326,863 608,880,6687 16,278,950 13,448,000 8,273,082 9,986,507 14,567,266

8 18,200,650 21,485,000 6,843,746 620,168,916 666,698,312
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年度別歳出一覧表

注 :1.財産収入

3.諸 収 入

工業技術振興基金運用収入他

日本自転車振興会補助金他

(単位 :円
)

２

４

入

設

繰

建

金……工業技術センター施設整備基金取崩し

費……調査等事務費を含む

歳 出年

　

　

度
建  設  費 施設整備費 普及指導費 研究開発 振興協会

助  成
運  営  費 職 員 費 計

2,695,24057 2,695,240

43,967,00058 43,967,000

4,000,000 2,543,098,35059 2,188,909,000 350,189,350

22,757,980 4,086,000 29,580,481 49,491,557 92,468,366 493,533,33460 295,149,000

301,307,984 34,221,520 9,020,000 30,770,881 50,503,872 110,027,032 535,851,28961

62 109,987,607 30,549,100 9,192,500 28,807,124 54,414,818 117,317,772 350,268,921

29,366,778 54,756,318 137,173,204 401,310,30063 123,231,000 45,049,000 11,734,000

11,780,000 30,812,163 390,510,761 146,899,172 763,711,855一万 109,991,759 73,718,000

84,235,516 14,423,000 30,128,061 108,521,510 162,129,863 512,865,0742 2,953,440 110,473,684

759,074,3983 292,064,790 82,728,956 76,017,591 13,231,000 31,524,168 91,674,784 171,833,109

4 448,900,754 96,191,391 83,229,609 12,441,000 36,760,705 81,326,940 187,108,814 945,959,213

36,520,813 87,319,210 13,155,000 37,205,434 85,540,268 196,333,256 456,073,981

85,589,872 199,049,877 483,374,3186 64,452,632 81,478,987 15,005,000 37,797,950

608,880,6687 123,502,270 45,212,721 69,313,996 38,249,726 38,282,681 83,255,664 211,063,610

47,225,504 83,429,093 221,300,783 666,698,3128 131,527,781 129,260,652 53,954,499
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施設 およぴ設備 の概 要

1.敷 地 お よび建物

2.設 備 ・ 機 器



1.敷 地 お よ ぴ 建 物

滋 賀 県 栗 太 郡 栗 東 町 上 砥 山 232番 地

077‐558-1500    FAX  077-558-1373

所 在 地

電  話

(1)案 内 園

① 」 R線 利 用 の 場 合

琵 琶 湖 線 (東 海 道 線 )草 津 駅 (東 口 )下 車 (新 快 速 電 車 停 車 )

。帝 産 バ ス 「栗 東 トレ中ニンク
゛
センタい(東 宝 ラ ン ド経 由 )」 行 (昼 間 毎 時 55分 発 )

北 の 山 下 車  徒 歩 3分 一一 一 一 一 一 ― ― ― 一 一 ― ― ― ― ― 約 23分
。タ ク シ ー ーーーーーー十一‐………………――――――――十一一――………………――――――― 約 15分

琵 琶 湖 線 (東 海 道 線 )栗 東 駅 (東 口 )下 車 (普 通 電 車 停 車 )

・ 帝 産 バ ス 「六 地 蔵 団 地 」 行 (8:24、 8:42、 9:50、 10:50、 11:50)

北 の 山 下 車  徒 歩 3分 ―― 一 一 ― ― ― 一 ― ― ― ― ― ― 一 ― 約 20分

草 津 線 手 原 駅 下 車 (草 津 線 は 1時 間 2本 程 度 )

・ 帝 産 バ ス 「六 地 蔵 団 地 」 行 (8:29、 8:47、 9:55、 10:55、 H:55)

北 の 山 下 草  徒 歩 3分 ―十 一 一 一
~~一

一 ― ― ― ― ― 一 一 約 15分

① 自動 車 利 用 の 場 合

。名 神 高 速 道 路 栗 東 イ ン タ ー チ ェ ン ジ (信 楽 方 面 出 口)よ り東 南 方 向 ―一 ―
-5分

。国 道 1号 線 上 鈎 北 (か みまが,き た)交 差 点 (大 安家具店前)よ り東 ヘ  ー ー ー ー ー ー ー ー 8分

-9-

至水

高野交差点

至米原

“

CS

工業技術セン 琵琶湖CC
0

栗東 I

GS



(2)配 置 園

至名神粟東 インターチェンプ
国道 1号線

至信楽

地

物

土

建

35,350.14浦 (登 記 面 積 )(実 測 面 積 36,610,88謂 )

研 究 管 理 棟

(鉄 筋 コ ン ク リー ト造 2階 建 。一 部 5階 建 )

実 験 棟

(鉄 筋 ヨ ン ク リー ト造 平 屋 建 。 日本 自転 車 振 興 会 補 助 )

別  棟 (開 放 試 験 室 )

(鉄 筋 ヨ ン ク リー ト造 平 屋 建 ・ 国 庫 補 助 )

別  館 (工 業 技 術 振 興 会 館 )

(鉄 筋 コ ン ク リー ト造 3階 建 )

そ の 他

′

4,296r百

693謂

154浦

2,394r百

254浦

至国道 ユ号線

υ

◇

場

排水処理施設

的

別棟

工業技術

振興会館
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2圏 設 備 □機 器

平 成 8年 度 に 取 得 した 主 要 機 器 は 次 の とお りで す 。

口口 名 規 格 数 量 取 得 年 月 日 摘   要

TOC計
嶋晶鳥諦作F製

8, 8.20

高 圧 反 応 観 察 シ ス テ ム
嗚鼻晃謎得戸製 8.  9。  12

多 用 途 監 視 記 録 装 置 二
）

帥
テ

コ ン

套杵カメラ
Sタ

ルス E2N
8。 10。 15

驀窃
企業庁

輝 度 計 帥 トプ ヨ ン製
BM-5AG

8, 10,31 驀銃企業庁

低 温 恒 温 恒 湿 槽 甲ユを全二ζ:台
ヘ ツク募雌 8.10。 31

イ オ ン ス パ ッ タ 装 置 真 空 機 工 榊 製
RFS-200

8。 11. 8

二 次 元 運 動 解 析 システ ム
切舟丹訪爆″究所製 8,11.20 驀翁企業庁

スシ浪計状形体立一万次
ム

一二
テ 為絲登完志意ア)ング製 8。 11.20

驀翁
企業庁

9賛ァ蚕リ
マー加工評価 叫鳥現証

工業伽製 8.11,25 暴査基籍爵

ヤシン
タ

サ

一
ル
メ

ク

一

イ
ザ

サ

エ
一
ウ

ユ
ン

デ
イ 為霊恥詭警伽 8。 11.25

吾菫生ァ夢亥勢蚕用
コン 日本 電 気 船 製 8,11,29

大 研 修 室 音 響 設 備 恥与鋳終錦卦wR― X02
8.12.24

こ児乳毒ん得多χステム 尋8と irti常社衰孟8:;ユ LOW
8.12.24

品禿毛身鳥静身戸
ム 具::存【墓ζTuDIO 8.12.25
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ロロ 名 規 格 数 量 取 得 年 月 日 摘   要

塑 性 変 形 解 析 装 置 犠畠鬱謡隼孔誰NA
8,12.25 具査基籍爵

8。 12.20
驀翁

企業庁動 特 性 解 析 装 置 OM
1

製社
パ

ＯＮ
Ｈ

ＴＲ
Ｈ

Ｅ
／

鳴忌渤裂綿熟乳200
9.  1,31走 査 型 電 子 顕 微 鏡

乳勇洗[二 尻卜202
9, 2.21小 型 貨 物 自動 車

小 型 乗 用 自 動 車
卜

‐

ヨ タ ス
300cc

プ リ ン タ ー
メ279059

9, 2.24

幹すイケ潟秀ll;ラ VX1000
9. 2.28

驀劣
企業庁多 用 途 監 視 記 録 装 置

日磐芋留繕
パ
強士:さは恐B 9, 2.28電 源 回 路 実 習 装 置

セ ンサ 実 習 装 置 鷺飛モ秀恥甕誕諦6
9。  3.  5

ひロワ夢髪警 (液 晶プロ 叱凄鶉議榊製 9,  3.  5

ア クチ ュエ ー タ実 習 装 置 亀浣名なヒ器械棚製 2 9.  3.  5

9, 3.27薬 品 庫 写与;t上十子;Ittt41ッ トBCB-5

9 27ハ ツ コ ン
タ

ドッ トプ リン 恥苺勇疑鳴発0/w30

嶋島蒜混舟モデ
'Yも

2 9, 3。 27ハ ソ コ ン

試 料 研 磨 機 ピユI子テ|き三ご常称指|と辛横 9.  3.31

-12-



業 務 の 概 要

1.業 務 の 企 画 ・ 推 進

2.機 器 提 供 お よび依 頼 試 験 分 析

3.技 術 相 談 指 導

4.研 究 (技 術 開 発 )活 動

5.広 報 。情 報 提供



1。 業 務 の企 画・ 推 進

(1)し が FAコ ンソー シアム

工場 にお け る 自動 化 技 術 の高度 化 を 目指 した各種 テ ー マ の下 に、産 学 官 が相 互 に連 携 。

協 力 す るの活 動 もます ます 多 角 的 な展 開 とな りま した。

全 体 会 で の課 題 抽 出 に加 え、それ ぞれ の研 究会 が独 自のテ ー マ にお い て研 鑽 を重 ね て き

ま した。 しが FAコ ン ノー シア ム は産 業界 か ら 40社 が参 画 し、 そ こへ 大 学 関係 か ら 39

名 、 県 関係 者 か ら 18為 が集 う大 きな研 究会 組 織 を形 作 つて い ます 。

特 に、平成 8年 度 は 4つ の研 究会 の動 きに成 果 が見 られ ま した。

第

日

場

内

Ｏ 16回 例 会

時

所

容

平成 8年 6月 4日 (火 )

ホテル・ ニューオ ウミ

① 全体総会

平成 7年度の事業実績 と収支決算報告

平成 8年度 の事業計画案 と収支予算案

② 講演会
。「

今後 の企業競争 に勝つために」 (産 学官連携 に期待 され るもの )

大阪大学    鈴木 眸 (ゆたか)氏

。「ネ ツ トワー ク新時代」 (21世 紀 に向けた次世代 プ ラ ッ トホーム )

日本電気 (株 )多 田 昌弘氏

第

日

場

内

Ｏ 17回 例 会

時

所

容

率成 8年 7月 30日 (火 )

龍谷大学

テーマ 「画像認識」

①  テーマガイダンス

② 遠隔操作と立体視

③ 画像処理とセンシング

第

日

場

内

〇 18回 例 会

時

所

容

平成 8年 9月 25日 (水 )

立命 館 大 学

テ ー マ 「イ ンテ ジジ ェ ン ト制御 」

① テーマガイダンス    立命館大学   井上

② インテ リジェン ト制御の技術を概観する

神戸大学    北村

③  日本電装におけるインテ リジェン ト生産

日本電装 (株 )日 比

平 成 8年 11月 15日 (金 )

見 学 会 (岐 阜 県 、愛 知 県 )

① 財)ノ フ トピアジヤパンセンター見学

② 三菱電機名古屋製作所
。講演 「FAシ ステムの将来動向」 FAシ ステム部
。FAコ ミュニケーションセンター見学

龍 谷 大 学

龍 谷 大 学

三菱 電機

壼井  芳 昭 氏

岩 本  太 郎 氏

宇 佐 美  照夫 氏

和 夫 氏

均 氏

新 三氏

第

日

場

内

Ｏ 19回 例 会

時

所

容

-13-
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第

口

場

内

○ 20回 例 会

時

所

容

平 成 9年 1月 21日 (火 )

龍 谷 大 学

テ ー マ 「生産 管理 と情 報 システ ム」

①  最 近 の生 産 管理 と情 報 シス テ ム  龍 谷 大 学  法 雲 俊 邑氏

②  京 セ ラの ア メーバ 経 営 の実践

京 セ ラ コ ミュニ ケー シ ョン システ ム (株 )北 村  寛 氏

OFAコ ンツー シァ ム研 究会活動

① 「ロボ ッ トの有効利用研究会」  5回 開催 (於 :立 命館大学 )

。ロボティ クスの 目指す もの
。ロボテ ィクス とマィ クロマシエング
。ロボ ッ トビジ ョン

・ ロボ ッ ト作業 と知能
。ロボ ッ トと人、医療、福祉

② 「画像認識研 究会」  6回 開催 (於 :龍 谷大学、他 )

。見学 と講演  ニチデ ン機械 (株 )

。遠 隔操作 と立体視、画像処理 とセ ンシング
。見学 と講演   日本アイ 。ビー 。エ ム (株 )

。講演 (公 設試、龍谷大学 )

。見学 と講演   (株 )島 津製作所、医用遠 隔画像診 断システム

・ 講演 とデモ  画像処理装置

③ 「生産管理 と情報 システム研究会」  6回 開催 (於 :龍 谷大学、他 )

。ネ ッ トワー クの現状

`生 産現場 の情報化 とコス トダ ウン

・ 見学 と講演   (株 )ダ イ フク
。講演 と座談会  (株 )黒壁
。講演     最近の生産管理 と情報 システム、他
。見学 と講演   (株 )ブ リジス トン

④ 「イ ンテ リジェン ト制御利用研究会」 5回 開催 (於 :立 命館大学、他 )

。講演      ファジー を中心 としたデバイス

・ 講演      回転不変の画像認識 、画像処理 アプ リケー シ ョン
・講演     イ ンテ リジェン ト制御 の技術 を概観す る、他
。見学 と講演  信楽窯業試験場、 ファジー制御 の適用研究
。見学 と講演   (株 )島 津製作所、医用遠 隔画像診 断システム
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(2)ft4賀 フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク ス フ ォ ー ラ ム

当 フォー ラム は、 フ ァイ ンセ ラ ミ ノクス 関連 産 業 間 の連 携 を図 る必 要 か ら、産 。官・ 学

が一 体 とな っ て運 営推 進 され て い ます 。

平成 8年 度 は、講 演 会 、 見 学会 、 中級研 修 会 及 び薄 膜研 究 会 を実 施 しま した。 概 要 は 次

の通 りです。

32回 運 営 委 員 会 (出 席 者  16名 )

時   平 成 8年 4月 11日
所   滋 賀 県 工 業 技 術 セ ン タ ー

第

日

場

①

O第 3

③ 平 成

O第 2

日

場

内

0第 3

① 第 2

日

場

内

3回 運 営 委 員 会 (

8年 度 総 会 (出 席

7回 例 会 (出 席 者

時   平 成 8年 5

所   滋 賀 県 工 業

容   講 演 会 「マ

体 験 会 「イ

怒 親 会 (於

4回 運 営 委 員 会 (

8回 例 会 (出 席 若

時   平 成 8年 7

所   滋 賀 県 工 業

容   講 演 会 「フ

「環

回 例 会 (第

平 成 8

滋 賀 県

講 演 会

出席 者  14嘉 )

若  32第 )

32名 )

月 30日
技 術 セ ン タ ー

ル チ メ デ ィ ア を媒 体 と した 新 事 業 展 開 」

新 江 州 (株 )メ デ ィ ア プ ラ ン ニ ン グ 事 業 部

部 長  飛 沢  好 範  氏

ン タ ー ネ ッ トの 体 験 」

滋 賀 県 工 業 技 術 セ ン タ ー 別 館 )

出席 者  17名 )

43名 )

月 16厨
技 術 望 ン タ ー

ァイ ンセ ラ ミ ック ス 適 用 上 の 問 題 点 」

(財 )フ ァイ ン セ ラ ミ ッ ク ス セ ン タ ー 試 験 研 究 所

主 席 研 究 員  山 口 誼  氏

境 技 術 と フ ァ イ ンセ ラ ミ ッ ク ス 」

(財 )フ ァイ ンセ ラ ミ ッ ク ス セ ン タ ー 試 験 研 究 所

副 所 長  久 保  幸 雄  氏

回 薄 膜 研 究 会 )(出 席 者  17名 )

8月 8日

業 技 術 セ ン タ ー

薄 膜 の 魅 力 と夢 」

龍 谷 大 学 理 工 学 部

教 授  上 條 榮 治  氏

第

日

場

内

① 29
時

所

容

1

年

工

「

O第 21回 研 修 会 (中 級 研 修 会 /第 2回 薄 膜 研 究 会 )(出 席 者  16名 )

日 時   平 成 8年 8月 29日
平 成 8年 8月 80R
平 成 8年 9月 8日

龍 谷 大 学 瀬 田学 舎 、 滋 賀 県 工 業 技 術 セ ン タ ー

「機 能 性 薄 膜 の 作 製 と評 価 技 術 」

30回 例 会 (滋 賀 県 科 学 技 術 振 興 プ ラ ザ 事 業 に 共 催 )(出 席 者 131名 )

時   平 成 8年 11月 28日
所   ク サ ツ エ ス トピア ホ テ ル

容   講 演 会 「近 未 来 に 向 か う新 技 術 。新 産 業 と産 官 学 連 携 の ゆ く え 」

所

容

場

内

第

日

場

内

Ｏ
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第

日

場

内

Ｏ

パ ネ ル デ ィス カ ッシ ョン 「これ か らの新 技術 開発  産 官 学 連携 か ら見 えて

くる もの」

31回 例 会 (第 3回 薄 膜 研 究 会 )(出 席 者  41名 )

時   平 成 8年 12月 10日
所   神 港 精 機 (株 )滋 賀 守 山 工 場

容   講 演 会 「パ ル ス プ ラ ズ マ CVDを 利 用 した 反 応 生 成 物 の 低 温 成 膜 」
「イ オ ン窒 化 とイ オ ン プ レー テ ィ ン グ に よ る複 合 表 面 処 理 技 術 」

神 港 精 機 (株 )

取 締 役 統 括 技 術 部 長 兼 滋 賀 守 山 工 場 長  川 下  安 司  氏

見 学 会  神 港 精 機 (株 )滋 賀 守 山工 場

① 第

日

場

内

4

22回 研

時

所

容

回 薄 膜 研 究

時   平 成

所   立 命

容   講 演

見 学

会 (放 射 光 産 業 利 用 技 術 懇 談 会 事 業 に 共 催 )(出 席 者

9年 2月 28日
館 大 学  く さつ び わ こ キ ャ ンパ ス

会 「放 射 光 に よ る新 材 料 創 製 の 現 状 と今 後 の 展 開 」 等

会  立 命 館 大 学 SR施 設 と新 材 料 創 製 実 験 装 置

(県 外 見 学 会 )(出 席 者  25名 )

9年 3月 12日
府 立 産 業 技 術 総 合 研 究 所

会 「ナ ノ構 造 制 御 材 料 の 開 発 と応 用 」

大 阪 府 立 産 業 技 術 総 合 研 究 所

主 任 研 究 員  宮 本  大 樹  氏

「マ イ ク ロマ シ ニ ン グ とマ イ ク ロセ ン サ 」

大 阪 府 立 産 業 技 術 総 合 研 究 所

主 任 研 究 員  鈴 木  義 彦  氏

会  大 阪 府 立 産 業 技 術 総 合 研 究 所

19名 )

第

日

場

内

① 修 会

平 成

大 阪

講 演

見 学

第

日

場

Ｏ 35回 運 営委 員 会 (出 席 者  17名 )

時   平成 9年 3月 14日
所   滋 賀 県 工 業 技術 セ ン ター
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(3)滋賀県品質工学研究会

県内企業の技術 開発に貢献すべ く研究会が発足 して 3年 目になるますが、毎月の事業を通 してま

すます展開が多様化の傾 向を見せてきま した。午前には品質工学の基本 を理解す るための予備学習

を、年後には本格的に技術課題 を解決す るための定例会 とい うパターンで、いずれ も工業技術セ ン

ターで開催 しま した。

特別講師を招聘 した際は、広 く周知す るためにオープン形式 とし普及に努 めま した。

さらに、年度末には工業技術振興協会 と共催で、 3日 間の 「パ ラメータ設計」の集 中講座 を実施

し、会員の資質向上に寄与できま した。 この 1年間の出席者は 540名 に達 し、新 しい技術 開発手

法が県内に確実に浸透 してきたよ うです。

77嘉 (非会員 39名 )

平成 8年 4月 18日  13時 ～ 17時
(総会) 交流会か ら研究会移行への経過説明  研究会会則の承認  役員選 出

平成 8年度の事業計画案 と予算案の審議 と承認

(定例会)事例報告 「ステンレス鋼の切削条件の最適化」 (工業技術セ ンター)

(記念講演)「 コス トを下げる品質工学」

電気通信大学 矢野 宏 教授

30奉

平成 8年 5月 21日  10時 ～ 17時
(予備学習)「 品質工学への道」実験手法の比較  品質 とコス ト

(定例会) 品質工学の構成要素 機能評価 と信号 。誤差因子 直交表

27名

回

時

容

２２

日

内

第Ｏ

回

時

容

３２

日

内

第〇

科学 と工学

確認実験

O第 24回
日 時

内 容

第 25回
日 時

内 容

第 27回
日 時  平成 8年 9月 18日  10時 ～ 17時

平成 8年 6月 18日  10時 ～ 17時
(予備学習)「 品質工学の進め方」 「QEス テンプ」  品質工学の要点

(定例会) 「基礎勉強会」切削加工の最適化

「話題提供」糸巻き機の吸引条件の最適化 (村 田機械 )

「カミヨプター実験検討結果のまとめ」 (廣瀬副会長 )

「QEF研 究発表大会報告」 (科研製薬 )

平成 8年 7月 16日  10時 ～ 17時
(特別技術指導) 電気通信大学 矢野 宏 教授

「コイル巻き線の端末処理」 (オムロン)

「半導体組立条件の最適化」 (ニ チデ ン機械 )

「成型品の最適化」 (村 田製作所 )

(定例会) 「基礎勉強会」マシエングセ ンタによる母型の加工

「話題提供」無電極 ランプ用インバー タの評価方法

はんだクランク (日 本電気 HE)

27名

(日 本電気 HE)

25名

時

容

回６

国

内

２第

平成 8年 8月 22日  10時 ～ 17時
(予備学習)カ ミコプターによるパ ラメー タ設計 (廣瀬副会長 )

(定例会)「基礎勉強会」加工品質工学

「基本性能について考 える」 (村 田製作所 )

-17-
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内  容

第 28回
日 時

内 容

第 29回
日 時

内 容

第 30回
日 時

内 容

第 31回
同 時

内 容

第 32回
日 時

内 容

第 33回
同 時

(予備学習)カ ミコプターによるパラメータ設計 (廣瀬副会長 )

(定例会)「基礎勉強会」加工品質工学
「事例研究」水溶性物質の低粘度域における溶解性改善 (科研製薬 )

「話題提供」品質工学は社会に貢献する (科研製薬 )

26名
平成 8年 10月 15日  10時 ～ 17時
(予備学習)カ ミコプターによるパ ラメータ設計 (廣瀬副会長 )

(定例会)「話題提供」金属材料の熱処理ひずみの最適条件の検討 (国友熱工 )

「基礎勉強会」シ リコンウェハのポ リシングカロエ
「話題提供」品質工学シンポジ ウム参加報告 (ダ イキンエ業 )

24名
平成 8年 11月 19日  13時 ～ 17時
(定 jll会 )「予備学習会での成果発表」 A、 B、 Cグループ

「事例研究」発光管のそ り改善 (日 本電気HE)
「基礎勉強会」 ウォータージェ ッ ト研削加工の最適化 (ダイキン電子部
品 )

「ミニ講義」ゼ ロ点比例式 (廣瀬副会長 )

26名
平成 8年 12月 11日  13時 ～ 17時
(定例会)「事例研究」 ジレー部品のコイル巻き線工程の半田付け (オ ムロン)

「基礎勉強会」ワイヤ放電加工の最適化
「ミニ講座」動特性のSN比 (廣瀬副会長 )

27名
平成 9年 1月 14日  13時 ～ 17時
(定例会)「事例研究」電力型抵抗の機能性評価 (ダイキンエ業)

「特別報告」ネパールの製薬会社訪問記
「基礎勉強会」プラステックレンズの射出成形
「ミニ講義」計数値のSN比 (廣瀬副会長 )

24名
平成 9年 2月 18日  13時 ～ 17時
(定例会)「事例研究」半導体製造装置に付着するごみの評価 (ネ オス)

「基礎勉強会」プラスチック射出成形品の強度評価
「ミニ講座」確認実験における再現性の判断 (科研製薬 )

平成 9年 3月  5日  9時 ～ 17時
平成 9年 3月  5日  9時 ～ 17時
平成 9年 3月  5日  9時 ～ 17時
(品 質工学集 中講座) カ ミヤシンクタンクKTT

「実践的パ ラメータ設計入門」

68
神谷幸克

名 (非会員 27名 )

名 (非 会員 28名 )

名 (非会員 27名 )

氏

６

８

６

６

パ ラメータ設計の考 え方  品質評価の物差 しSN比
機能性の評価  改善事例研究 パ ラメータ設計 と技術開発
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(4)SRの 基 礎 と 応 用 に 関 す る 研 究 会

技 術 は 、 21世 紀 に 向 け て 大 き な ブ レ ー ク ス ル ー を も た ら す 技 術 と し

高 ま つ て い ま す 。 そ の 中 で も 特 に 次 世 代 技 術 と し て 注 目 を あ び て い る

ク ロ ト ロ ン 放 射 光 (SR)技 術 で す 。 現 在 は 研 究 主 体 の 技 術 で す が 、

き な 産 業 に つ な が る も の と期 待 さ れ て い ま す 。

大 学 で は ぴ わ こ 。く さ つ キ ャ ン パ ス に 小 型 SR光 施 設 が 完 成 し 、 平 成

か ら稼 働 を 始 め て い ま す 。 こ の 施 設 は 教 育 。研 究 用 の み な ら ず 、 産 業

利 用 も 目指 し た 日本 で は じ め て の 開 放 型 SR光 施 設 で す 。

工 業 技 術 セ ン タ ー で は 、 平 成 7年 度 か ら 8年 度 に か け て 、 県 内 に お け

連 技 術 の 理 解 と 利 用 を 促 進 す る た め 、 同 技 術 に 関 す る 研 究 会 を 開 催 し

に つ と め ま し た 。 平 成 8年 度 の 研 究 会 の 概 要 は 下 記 の と お り で す 。

究 会 の 開 催 に あ た つ て は 、 施 設 見 学 等 も 含 め 立 命 館 大 学 理 工 学 部 お よ

ン タ ー 各 位 に は 多 大 な ご 協 力 を 得 ま し た 。 こ こ に 感 謝 の 意 を 表 し ま す 。

光

て 期

の が

将 来

立

8年

分 野

そ

る S

そ の

な

び S

関 連

待 が

シ ン

は 大

命 館

4月

で の

こ で

R関

普 及

お 研

Rセ

〇 第

日

場

講

4回 SRの 基 礎 と応 用 に 関 す る 研 究 会

時    平 成 8年 8月 1日 (本 ) 13時 80分 ～ 16時
所    滋 貸 県 工 業 技 術 セ ン タ ー  中 研 修 室

演

(1)「 立 命 館 大 学 に お け る LIGAプ ロ セ ス 」

講 師 :立 命 館 大 学 理 工 学 部   杉 山  進  氏

(2) 「A Compact SR Beamline for Fabrication of High Aspect―
ratio MEMS Microparts」

講 師 :住 友 重 機 械 工 業 帥    張  延 平  氏

(3)「 マ イ ク ロ ア ク チ ュ エ ー タ の 研 究 紹 介 (VTRに よ る )」

講 師 :立 命 館 大 学 理 工 学 部   小 西  聡  氏

(4)「 マ イ ク ロ マ シ ニ ン グ と 薄 膜 材 料 の 機 械 的 物 性 の 測 定 」

講 師 :立 命 館 大 学 理 工 学 部   田 畑  修  氏

O第 5回 SRの 基 礎 と応 用 に 関 す る 研 究 会

日 時    平 成 8年 12月 18日 (木 )13時 00分 ～ 17時
場  所    立 命 館 大 学 び わ こ 。く さ つ キ ャ ン パ ス

コ ア ス テ ー シ ョ ン 2階 大 会 議 室

講  演

(1)

(2)

(3)

「マ イ ク

講 師

「マ イ ク

講 師

「光 駆 動

講 師

「シ リ コ

講 師

マ

ロ マ シ ン の 現 状 と展 望 」

(財 )マ イ ク ロ マ シ ン セ ン タ ー   平 野 隆 之 氏

ロ ジ ャ イ ロ 」

帥 村 田 製 作 所 横 浜 開 発 セ ン タ ー  持 田 洋 一 氏

マ イ ク ロ ポ ン プ 」

仰 ア イ シ ン ・ コ ス モ ス 研 究 所   成 瀬 好 廣 氏

ン の マ イ ク ロ マ シ エ ン グ 技 術 と そ の 応 用 」

名 古 屋 大 学 大 学 院 工 学 研 究 科

イ ク ロ シ ス テ ム エ 学 専 攻     佐 藤 一 雄 氏
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O第 6回 SRの 基 礎 と応 用 に 関 す る 研 究 会

日 時    平 成 9年 2月 28日 (金 )13時 00分 ～ 17時
場  所    立 命 館 大 学 び わ こ・ く さ つ キ ャ ン パ ス

コ ア ス テ ー シ ョ ン 2階 大 会 議 室

講  演

(1)「 立 命 館 大 学 放 射 光 施 設 ・ 白 色 光 ビ ー ム ラ イ ン の 特 性 」

講 師 :立 命 館 大 学 理 工 学 部 教 授   中 山 康 之 氏

(2)「 放 射 光 ア フ
゛

レ ー シ ョ ン に よ る 新 材 料 創 製 研 究 と 今 後 の 展 開 」

講 師 :立 命 館 大 学 特 別 研 究 員    松 原 健 夫 氏

(3)「 立 命 館 大 学 SR施 設 に お け る 薄 膜 創 製 実 験 報 告 」

講 師 :住 友 重 機 械 工 業 仰 研 究 員   加 藤 隆 典 氏

(4)「 立 命 館 大 学 SR施 設 に お け る 薄 膜 創 製 実 験 報 告 」

講 師 :豊 橋 技 術 科 学 大 学 助 手    大 越 昌 幸 氏

(5)「 ア フ
゛

レ ー シ ョ ン に よ る 機 能 性 薄 膜 の 作 製 」

講 師 :大 阪 大 学 基 礎 工 学 部 教 授   奥 山 雅 則 氏

(6)施 設 見 学

立 命 館 大 学 小 型 SR装 置  白 色 放 射 光 照 射 実 験 ビ ー ム ラ イ ン
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(5)デザインフオーラム SHIGA

デ ザ イ ン フォー ラム SHIGA(略 称 :DFS)の 設 立

設 立総 会  平 成 9年 10月 29日

会 員 数  法 人 会員 :22企 業  個 人会 員 :37名

事 業概 要  情 報 提 供 事 業

交流 事 業

人材 育成 事 業

地域 活性 化 事 業

活 動経 過

○デ ザ イ ン フォー ラム SHIGA設 立発 起 人会

日 時   平成 8年 6月 17日

場  所   工業技 術 セ ン ター

O第 1回設 立準備 委 員 会

日 時   平成 8年 7月 2口

場  所   工業 技 術 振 興会館

内 容   ・ 設 立趣 意 書 、規 約 の作成 につ い て

。作 品展 (展 示 会 )、 講 演 会 の 開催 につ い て

。そ の他

O第 2回 設 立準備 委 員 会

日 時   平 成 8年 7月 19日

場  所   工業 技 術 振 興 会館

内 容   。作 品展 (展 示会 )、 講 演 会 の 開催 につ い て

。会員 募 集 方 法 につ い て

。そ の他

O第 3回 設立準備委員会

日 時  平成 8年 8月 9日

場 所  勤労福社会館 (ウ イ ングパ レス草津 )

内 容   ・設立趣意書お よび規約 の審議

・加入 申込書、呼びかけ リー フ レン トについて

。平成 8年度事業について

設立総会お よび第 1回 セ ミナーの内容

第 2回 セ ミナーの内容お よび展示会

次年度事業計画について

会員募集 スケジュール について

平成 8年 8月 20日 「デザイ ンフォー ラム SHIGA」 会員募集活動 開始
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イザ

時

所

容

いアＦ

日

場

内

Ｏ

イザ

時

所

容

ア^Ｆ

日

場

内

①

○ 第 4回 設 立 準備 委 員 会

日 時   平成 8年 9月 27日
場  所   工業 技術 振興 会館

内 容   ・設 立総 会 につ い て

。役 員 の選 出 につ い て

。会 員 募 集 につ い て

。そ の他

O第 1回 運 営 委 員 会

同 時   平成 8年 11月 22日
内 容   ・ 交 流 作 品展 につ い て

O Discover SHIGA「 滋 賀 を発 見 す る旅 」 実施

日 時   平成 9年 2月 8日

場  所   長 浜 市 、彦 根 市

内  容   。Discover SHIGA作 品展 の取材 (バ ス の旅 )

平成 9年 2月 13日 Discover SHIGA作 品展募集

O「 Discover SHIGA展 」 開 催

日 時   平 成 9年 3月 19日 ～ 20日
場  所   ビバ シテ ィー 彦 根 ウォ ー クイ ン ギ ャ ラ リー

ン フォー ラム SHIGAJ発 起 大 会議

平成 8年 10月 29日
勤 労福社 会 館 (ウ イ ン グパ レス草津 )

。経 過 報 告

。役 員 につ い て

ン フォー ラム sHIGA」 設 立総 会

平 成 8年 10月 29口
勤 労福社 会館 (ク イ ングパ レス革津 )

。設 立総 会 (規 綸 承 認 、役 員 選 出、予算案 。事 業 計 画案 等 の決 議 )

・ 記 念 講 演 会  「ア ノニマ ス 。デ ザ イ ン滋 賀 の旅 J

講 師 :GK道 具学研 究所  所 長  山 口昌伴 氏
。記 念 パ ー テ ィー (DFSマ ー ク ヨ ンペ 審 査 、表 彰 等 )
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(6)滋 賀 ウ ェル フ エア テ ク ノ′ヽ ウス研 究 会

1.研 究 会 の ス ター ト

これ か らの 高齢 化 社 会 の到 来 に対 して、人 に優 しい 的確 な福 祉 対応 の あ り方 を研 究 をす

るた め 、全 国 13個 所 に設 置 され た福祉 実 験住 宅 が ウェル フ ェ アテ ク ノハ ウス (WTH)
です 。 滋 賀 県 も平成 8年 10月 に レイ カ デ ィア振 興 財 団 の敷 地 内 に 開設 しま した。

望 ま しい在 宅介護 を実 現す るた め の シス テ ム作 りや 福祉 に 関す る技 術 開発 を行 うこ とを

目的 とす るテ ク ノハ ウス で は 、福祉 機 器 を利 用 す る場 合 お よび福 祉 機 器 を開発 す る場 合 に

お け る 「指 針 」 を示 す こ とが 重 要 との認 識 の 下 に、 「滋 賀 ウェル フェ アテ ク ノハ ウス研 究

会 」 を発 足 させ ま した。 この研 究 会 は産 学 官 の連 携 を機 軸 に、 2つ の ワー キ ン グ グル ー プ

(WG)を 擁 し、企 業 。大 学 。官公 庁 が緊 密 で横 断 的 な協 力 を しな が ら事 業 推 進 を行 つ て

きま した。

萎 員 会構 成 は 9企 業 、 5団 体 、 5大 学 、 4官 公 庁 の 24名 で あ り、委 員 会 を 中心 に ワー

キ ング グル ー プ が活 動 を進 め て い ます 。 事 務 局 は (財 )滋 賀 県 工業 技 術 振 興 協 会 が 主 た る

業務 を推進 し、他 に県 庁 商 工課 (現・ 新 産 業 振 興課 )同 じく レイ カ デ ィア推 進 室 (現 ・ レ

イ カデ ィア推 進 課 )、 レイ カデ ィア振 興財 団、 工 業 技術 セ ン ター の協 力 体 制 の 下 で実施 し

ま した。

2.委 員 会・ ワー キ ン グ グル ー プ の 開催

平成 8年 10月  8日   WTH研 究会発 会 式

平成 8年 11月 18日   ワー キ ング グル ー プ (WG)会 議

平成 8年 12月 17日   社 会調 査WG滞 在 実験

平成 8年 12月 25日   計測調 査WG滞 在 実験

平成 9年  1月 30日   計測 調 査WG滞 在 実験

平成 9年  3月  4日   社 会調 査WG滞 在 実験

平成 9年  3月 14日   WTH研 究会 。WG合 同会 議

平 成 9年  3月 17日   計測調 査 WG滞 在 実験

8。 ワー キ ン グ グル ー プ の活 動 状 況

ウェル フ ェアテ ク ノハ ウス研 究 会 (委 員 長  立命 館 大 学  飯 田健 夫 教授 、委 員 24名 )

①  社 会 調 査 ワー キ ング グル ー プ (龍 谷 大 学  奈 倉道 隆教 授 以 下 11名 )

。テ ク ノハ ウス の住 宅設備 お よび福祉 用 具 の使 用 実験

自立度 の異 な る 3名 の被 験者 に滞在 実 験 を して貰 い 、入 浴 や 調 理 を実

際 に体 験 しなが ら調 査 を行 つた。 自立度 が違 えば 当然 、介 護 者 の負 荷

も変 わ って くるが 、 それ らの 関 わ りの 中で快 適 な滞 在 とは何 か を探 っ

た。

・ 調 査 項 目お よび 実験 手順 の検討

ワー キ ン グ グル ー プ で選 定 した調 査 項 目と、 実 体 験 を通 した調 査 項 目

の相 違 を検討 し、 さ らに改 善 の手 が か りをつ か む こ とが で きた。 各 種

の貴 重 な体 験 か らの意 見 は今 後 へ の大 きな参 考 とな る。

②  計浪」調 査 ワー キ ング グル ー プ (立 命 館 大 学  飯 田健 夫 教 授 以 下 13名 )

。リビン グ と和 室 間 の段 差評 価

4 0 cmの 段 差 が設 定 して あ るの で 、車 椅 子 を使 用 しな い場 合 に は逆

に 困難 で あ る。 高齢 者 15名 を対 象 と して動 作解 析 を行 つ た。

・ システ ム キ ッチ ンの調 理 、洗 い 、 カ ラ ン操 作 の評 価
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システムキ ッチ ンの高 さは 8 5 cmに 設定 され てい るが、車椅子使用

者 の座位 姿勢 では、洗 い、調理等 の実 際の作業 において相 当不便 なは

ず である。そ こで、車椅子 で用 いた場合 に どの よ うな問題 が生 じるか

を、筋負荷 の面か ら評価 した。 (被 験者  5名 )

・ 電動立 ち上が り補助座椅子の動作評価

高齢者 の立 ち上が りを助 ける電動補助座椅子 を用いて、その操作法や

立 ち上が りのタイ ミングについて調べ、使 いやすい座椅子 とは何 か と

い うことを高齢者 5名 を対象 に実験 した。

(7)IS014001構 築に係 る研究会

国 際 環 境 規 格 「 IS014001」 が平 成 8年 9月 の発 行 した の に伴 い 、県 下 の大企 業

は もち ろん の こ と、 中小 企 業 に至 るま で急 速 に 関心 が 高 ま り、認 証 取得 を 目指 す企 業 が増

えて きま した。

当所 も この動 きに即応 し、 これ に係 る各 種 の支 援 策 を講 じつ つ あ ります が 、 そ の一 環 と

して 工 業 技 術 セ ン タ ー 自身 が認 証 取 得 を 目指 し、 そ の過 程 で の ノ ウハ ウ 。情 報 等 を取得 希

望 企 業 に伝 授 、指 導 す べ く標 記 の研 究会 を平成 9年 2月 か ら開催 して い ます 。

現 在 、県 下 の 中小 製 造 業 か ら 4社 が参 加 し、情 報 交換 と取 得 に 向か つて の勉 強等 を実施

中です 。

O第 1回 研 究 会

日 時   平成 9年 2月 26日 (水 )

場  所   工 業 技 術 セ ン タ ー

内 容   ・  環境 マネ ジ メ ン トシス テ ム とは

。 当所 の 国 際化 対応 促 進 事 業 の概 要

・ 参加 企 業 の概 要 と認 証 取得 理 由

・ 研 究 会 の進 め方 とス ケ ジ ュール   等
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(8)薄 膜 研 究 会

当研 究 会 は 多 くの 分 野 で 利 用 が 進 ん で い る薄 膜 技 術 に つ い て 、 滋 賀 フ ァイ ン セ ラ ミ

ッ ク ス フ ォ ー ラ ム の 分 科 会 と して 講 演 会 、 見 学 会 お よ び研 修 (実 習 )を 実 施 しま した 。

概 要 は 下 記 の と お り で す 。

O第 1回 薄 膜 研

成

賀

平

滋

講

薄

平

滋

研

回

‥

・・
‥

２

時

所

容

第

日

場

内

①

日時

場 所

内 容

8

県

究 会

年 8月 8

工 業 技 術

演  「薄

日

セ ン

膜 の

龍 谷

意 見 交 換  討 論 会 、

見 学 会  滋 賀 県 工

タ ー

魅 力 と夢 」

大 学  理 工 学 部

教 授  上 條 榮 治 氏

本 分 科 会 の 進 め 方 等

業 技 術 セ ン タ ー (関 連 機 器 を 中 心 に )

① 第 3

日 時

場 所

内 容

膜 研 究 会 (滋 賀 FCFと 共 催 )

成 8年 8月 29、 30日 、 9月 3日 (3日 間 )

賀 県 工 業 技 術 セ ン タ ー 、 龍 谷 大 学 瀬 田 学 舎

修  「機 能 性 薄 膜 の 作 製 と評 価 技 術 」

(真 空 の 基 礎 技 術 、 PVD法 に よ る TiN薄 膜 の コ ー テ ィ ン グ お よ

び 作 製 し た 試 験 片 で の 評 価 ・ 分 析 等 の 実 習 を 行 い 、 機 能 性

薄 膜 の 基 礎 と応 用 技 術 に つ い て 研 修 を 行 つ た 。 )

回 簿 膜 研 究 会

:平 成 8年 12月 10日
:神 港 精 機 い 滋 賀 守 山 工 場
:技 術 講 演  「パ ル ス プ ラ ズ マ CVDを 利 用 した 反 応 生 成 物 の 低 温 成 膜 」

「イ オ ン 窒 化 とイ オ ン プ レー テ ィ ン グ に よ る複 合 表 面 処 理 技 術 」

神 港 精 機 帥 取 締 役 統 括 技 術 部 長

兼 滋 賀 守 山工 場 長  川 下 安 司 氏

見 学 会  神 港 精 機 棚 滋 賀 守 山 工 場

(各 種 真 空 ポ ン プ 、 成 膜 装 置 等 の 真 空 機 器 お よび 光 学 機 器 等 の

製 造・ 組 立 工 程 等 の 見 学 を行 つ た 。 )

-25-



(9)光計測技術研究会

本研究会は、滋賀における光利用計測技術の産業化 とその高度化を図るため、県内企業

の光利用計測技術者 (研究者)と 工業技術センター職員で研究会を組織 し、大学と会員間

の情報交換 。技術交流を促進 しながら、産学官の協力のもと光技術データベース構築やテ

ーマ発掘および研究開発を行 うことを目的としております。

平成 8年 8月 に準備会を開催 し、本年度は 4回の活動を行いました。活動内容は、 1年
目と言 うことで、外部講師による講義 (見学)や トピックス (知識の習得 )、 会員の情穀

交換 。話題提供 (技術者の交流)を 中心に行いました。会員は、協同作業を行 うため民間

企業 5社 5名 とセンター担当職員 1名 による小所帯で構成 してお ります。

事務局は滋賀県工業技術センターに置いています。

日   時 場   所 内   容

準備会 平成 8年 8月 6日 工業技術センター 研究会の内容 。進め方

第一回 平成 9年 1月 30日 工業技術センター 自己紹介・テーマについて

第 回 平成 9年 2月 14日 工業技術センター 光データベースについて

第二回 平成 9年 3月 3日 立命館大学理工学部 浮田・津田川研究室の見学
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2 機器提供お議ぴ依頼試験介新

(1)開放試験機器の提供

企業が新製品の開発、品質の向上、生産技術の改善等を目的として、試験機器を利用 して試験 。研究を実施 し

ようとするときは、可能な限リセンターの設備機器を開放 しています。平成 9年 4月 1日 現在で、 273種 類の

設備機器を開放 しています。

平成 8年度設備機器利用状況

使用機器件数・延時間数 口実企業数

使用機器件数 3,694

延使用時間数 22,061

実企業数 288

使用目的別使用機器件数

主な利用機器

苦情処理 その他 合  計使用 目的 基礎研究 製品開発 生産技術
開 発

製品改良 品質管理 品質証明

件数 581

(15.791)

739

(20。 0%)

186

(3.7%)

505

(13.7%)

436

(11.8%)

896

(24.3%)

326

(8。 8%)

75

(2.0%)

3,694

(100%)

平 成 8年 度 昭和60年度～平成 8年度

件数 機   器   名 件数No 機   器   名

走査型電子頭微鏡 365 走査型電子顕微錢 2020

９
〕 イオンヨーティング装置 257 インス トロン型万能試験機 1462

166 次元測定機 13058 インス トロン型万能試験機

振動試験機 159 振動試験機 13184

5 顕微フー ジエ変換赤外分光光度計 155 イオンコーティング装置 1170

8086 二次元測定機 115 顕微フー ジエ変換赤外分光光度計

6897 ビデオマイクロスコープ 102 万能材料試験機

6498 ICP発光分析装置 96 ICP発光分析装置

79 フー ジエ変換赤外分光光度計 6229 熱分析装置

10 フー ジエ変換赤外分光光度計 77 表面粗 さ測定機 591

58211 試料研磨機 70 ガス透過率韻J定装置

69 熱分析装置 56812 万能材料試験機

67 疲労試験機 (油圧式) 55713 疲労試験機 (油圧式)

53514 大型マクロ写真装置 64 低温恒温恒湿槽

48915 自記分光光度計 59 試料研磨機

59 金属顕微鏡 41716 X線光電子分光分析装置

57 自記分光光度計 41117 金属顕微鏡

40118 高精度妨害波測定装置 55 蛍光X線分析装置

54 X線回折装置 39719 湿式切断機

38520 画像解析装置 54 雑音総合評価試験機
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(2)依頼試験分析

企業や団体から依頼を受け、材料や製品などの成分分析や各種試験誤1定を行っています。これ らの業務に迅速

的確に対応できるよう試験機器の整備を図るとともに、試験方法について新 しい技術の習得に努めています。

平成 8年度依頼試験分析実施状況

区  分 項   目 件数 単位数 測定名

電磁遮蔽特性測定 4 測定
電気・電子試験

温度測定 27 測定

強度試験 205 試料・条件

硬さ試験 8 試料・測定材料試験

テーバー式摩耗試験 6 試料

腐食試験 9 19 日
環境試験

恒温恒湿試験 390 時 間

物性試験 熱変形温度試験 試料

定性分析 17 成分
化学分析

定量分析 12 102 成分

デザイン指導 デザイン指導 64 時間

合  計 73 453

参考 年度別依頼試験分析実施件数 日単位数

(上段 件数/下段 単位数 )

年 度
区分

60 61 62 63 一万 2 3 4 5 6 7 8 合計

電気・電子試験 10

39
Ｏ
Ｏ

２

０

１

８

８

６

17

683

５

４

１

６

０

７

4

31

91
1106

材料試験 ６

５

１

４

63

252
37

170
56

194
71

256 ０
々

41

136

９

６

３

４

79
476

９

９

８

６２

39

219
582

2521

精密測定 1

16

1

10

１

４

4

27

８

８

環境試験 8

15

21

207
4

28

18

658

14

411
9

88

２

６

１

４

7

40
20

153

11

47
21

470

９

９

154

2157

物性試験
１

３

０
々
　
月
生

化学分析
０

２

２

０２

119

784
45

491

51

433

２

０

４

３４

38

244
22

201

29

176

23

117

14

93

17

124

17

■9

437
3414

食品物性・

微生物試験
3

11

7

24
7

21
０
と

５

７

１

２

２

９

２

４

１

４

32

104

デザイン指導 一

一
．

3

106
7

193
7

142
6

186
9

218
11

227
4

114
3

64

50
1250

その他

合  計
８

９

４

８

220
1306

94
720

137

1339

139

1300
129

819
100

641

91

568

149

1651
86

514
92

1035
73

453
1357

10635
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使用目的別件数
製品開発
200%

基礎研究
157路 品質管理

11 8路

その他
2010

生産技術開発
37%

製品改良
1 3 7el

4000

品質証明
243%

苦情処理
88監

年度別使用機器件数・延使用時間数 口実企業数

黒
雄
鶏
撃
眠
撃

年度別の推移
使用機器件数 。実企業数

60616263元 234567

年度
→ ―使用機器件数
題閣 実企業数

500

400

300 章鷺
200 B眠

100

0

8

参考

●
―   ― ― ―― 電

y

) 0レ

使用機器件数 延使用時間数 実企業数年度

60 422 1,721 81

61 1,137 6,991 175

22462 1,686 10,530

14,825 25163 1,952

17,066 250一死 2,399

似 2,656 23,003 291

2978 2,487 19,135

19,502 2654 2,733

5 2,884 21,006 266

2726 3,311 26,44

2967 3,287 18,338

2888 3,694 22,061

合計 28,648 200,625
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3 技術相談指導

県 内企 業 にお け る新 技術 の導入や新製 品開発 等 の高度 な技術支援 を行 うた め、大 学教授 に よる特

別 技術 相 談 。指導 を積 極 的 に実施 す る一方 、実践 的 な現場技術 の改善や 管理技術等 につ い ては、豊

富 な知識 と長 年 の経験 を有す る指 導員 を派遣す る巡 回技術 指導制度 や技術 ア ドバイ ザー制度 に よ り

対応 してい ます。

さ らに、工業技術 セ ンター職 員 が各 専 門分野 におい て随時 きめ細 か な技術相 談 に応 じるな ど企業

の要請 に応 え るべ く努 めてい ます。

また、県 内企 業 の技術者 に対 し、 当セ ンター設 置試 験研 究機 器 の利 用 を促進 す るた め、技術 講習

会 を実施 しま した。

平成 8年度 の実績 は次 の とお りです。

事 業 名 実 施 件 数 等

技 術 相 談 3, 780件

巡 回 技 術 指 導 20企 業 (21日 )

技   術  ア  ド バ  イ  ザ 25企 業 (90日 )

特 別 技 術 相 談 106件  (87日 )

技 術 普 及 講 習 会 (講 義 ・ 実 習 ) 11 ユース (69名 )

工業技術 振興 協会研 修 へ講 師 と して派遣 64.5人 。日

平 成 8年 度  特 別技 術相談 役指導事 業

氏  名 職 名 指 導 分 野 相 談
件 数

談
数

相
日

石 原 好 之
同志社大学工学部教授

(工 学 博 士 )

学
―エ レク トロニ クスお よび
機 器磁 界解析

エ
ワ
気

気
パ
電

電
20 12

山 口 勝 美
名古屋大学工学部教授

(工 学 博 士 )

工・ 切 削カロエ・ 塑性加 工 お よ
加 工

学
加
殊

工
密
特

械
精
び

機
21 12

井 上 和 夫
立命館大学理工学部教授

(工 学 博 士 )

計測 。制御 工
知識 工学 、

学
適応制御お よび

マ ン・ マ シ ンエ学
13 12

前 川 善 一 郎
京都 工芸繊維 大 学

繊維 学部 教授
(工 学 博 士 )

術技造製等ＰＲＦ料
学
材

工
△
口

料
複

材
12 12

赤 松 勝 也
関西大学工学部教授

(工 学 博 士 )

よお料材結焼料材能機料
理

学
材
処

工
属
熱

属
金
び

金
12 12

安 本 教 偉 学研 究所 教授
博 士 )

科
学

焙鎚帳

都一八

ヵヽ

学
学
品

工
品
食

品
食
び

食
栄養学 (機 能性食品)お よ
工

13 12

平 澤   逸
創造社デザイ ン専門学校

(専 任 講 師 )

標商Ｃびよおンイザいア

ン
の

イ
品

ザ
製

デ
業
成

業
工
作

産
15 15
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備  考

特 Ell枝 締 相 談 役 mll度 に つ い 電

と。 目的

技 術 革 新 の進 展 に対 応 して 県 内企 業 の技 術 開発 力 を高 め、 本 県 の 工 業 振 興 を 図 る た め 、 大

学 等 との連 携 の も とに 、 滋 賀 県 工 業 技 術 セ ン ター (以 下 「セ ン ター 」 とい う。 )に 「特 別 技

術 相 談 コー ナ ー 」 を設 置 し、 産 学 の技 術 交 流 を推 進 す る。

2。 相 談 コー ナ ー の設 置

セ ン ター 内 に 「特 別 技 術 相 談 コー ナ ー 」 を 開設 す る。

3.相 談 の対 象 者 は 、原 則 と して 中小 企 業 者 とす る。

4.相 談 指 導

1)相 談 内容 は 、朝 ね 次 の分 野 とす る。

Oエ レク トロニ クス 関連

(パ ワー エ レク トロニ ク ス 、 電 気 機 器 磁 界解 析 、 マ イ ク ロ ヨ ン ピ ュー タ応 用 技 術 な ど )

① メカ トロニ ク ス 関連

(ロ ボ ッ ト関連 、 自動 制 御 技 術 マ ン 。マ シ ンエ 学 、 知 識 工 学 な ど )

O先 端 加 工 技 術 関連

(精 密 加 工 、 切 削加 工 、 塑 性 加 工 、 特 殊 加 工 な ど )

①新 葉 材 。複 合 材 料 関連

(高 分 子 複 合 材 料 (FRP等 )、 金 属 材 料 、熱 処 理 、材 料 試 験 な ど )

O食 品 関連

(食 品製 造 技 術 、 醸 造 技 術 、バ イ オ テ ク ノ ロ ジー 関連 な ど )

2)相 談 指 導 に は 、右 に掲 げ る 「滋 賀 県 技 術 相 談 役 」 ま た は 技 術 相 談 役 が 推 薦 す る大 学 等 の

研 究 者 お よび セ ン ター職 員 が あた る。

5,相 談 日時

相 談 日は月 1回 と し、 時 間 は原 則 と して 午 後 1時 か ら とす る。

6.相 談 の 申 し込 み

相 談 の 申 し込 み は 、 セ ン ター 技 術 第 一 科 (電 気 ・ 電 子 。機 械 )及 び 技 術 第 二 科 (工 業 材 料

・ 食 品 )と す る。

7。 相 談 料

相 談 料 は 、 無 料 とす る。
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8.事 後 指導

企 業 か ら事後指導 の要望が ある場合 は、セ ンター と技術相 談役 は引 き続 き技術指導 を行 う。

9.申 し込 み の 受 け付 け

申 し込 み の 受 け付 け は 、 随 時行 う。

専  F弓  分  野氏   名 現 職 相  談  日

石 原  好 之 同 志社 大 学 工 学 部

教  授 (工 学 博 士 )

電 気 工 学

パ ワー エ レク トロニ ク ス

及 び 電 気 機 器 磁 界 解 析

毎月第 3水 曜 日

山 口 勝 美 名 古 屋 大 学 工 学 部

教  授 (工 学博 士 )

機 械 工 学

精 密 加 工 、切 削加 工 、

塑 性 加 工 、及 び特 殊 加 工

毎 月 第 2水 曜 日

井 上  和 夫 立命 館 大 学 理 工 学 部

教  授 (工 学博 士 )

計 測・ 制 御 工 学

知 識 工 学 、適 応 制 御 及 び

マ ン・ マ シ ンエ 学

毎 月 第 3本 曜 日

前 川 善 一 郎 京都 工芸繊維 大学繊維 学部

教  授 (工 学博 士 )

材料 工学

複合材料 (FRP)、
製 造技術

毎 月 第 4火 曜 日

赤 松  勝 也 関西 大 学 工 学 部

教  授 (工 学 博 士 )

金 属 工 学

金 属 材 料 、機 能 材 料 、

焼 結 材 料 及 び熱 処 理

毎 月 第 2本 曜 日

安 本  教 樽 京都 大学食糧科学研 究所

教 授 (農 学博 士 )

食 品工学

食 品学、栄養 学、

及 び食 品加 工

毎月第 2水 曜 日

平 澤  逸 創 造 社 デ ザ イ ン専 門学 校

専任 講 師

産業デザイ ン

エ業製 品のデザイ ン、

及び CI商 標作成

毎月第 1火 曜 日
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平成 8年度 巡回技術指導制度

指  導  班
業種名

実施

日数

企業

数
地  域

外  部 内 部
指 導 事 項

☆高圧容器製作にかかる材質

・熱処理・加工方法等

☆流体等の高速運動現象の解

析

☆エアバ ックの展開傷害低減

技術 について

☆スマー トエアバ ンクシステ

ムの具現化

☆空気圧縮機用 クランク軸 の

折損の原 因 と対策 について

機  械

5 5 人

栗

野

愛

日 市 市

東 町

洲 町

知 川 町

澤 村

堤

壺 井

岩 本

青 木

精 治

一 義

芳 昭

太 郎

正 昭

木 村 昌 彦

月 瀬 寛 二

松 本  正

櫻 井  淳

今 道 高 志

河村安太郎

中 村 吉 紀

宮 川 栄 一

井 上 栄 一

☆ 品質管理 。原価管理 につ い

て

☆薄膜 の特性 と利用技術 につ

Vヽ ▼C

☆さらバネの機能設計 。強度

設計と確認試験方法

金  属

4 8 草 津 市

人 口 市 市

今 津 町

新 庄 秀 光

上 條 栄 治

青 木 正 昭

化  学

10 10 市

市

市

町

町

町

町

津
津
嚇
東
西
賀
王

大

草

人

栗

甲

甲

竜

秋 下 貞 夫

廣 瀬 省 三

山倉健二郎

上 篠 栄 治

手 島 光 司

小 林 英 昭

杉 山 淳 司

秦  勝 彦

松 川

中 村

宮 川

木 村

月 瀬

櫻 井

井 上

/Jヽ サ||

今 道

進

吉 紀

栄 一

昌 彦

寛 二

淳

栄 一

栄 司

高 志

☆防音材の特性 を定量的に測

定・評価す る方法 について

☆糸の生産工程での高速度カ

メラによる観察

☆ ノルダーペ ース ト開発 にお

ける品質工学の導入

☆シアノアク ジレー ト系樹脂

の脱臭対策について

☆セラ ミックスの諸特性 と応

用展開について

☆計測データの統計的分析 に

ついて

☆有幅流体の幅方向への流体

分布 と流量変化 をもた らす

因子 について

☆ ノイズ測定技術 について

☆紙の吸湿・ 放湿 による寸法

安定性 について

☆ IS09002の 取得 にお

ける課題 について

食  品 大 津 市 大 林  誠 河村安太郎 ☆単能機 の 自動制御盤 の製作

について

その他 1 志 賀 町 臼 田 仁 郎 松 川  進 ☆草製品等へのメッキ技術

合  計 21 20
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平 成 8年 度  技 術 ア ドバ イ ザ ー 指 導 事 業

指 導 班
業

　

　

分

種

類

実 施

日数

企 業

数

地   域

外   部 内   部

指 導 事 項

機  械 12 町

町

市

市

市

賀

東

浜

山

市日

甲

栗

長

守

人

丸  直 樹

武 田和 忠

青 木 正 昭

相 馬  勲

青 木 工 昭

井 上  栄 一

前 川  昭

松 川 佐 々 本

中村  吉 紀

河 村 安 太 郎

在 庫 管 理 の手 法

水 中気 泡 の挙 動解 析

プ レス金 型 の設 計

炭イ監物 の性 能 解析

特 殊 バ ネ の設 計

金  属 11 4 町

町

町

町

東

口

東

西

栗

水

栗

甲

広 瀬 省 三

森 岡 忠 美

本 谷 聡 生

桂  茂 生

中 山

今 道

松 川

中 山

勝 之

高 志

今 適

勝 之

締 結 の 適 正 条 件

」IS認 定 工 場 の 取 得

溶 接 部 の 漏 れ 紺 策

熱 処 理 の 品 質 管 理

プ ラ ス

チ ッ ク

15 町
　
町
　
町

東

東

京

粟

栗

栗

森 岡 忠 美

広 瀬 省 三

青 木 正 昭

官 川

宮 川

中村

栄 一

栄 一

吉 紀

生 産 管理 の手 法

品質管 理 の手 法

食 晶包 装 技術 の改 善

化  学 17 市

町

市

町

町

市

東

市

西

東

日
　
　
　
日

人

栗

人

甲

栗

昭

彦

生

彦

彦

正

勝

茂

勝

勝

木青

秦

桂

秦

秦

前 川

宮 川

桜 井

松 川

井 上

昭

井 上

淳

進

栄 一

巻 取 機 の 弛 み 除 去 法

IS09000の 認 証 取 得

開 発 の 合 理 化 手 法

IS09002の 認 証 取 得

IS09002の 認 証 駁 得

食  品 25 6 町

町

町

町

市

市

主

口

南

津

浜

津

中

水

甲

今

長

大

弘

修

修

修

修

誠

博井

田

田

田

田

林

玉

上

上

上

上

大

松 本  正

松 本  正

松 本  正

松 本  正

松 本  正

河 村 安 太 郎

調 理 食 品 の 開 発

生 産 ラ イ ン衛 生 管 理

生 産 ラ イ ン衛 生 管 理

生 産 ラ イ ン衛 生 管 理

生 産 ラ イ ン衛 生 管 理

生 産 ラ イ ン の 自動 化

そ の 他 10 町
　
町

賀

賀

甲

甲

広瀬省 三

広瀬省 三

中山 勝 之

中 山 勝 之

開発 。検 査 の能 率化

試 験機 器 の稼 働 管 理

合  計 90 25
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平成 8年度 技術講習会 (講 簸 。実習 )

(機 械・電子 関揉 )

(化 学 ,材料・食 晶関係 )

於 :工 業技術セ ンター

於 :工業技術セ ンター

実 施  日 内 容 参カロ人数講 習 会 名 称

H月
5,6日

図面寸法 の検証等 のための二次元計測 の原理 お

よび測定プ ログラム作成法

4名二次元精密測定技術

6電子顕微鏡 による微細

表面形状解析技術

11月 12日 2宏電子画像情報 を利用 した微 細表 面凹凸状態

の非破壊評価技術

7新」ISに 基づ く表面粗

さ測定技術

11月  1日 機械部品等の加 工状態 の評価手段 である表面粗

さお よび真 円度 の測定技術

X線非破壊評価技術 10月 29日 軟 X線透過により材料内部の欠陥を非破壊で検

査 。評価する技法

10月 25日

機器 。部 品等 のランダム振動お よび衝撃 (正 弦

半波 。の こぎ り波)に よる機械 的強度 の評価試

験法

4

耐振動性 。耐衝撃性

評価技術

4ノイズ耐性評価技術 11月  6日 電子機器 の耐 ノイズ性評価方法 (静 電気・ 高周

波 ノイズ 。高圧パルス 。高周波振動他 )

実 施  日 内 容 参加 人数講 習 会 名 称

6名赤外吸収 スペ ク トル

浪J定 。同定技術

10月 18日 微小有機物質 同定のための赤外 スペ ク トル測 定

10原子吸光分析 に よる液

体試料 の微 量分析技術

10月 25日 原子 吸光分析法の基礎理論 と溶液 中の元素の定

量分析

12蛍光 X線分析装置に よ

る元素分析技術

11月 15日 蛍光 X線分析装置の原理 と固体試料中の元素分

析実習

11月 14日 ICP発 光分析装置の原理 お よび測定実習 6発光分析 による液体試

料 の微量分析技術

7イオンクロマトク
・ラフによる水

中のイオンの分析技術

10月 24日 イオ ンクロマ トグラフ法の原理 と水質試料 の測

定実習
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主 な 技 術 指 導 事 例

◆ 課 題 【厚 み の 測 定 に つ い て 】

筒 状 部 品 に シ リ コ ン層 を 150μ m厚 さに設 計 し作 成 した が 、 自社 の

レー ザ ー 測 定 機 で は 200μ mに な っ た の で 貴 所 で 調 査 で き な い か ?

指 導   測 定 個 所 の 問題 で 3次 元 測 定 機 で は誤 差 が 大 き くな る と思 わ れ た が 、

203μ m、 ま た 万 能 測 長 機 で は 200μ mの 測 定 値 を そ れ ぞ れ 得 た 。

◆ 課 題 【測 定 機 関 の 紹 介 に つ い て 】

歯 車 の 測 定 が で き る近 畿 圏 内 の機 関 を教 え て ほ しい 。

指 導   近 畿 で は 、 公 設 試 で は大 阪府 と奈 良 が 可 能 で あ る。 そ の他 の機 関 と し

て は 」QAで 形 状 測 定 、 民 間 で は 関 西 歯 車 工 業 社 で圧 力 角 や 隣接 ピ ッチ 、

大 阪 精 密 で は 歯 形 、 ピ ッチ 等 の 測 定 が で き る。

◆課 題 【真 鍮 中に含 まれ る金属 元素 の定 量 】

真 鍮 中 に含 まれ る金 属 元素 の定量 をお こない たい が分析 方 法 を指 導 し

て ほ し い 。

指 導   電 気 分 解 で 銅 を 取 り 除 き 重 量 法 で 銅 を 測 定 し、 残 りの 元 素 は ICP発 光 分

析 装 置 で 行 うの が 良 い 。 し か し 、 試 料 に Pbな ど が 含 ま れ る と銅 と い っ し

ょ に 電 極 に 付 着 す る の で 注 意 し な け れ ば な ら な い 。

試 料 中 に Pbな ど が 含 ま れ な い こ と を 蛍 光 X線 分 析 装 置 や EPMAで 確 認 し

た 後 、 電 気 分 解 の 操 作 に 着 手 し た 。 残 つ た 液 を ICP発 光 分 析 装 置 に か け 、

残 りの 金 属 元 素 測 定 を 行 つ た 。

◆ 課 題 【ア ル ミ製 品 の 表 面 腐 食 につ い て 】

ア ル ミ製 品 の表 面 が 2ヶ 月 程 で 白い 粉 を 吹 い た よ うな腐 食 現 象 が あ ら

わ れ た 。 そ の 原 因 お よび 対 策 を知 りた い 。

指 導   使 用 され た アル ミ合 金 は ス ク ラ ップ を集 め た 合 金 で あ り、 合 金 に混 じ

つ て い る全 元 素 の 融 点 が違 うた め に偏 析 す る。 さ らに 、 そ の 部 分 に気 泡

が 発 生 し、 表 面 が 粗 くな る た め に 、 腐 食 が 生 じる。 対 策 と しア ル ミニ ウ

ム 合 金 の 表 面 処 理 お よび 耐 腐 食 性 の 良 い ア ル ミユ ウム 合 金 に つ い て説 明

を行 つ た 。

◆課 題 【

指 導

冷

め

面

は

の

媒

冷

イま

の

X

塩

り

用

房

ん

化

線

素

の

銅パイプのはんだのの りについて】

機 器 の 冷 媒 用 銅 パ イ プ を は ん だ 付 け す る 際 、 は ん だ が の ら な い た

だ 付 け 部 が は ず れ て しま う。 こ の は ん だ の の り の 悪 さ の 原 因 を 表

学 状 態 と結 び つ け て 明 ら か に した い 。

光 電 子 分 光 (ESCA)で の 分 析 の 結 果 、 は ん だ の の りの 悪 い 部 分 に

が 多 く含 ま れ て い る こ と が わ か っ た 。 ま た 表 面 の 酸 化 の 度 合 い も

悪 い 部 分 が 大 き い こ とが わ か っ た 。 パ イ プ の 洗 浄 の 過 程 で 塩 素 系
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の溶 媒 が 使 用 され て い る こ とか ら、 溶 媒 が 十 分 洗 浄 され ず 残 留 した た め

に 、 酸 化 が 起 こつ た の で は な い か と考 え られ た 。 洗 浄 お よび 洗 浄 後 の チ

ェ ッ ク を厳 し くす る とい う対 策 が 取 られ た 。

◇ 課 題 【油 圧 バ ル ブ 中 の 異 物 に つ い て 】

油 圧 バ ル ブ 中 に 黒 っ ぽ い 塊 が 出 て き た が ,こ れ が 何 か を突 き止 め た い 。

指 導   バ ル ブ 付 近 で使 用 され て い る塗 料 サ ン プ ル と比 較 す る た め 、 異 物 を取

り出 して 付 着 して い る 油 分 を 除 去 後 、 電 子 顕 微 鏡 (EPMA)で 定 性 分 析 した 。

そ の 結 果 、 途 料 に含 ま れ る チ タ ン は検 出 され な か つ た 。 そ こで IRに よ る

分 析 を お こ な つ た と こ ろ、 配 管 中 に残 つ た 離 型 剤 が使 用 して い る 間 に 剥

離 し、 そ れ が バ ル プ 中 に溜 ま つ た と考 え られ た 。

◆ 課 題 【アル ミキャップの塗料の接着不良原因について】

ジ ュ ー ス や ドリン ク剤 の ア ル ミキ ャ ップ 用 の 塗 料 を製 造 して い る が 、

一 部 の もの で 途 料 が 剥 がれ る トラ ブ ル が 発 生 した 。 自社 の 塗 料 に は 問 題

が な い こ とを証 明 した い。

塗 料 が 剥 離 した あ との ア ル ミ面 を X線 光 電 子 分 光 (ESCA)で 分 析 し

た 結 果 、 塗 装 前 の 表 面 で は ご く微 量 しか 認 め られ な い ケ イ 素 が 多 い こ と

が 分 か つ た 。 種 々 検 討 の結 果 、 シ リコー ン オ イ ル や シ リコー ン樹 脂 な ど

が ア ル ミ板 に付 着 して い た 可 能 性 が 高 く、 途 料 が 原 因 で は な い と考 え ら

れ た 。

指 導

◇課題 【ゴムパージ材 とステ ン レス間の隙間腐食 】

ゴムパージ材 を製品に使 用 していたが、その部分 に腐食 が発生 した。

何 が 原 因 か 調 べ た い 。

指 導   ゴ ム の 成 分 か ら は 硫 黄 な ど錆 に 関 係 す る と考 え られ る 成 分 も 検 出 され

ず 、 錆 の 部 分 の 成 分 も 特 に ス テ ン レ ス 素 材 と変 わ らず 、 鈴 の 部 分 の 形 状 、

使 用 状 況 の 考 え て 、 隙 間 腐 食 で あ る 可 能 性 が 大 き い 。 同 様 の 事 例 は 多 く 、

シ ー ジ ン グ 部 分 で の 隙 間 の 発 生 に は 注 意 が 必 要 で 、 設 計 時 の 検 討 が 重 要

で あ る 。

◆課題 【ロッ トによるゴムの成分のぱらつきにの預J定 】

他 社 か ら の 購 入 部 品 の ゴ ム 部 に 摩 耗 量 な ど の 面 で 、 初 期 ロ ッ ト と 異 な

る 物 性 の 物 が 発 生 した 。 そ の カ ー ボ ン 量 な ど の 成 分 分 析 を し た い 。

指 導   金 属 成 分 は 蛍 光 X線 分 析 装 置 で 分 析 す る と 、 や や 異 な っ た 金 属 が 検 出

され た 。 ゴ ム 成 分 イ政赤 外 分 光 光 度 計 で 熱 分 解 物 を 分 析 し た が 、 プ タ ジ エ

ン ゴ ム の は ず が 天 然 ゴ ム の 可 能 性 が 高 か っ た 。 黙 天 秤 分 析 で は カ ー ボ ン

量 が 当 初 よ り少 な い こ と な ど が 判 明 し た 。 こ れ ら の 結 果 よ り、 途 中 で 他

の 材 料 と変 更 に な つ て い る こ と が 分 か り、 改 善 す る こ と に な っ た 。
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◆課題 【ポ リエチ レンの劣化原因について】

水 処 理 装 置 に 使 用 して い る ポ リエ チ レ ン ネ ッ トが 脆 く な つ て 割 れ て き

た 。 脆 く な る 可 能 性 と原 因 に つ い て 調 べ た い 。

指 導   ポ リユ チ レ ン は 電 気 的 特 性 に は 優 れ て い る が 、 近 く で 放 電 が お こ っ て

い る の で 劣 化 が 進 行 し た も の と 考 え られ る 。 つ ま り、 酸 化 劣 化 に よ る カ

ル ボ ニ ル 基 の 生 成 と ポ リエ チ レ ン 主 鎖 が 切 断 され て 分 子 量 が 小 さ く な

り物 理 的 特 性 が 低 下 し た と 考 え られ る 。 IRで 1715cm l付 近 に カ ル ボ ニ

ル 基 の ピ ー ク が 生 成 し て い る の が 確 認 され た 。

◇ 課 題 【多 層 包 装 用 フ ィ ル ム の 材 料 分 析 】

包 装 用 フ ィ ル ム の 開 発 を した い が 、 他 社 製 品 で や や 優 れ た も の が あ る 。

こ れ の 材 質 分 析 と 、 そ の 酸 素 透 過 性 な ど の 特 性 評 価 を 行 い た い 。

指 導   断 面 方 向 に ミ ク ロ トー ム で ス ラ イ ス し て み る と 、 多 層 フ ィ ル ム 構 造 に

な っ て お り、 そ の 一 層 づ つ を 顕 微 鏡 赤 外 分 光 分 析 装 置 を 使 つ て 分 子 構 造

の 分 析 を 行 つ た 。 ま た 、 ガ ス 透 過 率 分 析 装 置 を 用 い て 、 フ ィ ル ム の 酸 素

透 過 性 能 も 浪J定 で き 、 新 し い フ ィ ル ム 開 発 の デ ー タ が とれ た 。

◇ 課 題 【化 学 品 の 輸 出 手 続 き に つ い て 】

製 品 粉 体 を ア メ リカ 合 衆 国 に輸 出す る こ とに な っ た が 、 輸 出 申請 書 類

に TSCAの 番 号 を記 載 す る必 要 が あ る が 、 これ は どの よ うな こ とか 、

ま た どの よ うに調 べ れ ば い い か 。

指 導   TSCAの 番 号 とは Toxic Substances Control Actの 略 で あ り、 米 国

の 「有 害 物 質 規 制 法 」 の物 質 ジス トの番 号 で あ り、 化 学 品 安 全 管 理 デ ー

タ ブ ック に 記 載 され て い る。

◆課題 【貝入 リレ トル ト食 品の開発ついて】

貝殻付 きの貝類 を具材 とす る レ トル ト食 品を製造す る際、注意すべ き

点 を 知 りた い 。 ま た 、 腐 敗 し始 め た 商 品 を レ トル ト殺 菌 に よ り再 生 で き

る か 知 りた い 。

指 導   貝 殻 付 の 員 を 先 に 加 熱 し て レ トル ト袋 に 入 れ る と 、 貝 が 開 い て 身 が 脱

落 し た り、 開 い た 貝 殻 で 袋 を破 る 恐 れ が あ る 。 こ の た め 、 十 分 な 砂 だ し

を 行 つ た 後 、 生 の ま ま で 真 空 包 装 を 行 い 、 レ トル ト処 理 を す る 事 が 肝 要

で あ る 。 ま た 、 腐 敗 初 期 の 製 品 に つ い て は 、 レ トル ト処 理 に よ り増 殖 し

た 微 生 物 は 滅 菌 され る が 、 微 生 物 が 生 産 した 毒 素 が 残 る 場 合 が あ る た め

完 全 な 再 生 は で き な い 。 し た が っ て 、 最 初 か ら レ トル ト調 理 を す る こ と

を 勧 め る 。
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◇課題 【液体消臭芳香剤 に発生 した沈殿物について】

当社 の製造 している液体消臭芳香剤 に対 して、 「使用 していた ところ、

沈 殿 物 が 発 生 した 。 」 と の 苦 情 が 顧 客 よ り寄 せ られ た 。 沈 殿 物 が 何 で あ

る か 調 べ た い 。

指 導   沈 殿 浮 遊 物 を 、 光 学 顕 微 鏡 を も ち い て 500倍 に 拡 大 観 察 し た と こ ろ 、

発 達 した 菌 糸 が 確 認 され た 。 沈 殿 物 の 発 生 は カ ビ が 主 な 原 因 で あ る こ と

が 判 明 し た 。 芳 香 に 影 響 し な い 防 腐 剤 に つ い て 指 導 し た 。

◇ 課 題 【地 場 産 品 、 加 工 食 品 パ ッ ケ ー ジ の 開 発 J

大 津 市 富 川 町 で 、 生 産 者 グ ル ー プ に よ リカロエ 食 品 の 開 発 を 進 め て お り

し て お り、 そ の パ ッ ケ ー ジ デ ザ イ ン に つ い て 相 談 を 曼 け た 。

地 域 の 人 々 の 手 で 商 品 を 作 り 出 し た と い う実 感 を 高 め る た め 、 イ ラ ス

ト 。ロ ゴ は グ ル ー プ の メ ン バ ー に 作 成 して も ら っ た 。 手 づ く りの イ メ ー

ジ を 表 現 す る た め に 、 「ば っ ち ゃ ん の 味 Jと い うブ ラ ン ドを つ 亙 り、 食

品 を 詰 め た ビ ユ ー ル 袋 に 紙 ラ ベ ル を 巻 き 付 け 、 商 品 の 種 類 別 に シ ー ル を

FJRり 付 け る ス タ イ ル を 提 案 す る こ と で 、 少 な い 生 産 量 に も 対 応 で き る よ

う指 導 し た 。

指 導

◆課題 【

指導

建

が

ら

アレ

る

集

の

琵

ワ

の

を

ヨ

部

れ

露

解

琶

灰

つ

シ

材

ま

琶

決

湖

ド

や

く

を

用 装 飾 タ イ ル の 新 規 製 品 に つ い て ユ

で の 研 究 で 、 琵 琶 湖 の 底 上 を 原 料 と した タ イ ル を 完 成 し て い る

湖 の 庭 土 は ヘ ドロ の イ メ ー ジ が あ り、 商 品 化 に 多 少 問 題 が あ る 。

方 法 に つ い て 指 導 して ほ しい 。

の 今 ドロ の イ メ ー ジ を 払 拭 す る た め 、 自然 素 材 と い う言 葉 を キ

に 商 品 展 開 す る こ と を 提 案 した 。 こ の 企 業 は 日頃 か ら 、 上 に わ

わ ら 、 ガ ラ ス の 粉 な ど を 混 ぜ て こ れ ま で に な い 表 情 を 持 つ タ イ

出 す 研 究 を 行 つ て い る 。 そ こ で 、 具 体 策 と して 琵 琶 湖 に 生 息 す

混 ぜ て 実 験 す る こ と と した 。

-39-



4 研究 (技術開発 )活動

バ ブル経済の崩壊 、急激 な円高、 さらには価格破壊 と、中小企業を取 り巻 く状況は 日に 日に厳 し
くなっています。 ボーダ レス、グローバル化の時代 と言 うことで、部品の海外調達や海外移転な ど
海外 シフ トが注 目されていますが、やは り「ものづ くり」の基本 は技術、特 に独 自技術 と言 えるで
しょ う。 21世紀 を 目前 に して、中小企業が生 き残 つてい くためには、中長期的な視点にたった独
自技術力の開発・ 向上がな くてはな りません。

また、知的財産 (特許や ソフ ト)を め ぐる問題、 ISO規 格や PL法 への対応、環境 問題への取
組 な どが企業 の存続 にも深 くかかわつて くるよ うな時代 に入 つた ことも十分認識す る必要があ りま
す。 この よ うな激 しい状況 を乗 り越 えるためにも、中小企業の技術力 向上が欠かせません。

当セ ンターでは地域企業への技術移転 を前提 に、平成 8年度 も開発研究や応用研究 に重点 をおい
て、画像処理や 自動化技術、新素材・複合材料の開発 と評価、酵素の利用技術、お よび新 しいデザ
イ ン手法 について研 究 を進 めま した。

(1)研究概要

①研究テー マ

8年度 は、次の 17テ ーマについて研究参与の指導 を得なが ら研究 を実施 しま した。

研    究 ア マ 研 究 者
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プラスチ ック廃棄物の選別技術 に関す る研究 (第 3報 )

筋力補助器具の開発 と評価に関する研究 (第 1報 )

電磁波遮蔽材の特性評価に関する研究 (第 2報 )

¬絵鉄零9引響矯角包犯舌焚発彩裏宏義黒尾贄牛懸霧亮々研究

童越箸犠|こ ま念嚢目談審層罪護婆祭話Tι胃ご9JЭ ョンについて一
ロボッ トの知的制御に関する研究 (第 3報 )
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デ

ザ

イ

ン

部
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ゾルーグル法によるフォ トニクス材料の作製に関する研究

☆轟覆佑畢ゼ汽塁羹らで争発墓攀契多吾8些夢窄研究)

光触媒機能 を応用 した水質浄化技術の実用化研究

妻要夢纂咎霧欝寄痣笑賢甲鑑雷み農蟹賽境下での疲労強度特性について一
放射光 を用いた新技術お よび研究分野に関す る調査報告

PPフ ィルムの溶媒洗浄がアル ミユウム蒸着薄膜 との接着性に及ぽす影響

亘省秀箪科の
料

ン

壁
解

赤象雰翔揺冦花畠寧奢予備調査―
ポ リエチ レ 繊維 とポ リエチ レンとの接着特性評価 に関す る研究

亘奨涙驀冥驀昂籐纂疫黒鍵農簑芳纂墓品素材
・医薬品材料の開発

マルチメディア・ コミュニケーション・デザイン手法に関する研究

地域資源の活用技術

票督 ど駒

顧す|1 堰

栗督 聾登
今道 高志

各驀
木
§需

中村 吉紀

宮川 栄一

那須  喜一

松本  正

野上

山下

雅彦

誠児
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プラスチツク廃棄物の選別技術に関する研究 (第 3報 )

技術第一科 河村安太郎

月瀬 寛二

櫻井  淳

小川 栄司

Yasutarou Kawamura

Kan」 l Tsukise

Atsushi Sakura■

Eiji Ogawa

画像処理技術を利用 して、プラスチックボ トル上に表示 された材質表示マークを識別 し、安全で低コス

トにプラスチックボ トル廃棄物の材質判定を行な うことのできる、自動判別/選別技術を開発 した。現在

市販 されているプラスチックボ トルは、ボ トルの形状、ラベルの位置、デザイン、色などが多種多様であ

る。このため、画像処理技術によつて材質表示マークの判別を行な うには、ボ トル形状によるマークの歪

みの補正、ラベル表示位置の探索、多様な背景模様上にある多様な色で表示されたマークの抽出などを行

なう必要がある。これまで研究開発 してきた画像処理アルゴリズムを統合 しその有効性を検証するために、

実際にプラスチックボ トルを材質表示マークによつて認識分別する「自動選別実証化システム」を開発 し

たので報告する。

筋力補助器具の開発と評価に関する研究 (第 1報 )

技術第一科

技術第二科

中山 勝之

河村安太郎

月瀬 寛二

深尾 典久

松川  進

那須 喜一

山下 誠児

Katuyuki Nakayama

Yasutarou Kawamura

Kan」 ■ Tsukise

Norェ hisa Fukao

Susumu Matukawa

Kiiti Nasu

Sel」 l Yamasita

高齢化社会への対応が急がれている今 日,新 しい技術を利用 し高齢者や障害者の自立を支援する対策を

とることが望まれている。本研究ではそのような観点をふまえ,車椅子に乗る人の上腕の作業に着 目する

車椅子に乗る人は,車椅子の大きさのため狭い空間に入 りにくく,少 し遠いところのものや下に落ちたも

のがとりにくい。本年度は,背景 となる研究を調査するとともに,開発する装置の仕様を検討するため既

存の リーチャーを用いた場合の人の把持動作を計測する。

電磁波遮蔽材の特性評価に関する研究 (第 2報 )

技術第一科 木村 昌彦 Masahko Kimura

電子機器筆の筐体設計において、内部からの電磁波ノイズの漏洩および外部からの進入に対 して、どう

遮蔽するかが重要な課題になる。このとき問題になるのが、放熱のためのスリットやデイスプレイ用の開

口部、またはスイ ンチ、ツマミ等の穴加工部である。これ らが電磁波ノイズにどう影響するかを解明する

ため、ス リットの大きさ、数量、方向等をパラメータにして解析を行った。また、遮蔽性能の評価法の一

環 として、イミュニティ試験に用いるTEMセル内における電磁界分布の解析を行い、試験での有効性を調べ

た。
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画像処理の利用による加工4dみ立て作業の自動化に関する研究
(複数センサを利用した3次元形状の認識に関する研究)

技術第一科 桜井  淳  Atsushi Sakufai

西彼処理技術を用いて生産工程のより高度な自動化を行なうためには、画像処理技術に人
間の知離情報を組み込んだ西彼処理の技術を導入することが有効であると考えられる。本研究では、
西彼理解の一手法である正則化法を用いて、対象物に光を当てたときの画像上の対象物の明るさ情報
から、対象物表面の法線ベク トルの方向を求め3次元形状を推定する方法について検討を行なった。
画像データより抽出した対象物の法線ベク トルの情報を初期値 として与えることにより、西彼の明る
さ情報から対象物の形状を推定することが可能であつた。

音響特性による表面改鷲屠の非破壊評価に闘する研究
― 超音波による表面改買層非破壊評価とシミュレーシヨンにつ悲ヽて 一

技術第一科 井上 栄一 Eiichi lnouc

非破壊評価技術 として超着波の表面波による金属試料上の溶射層厚 さの評価を検討 した。実験‡ま溶射厚
さが異なる 3種類の試験片と溶射層のない基材 自体の4つの試験片について、探触子の送曼信器間の距離
を少 しずつ変化 させ、その時の受信波形のスペク トラムを測定 し位相速度を計算 した。前述 した信号波形
から溶射層厚 さを評価するひとつの手法として、半無限弾性体における2層問題のラブによる解を適用 し
た 8種類のシミュレーションを実施 し、 2層 の構成条件を仮定 して求めた結果の検討を行つたので報告す
る。

回ボットの知的制御に関する研究 (第3報 )

技術第一科 深尾 典久 Norihisa Fukao

ロボットの運動に関してこれまでに多くの最短時間制御アルゴリズムが提案されているが,それらはい

ずれも動力学パラメータの情報を用いて最短時間モーションを計画するため,実際の作業へ適用すること
が難 しい。一方,学習制御法は動力学パラメータの情報を用いることなく入力を形成できるが,多くの目
標モーションが考えられる場合に適用が困難であった.これに関して我々は,これまでに入カパターンの
時間軸変換法を提案した。 本報告では,こ の変換法を応用して,学習制御法により得られた4種類の基
本入カパターンから,ア クチエータの制限のもとでの最短時間モーションを計画するアルゴリズムを提案
する。

光触媒機能を応用した水質浄化技術の実用化研究

技術第二科 坂山

前川

立命館大学 小島

井ヽだ多  Kun■ hiko Sakayama

昭   Akira Maegawa

一男  Kazuo Kojima

近年、クリーン環境志向が強まっており、環境浄化材料や抗菌性製品などの研究が盛んにおこなわれて
いまる。このうち、酸化チタンの光触媒作用は様々な分野で利用されており、特に、酸化チタンの非常に
強い酸化力を応用するものが多い。本研究においては、酸化チタンの水質浄化機能に着目し光触媒関連の

文献資料の収集、ゾルーグル法を用いたT i02薄膜の作製とその光触媒効果の予備的な実験をおこなつた。
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プルーゲル法によるフォ トニクス材料の作製に関する研究

技術第二科 前川

立命館大学 小島

Akira Maegawa

Kazuo Kojima

昭

一男

金属アルコキシドを出発原料とするゾルーグル法はセラミックスやガラスの低温合成とともに、通常の

固相法では合成できない組成の材料の作製が可能である。また、ファイバー、膜、バルク体などのさまざ

まな形状のセラミックスを作製できることもブルーゲル法の大きな特徴の一つである。

一方、次世代の光通信時代を担 うフォトニクス材料は、従来の方法では作製 しにくい組成のものが多く、

また高品位のものが必要である。そこで本研究はプルーグル法を用いて、フォ トニクス材料の一つである

希土類元素含有ガラスのコーティング膜試料の作製を試みた。その結果、作成したエルビウム含有ニオブ

酸化物ガラスのコーティング膜試料は昨年度のエルビウム含有タンタル酸化物ガラスの場合と同じように

アップコンバージョン営光特性を持つことが分かつた。

水賣浄化痛ゼ翡ライ ト系多孔賀材料の実用化研究

(題賀の新しい産禁づくげ推進率叢プ回ジェク ト研究)

技術第二科 前川  昭  Akira Maegawa

窮卜)|1   鷲室   Susumu Matsukawa

ゼオライ トはアル ミノケイ酸塩化合物で、その機能は吸着、イオン交換、触媒 と多くの機能を持つてい

る。その中のイオン交換は陽イオンの交換反応であり、陰イオンを交換することはできないが、その陽イ

オンをリン酸イオンと難溶性塩を形成する陽イオンにイオン交換すれば、 リン酸イオンの吸着除去が可能

である。昨年度までに本研究は、この陽イオン交換ゼオライ トと琵琶湖底質を使用 して琵琶湖の富栄養化

の原因物質であるリン酸イオンやアンモニアイオンを除去する材料を開発 した。本年度は開発 した材料の

リン酸イオンの吸着時の他の共存イオンの影響や吸着時の温度変化による吸着量の変化など、環境中での

使用時の吸着特性を明らかにした。

表画改質燿理材の特性評価に関する研究
―プラズマ溶射材の大気申およぴ腐食環境下での疲労強度特性につしヽて一

技術第二科 今道 高志 Takashi lmamichi

工業材料の表面改質により、機械的性質の向上、防食効果、新たな機能付与など多 くの有効性が認めら

れ、応用化研究が進められている。 しかし、最近の表面改質技術は既存技術に新 しい技術が加わ り複合化

・複雑化 している。

そこで、本研究では表面改質処理材の強度特性を明らかにすることを目的とし、航空機産業、造船、電

気、自動車、鉄鋼、一般産業など広く表面改質に用いられるプラズマ溶射によリアル ミナ (A1203)を被覆

させた材料、ブラス ト処理材および母材を用いて、大気中および腐食環境下で回転曲げ疲労試験疲労試験

を行った結果について検討をB14え た。その結果、大気中では母材に比べて溶射材およびブラス ト処理材の

疲労強度の改善は認められた。 しかし、腐食環境下の疲労強度は 3種の材料に明確な差があらわれなかっ

た。このことは溶射膜の構造が平板粒子の積層が特徴であり、その境界等に多 くの割れや空孔が存在する

ことが影響 したものと考えられる。
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放射光を用いた新技術および研究分野に関する調査報告

技術第二科 佐々本宗生 Muneo Sasaki

今道 高志 Takashi lmanichi

中本寸  吉糸己  Yoshiki Nakamura

最近の科学技術の発展に伴い、様々な分野での新技術の探求が進められている。その中で光を用いた技

術分野では、新 しい光源 としてシンクロ トロン放射光 (SR)が 注 目されてきている。本調査では、このSR

を用いた技術の特徴 。優位性を調査するとともに、産業界、特に県内企業における技術革新への有効性に

ついて調査 した。また、現在の関西地区における放射光利用のための取 り組みについても調査 した。

PPフ ィルムの溶媒洗浄がアルミニウム蒸着薄膜との接着性に及ぼす影響

技術第二科 中村 吉紀 Yoshiki Nakamura

これまでポリプロピレンフィルム(PPf)と アルミユウム蒸着膜Ql)と の接着性を向上する手段として、
PPfの 酸素プラズマ処理について検討してきた。その結果、極短時間のプラズマ処理で高い接着性が得られ
ることがわかった。この場合の作用の 1つ として、プラズマ処理による表面クリーニングが考えられる。
一方、湿式の表面クリーニングとして溶媒による表面洗浄があげられる。そこで本研究では各種溶媒に

よる洗浄処理が、PPf/Alの はく離強度に及ぼす影響について検討した。その結果、溶媒の種類によつて接
着強度が異なること、および溶媒の溶解度パラメータが接着性と密接に関連していることが明らかとなっ

た。XPS、 AFM、 および接触角測定の結果、溶媒の種類による表面吸着物質や低分子量PPに対する洗浄効果
の違いが大きく影響しているものと考えられた。なお、溶媒による表面クリーエングの効果はプラズマ処

理には及ばなかつた。

高分子材料の寿命予測に関する研究
―高分子材料の熱分解特性に関する予備調査一

技術第二科 宮川 栄一 Eiichi Miyagawa

高分子材料は,今や工業製品をはじめ日常生活にも不可欠な材料であるが,その使用環境によって徐々

に物理的 。化学的作用を受け,本来の特性が低下するいわゆる劣化現象を引き起こす。このためより短期

間での寿命予測が求められており,製品の開発・商品化に際して避けて通ることができない重要な課題と
なっている。ここでは高分子材料の熱劣化に注目し,研究予備調査として,指導協力者の依頼,研究に必

要な情報収集,研究方法の検討を実施した。

ポリエチレン繊維とポリエチレンとの接着特性評価に関する研究

技術第二科 那須 喜一 Yoshikazu Nasu

熟可塑性樹脂 と高強度有機繊維 を複合化する際に問題 となる接着性 と、その接着性に大きな影響を与え

る接着時の温度条件 との関係を検討 した。ここでは、ポリエチレン系樹脂 とポリエチ レン系強化繊維 を用
いて、樹脂 と繊維 との接着性を向上するため、樹脂を溶媒に溶解 させ接着を行った。これにより、含浸の

向上 と力学的強度の向上についてについて検討 した。
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高圧下での酵素反応を応用した機能性食品素材 □医薬品材料の開発

一実験結果解析用酵素反応速度式の誘導一

技術第二科 松本  正  Tadashi Matsunloto

平成 6～ 7年度の研究においてブタ膵臓α―アミラーゼ (PPA)を 高静水圧下でマル トオジゴ糖およびアミ

ロースに反応させたところ、マル トヘキサオース (G6)、 マル トヘプタオース(G7)お よびアミロースを基質

とした場合は、圧力の増加により生成物組成が変化するという興味深い結果が得られた。これらの実験結

果を理論的に解析 し、種々の酵素にも適用し実用化を図るために、酵素基質複合体が 2種以上生成し、し

かも酵素が経時的に変性していく過程やマルチプルアタックを伴う反応過程を反応速度式として誘導する

ことを試みた。そして、誘導した反応速度式をもとに、平成 6年度～ 7年度の研究結果を解析し、圧力に

より生成物が変化するメカニズムについて考察した。その結果、圧力により生成物が変化する原因は、そ

れぞれの生成物を生成する酵素基質複合体間の体積差に起因すると考えられた。そこで、解析結果より熱

力学的にそれぞれの酵素基質複合体間の体積差を見積もつた。

マルチメディアロ郵ミュニケーションロデザイン手法に関する研究

技術第二科 野上 雅彦 Masahiko Nogalni

インターネットの急速な普及により地理的要因を越えたコミュニケーション手段が確立されつつあり、

これを利用した情報発信によリデザイン啓蒙 。交流 。活性化を図ると共に、ネットワークを利用したコミ

ュニケーション・デザイン技術の開発を行う。

本年度は、/ンタラクティプムービーの作成手法として、」avaAppletと Shockwave Directorの比較と、

パノラマVR作成手法として、Q1lickTimeVRと RealVRの比較を行つた。それぞれデータ量、表示速度などに

おいて、Shockwave Directorお よび RcalVRの方が優れた結果が得られた。しかし、汎用性や普及度にお

いては」avaやQuickTimeのほうが優れており、これらを総合的に判断し選択する必要がある。

地域資源の活用技術

技術第二科 山下 誠児 Seiji Vamashita

琵琶湖岸に生息するイネ科植物であるヨシには、水質改善の作用があることが知られているが、多年性

であるため毎年刈取りが必要である。特に滋賀県では平成 4年に「ヨシ条例」を制定し、ヨシ群落録全の

ため、積極的にヨシの刈取りを行 うこととしている。

地域資源であるヨンを用いたクラフト製品の開発の一環として、本年度は家具 (椅子)への利用につい

て検討した。検討を行 う場合、日本カラーデザイン研究所のカラーマップを利用し、既存製品にヨシをマ

ンピングしたとき、マップ上での変化についてまとめた。
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(2)共 同研究・研究委託および研究生等受託

①共同研究

②研究委託

機  関  名 研   究   テ マ 期    間 担  当 科

近畿地 区公設試験

研究 7機関

高分子系廃棄物の高度利用技術 に関す

る研究

6. 4. 1～ 9。  3.31 技術第一科

大阪工業技術

研究所

機能性薄膜の精密 ヨーティング技術 6.4.1～ 技術第二科

立命館大学 プルーグル法による非線形光学ガラス

の作製 と評価に関する研究

6。 10,15´彰 技術第二科

立命館大学 高圧下での酵素反応 を応用 した機能性

食 品素材 。医薬 品材料の開発 に関す る

研究

7. 4,  1- 技術第 科

グンゼ株式会社 学習制御 法を用いた ロボ ッ トの制御 に

関す る研究

7. 9, 8～ 技術第一科

立命館大学 アー ト誌 と紙幣の曲げ疲労による劣化

特性 と光度計 を用 いた紙幣の劣化度の

検 出

8. 4. 1～9, 3.31 技術第一科

広 島県東部工業技

術セ ンター他 2機
関

高齢者 の生活 を支援す るためのADL
(日 常生活動作)評価技術 に関す る研

究

8. 4.  1- 技術第一科

技術第二科

立命館大学 ゾルーゲル法によるフォ トニクス材料

の作製に関する研究

8. 4. 1- 技術第二科

佛カオス

新東ブレータい

プラス ト加工によるエ ッチング方法に

関する開発

8, 9,30～ 技術第一科

委 託 先 研  究  テ マ 期   間 担  当 科

立命館大学 光触媒無機半導体のプルーグル法を

用いた薄膜化方法に関する研究

8, 6.20-9, 2.28 技術第二科

立命館 大学 タンパク質分解酵素の触媒反応 と構

造に及ぼす圧力の影響に関する研究

8. 6.20-9, 2。 28 技術第二科
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③県内商工関係四場所披術研究会

商工関係 四場所 (工業技術セ ンター、信楽窯業試験場、繊維工業指導所、機械金属工業指導所 )

が互いに密接な連携 を図 り、県内企業の技術ニーズに適合 した試験 。研 究 。指導事業 を実施 してい

くため、下記の研究会 を設置 しています。平成 8年度の活動状況は次の とお りです。

四場所ネ ッ トワーク研究会

9, 1.29 9,  3.  5実  施  日

工業技術セ ンター 工業技術セ ンター開 催 場 所

④研究生受話

⑤学外実習生受託

担  当 科研 究 テ マ 期   間機  関 名

8. 4.22-8。  9.11

8.11,29-9。  3.31

技術第一科日本 ジ ョン・ ク レー

ン 株式会社

高圧用 メカニカルシールの応力及び

熱解析

8. 4.22-8. 9.27 技術第二科株式会社 宣広社 マルチメディア時代におけるインタ

ーネ ットその他のメディアの活用に

ついて

技術第二科1.ア ル ミ及びアル ミ合金 の熱処理

条件 と組織お よび機械的性質の関

係

2.アル ミ ドロス処理の際に使用す

る添加剤 の成分お よび添加量につ

いて

8.10.22-9, 3.31関西アル ミ製造 株

式会社

期   間 担  当 科大 学 名 氏   名実 習 テ マ

技術第一科龍谷大学理工学部 西 田 善之 ６

　

９

２８

　

８

８
，
” 13

パ ソコンを使 つた形状測定装置の

作製

横山  徹 〃 技術第二稗高分子 の熱特性分析お よび分子量

分布 と添加剤 の分析
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(3)研 究 発 表 等

①学会誌等発表

発 表 題 名 学  会  名 学  会  誌 発 表 者

習
カ

ル
の

学

入

ベ

ヘ

制 御 に よ り得 られ た
パ タ ー ン の 構 間 法 と

トコ ン ベ ア シ ス テ ム

適 用

日本 ロ ボ ッ ト学
△
ボ

日本 ロ ボ ッ ト学 会 誌
Vol.14, No.8, pp.
1168-1177, 1996

深

他
尾 典 久

学 習 制 御 で 得 られ た ロ ボ

ッ トの 入 カ トル クパ タ ー

ン の 非 線 形 時 間 軸 変 換

計 測 自動 制 御 学
△
言

計 測 自動 制 御 学 会 論
文 集 Vol.32,No.7,
1107-1112, 1996

深

他
尾 典 久

評
　
率

手

差
法
効

る

誤
出
に
す

化
抽
度

出

子
分
精
抽

量
線

高

を

の
く
ら
線

換
づ

か
郭

変
基
像
輪

フ
に
画
く

ど

ハ
価
Ｆ

良
法

画 像 ラ ボ 画 像 ラ ボ  Vol,7,N
o.4,p.44-47,1996

月瀬 寛 二

他

Line Segment Detection
by Estimating Quantiz
ation Error of Hough T
ransform

電 子 情 報 通信 学
△
ボ

SYSTEM and COMPUTE
RS in 」APAN  Vol.2
7,No.14,p.45-54,19
96

月 瀬 寛 二

他

増 幅器 安 定 設 計 の 品質 工

学 に よ る検 討

品 質 工 学 フ ォ ー

ラ ム
品 質 工 学  Vol.4 N
o,6  p。 36-42   19
96.12.1

中 山 勝 之

他

ブ ラ ジ ル 研 修 生 に よ る ス

テ ン レス 鋼 最 適 切 削 条 件
の 選 定

品 質 工 学 フ ォ ー

ラ ム

１

９

ｏ

４

Ｖ

”

学

。
４

工

ｐ

・
１

質

１
　
，

２

画ｍ
　
Ｏ．　
”珀

N
9

之

一
一

勝
寛

山
瀬

中
月

他

Adheslon between
plasma― treated poly―
propylene films and
thin aluminum films

」. of Adhesion,
1996, Vol.59,
pp.75-86.

中

他
村 吉 紀
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②学会等研究発表

主 催 機 関 。名 称発 表 題 名 会   場 年 月 日 発 表 者

学 習 制 御 に よ り
れ た入 カ パ ター

用 い る E2ポ ッ ト

短 時 間制御

ら

を

最

得

ン

の

第 14回 日本 ロボ ッ ト

学 会 学術 講 演 会
新 潟 市 1996

11,1

深 尾 典 久

他

画 像 処 理 に よ る プ ラ
ス チ ッ ク ボ トル の 立

体 形 状 の 認 識 と材 質

表 示 マ ー ク の 平 面 化

高 分 子

第 42回
部

会

支

究

西

研

関

子

△
〓
△ガ

学

高
河 村

安 太 郎

月 瀬 寛 二

櫻 井 淳

小 川 栄 司

兵 庫 県 中 央

労 働 セ ン タ

1996.
7。 12

学 習 制 御 法 を 用 い た
ロ ボ ッ トの 入 力 形 成

法 とそ の 応 用

近 畿 産 学 官 テ ク ノプ ラ
ザ

クプテ

阪
ン
大

イ

ス

1996.
10,31

深 尾 典 久

制

癖

法

の

イ
成

関

気

ジ

焼

相

囲

ア
器

く

雰

フ
陶

　

内

御 に よ る

の 自動 化

鷹 よ る 炉

推 定

△
言

学係

会

関

大

気

合

電

連

年

部
８
支

成

西

平

関

立 命 館 大 学 1996.
11,24

翔ヽ ザ|1栄 司

補

価

力

評

筋

と
助 器 具 の 開 発

に 関 す る研 究

故 術 開発 研 究 費 補 助 事

業 第 1回 推 進 協 議 会
福 岡 県 工 業

技 術 センタい
1996.
10,24

之

久

勝

典
山

尾

中

深

発

究

謗

研
じ
る

兵

す

器

関

勁

應

補

価

力

評

筋

と
技 術 開発 研 究 費 補 助 事
業 第 2図 推 進 協 議 会

東

術

立

技

一

県

業

タ

島

エ

ン

広

都

セ

1997
8.8

深 尾 典 久

山 下 誠 司

PPフ ィル ム とア ル ミ

蒸 着 薄 膜 と の 撥 着 性
―溶 媒 洗 浄 とプ ラ ズ

マ 処 理 一

藩

回

接

４

本

３
日
第

学 会

年 茨 大 会

岐 阜 市

岐阜 県 民 文

イ瞳ホ ー ル

1996
6。 13

中 村 吉 紀

他

ブ タ膵 臓 餞―ア ミ ラ
ー ゼ (PPA)に よ

る ア ミ ロ ー ス の  加

水 分 解 物 組 成 に 及 ぼ

す 屋 力 の 影 響

△
ボ

論

会

討

学

圧

力

高

圧

回

高

７

本

８

岡
第

ム
ロ
　ル

仙

テ

市

ホ

台

際

仙

国

1996,
11。 17
ヘフ20

松 本  正

ラ

イ

再

オ

酸

の

ゼ

ン
そ

換

ヅ

と

交

る
着

ン
よ

吸

オ

に

の
法

イ

ト

ン
方

鉄

イ

オ

生

本
言
藩十

学

境

境

環

環

水

水

本

本

日

日

園

，

１
会

社

８
年

く

第

会

札 幌 市

北 海 道 大 学

９

　

　

ｏ

９

２

２

前 サ|1 昭

松 川  進
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③工禁綾櫛蓮籍会議聞繰研究譲等舞義

発 表 題 名 主 催 機 関 。名 称 会   場 年 月 日 発 表 者

国 際 マネシ
・

メント規 格 と

試 験 所 認 定 制 度 の 調
査 に つ い て

工 業 技 術 連 絡 会 議
子

ン
会

竃

激
科

連 合 部 会
ピ ュ ー タ応 用 分

徳 島 市 1996
9。 5

井 上 栄 一

CATVと イ ンター
ネ ッ ト

近 江 人 幡 青 年 会議 所 商輯

所

人

議

江

会

近

工

1996.
5,21

井 上 栄 一

ボ

表

つ

ク
質

應

ッ
材

識

チ

る

認

ス
け

の

ラ

お

ク

プ

に

一

トル

不 FF

彰ヽ て

シ
認

』
像

ゾ
画

ン
回

コ

２

Ａ

ｌ

会

Ｆ

第

究

が

ム
研

し
ア
識

龍 谷 大 学 1996.
11.13

桜 井 淳

倹 晶 加 工 へ の 高 圧

利 用
和 歌 山 県 食 品 バ イ オ

技 術 フ ォ ー ラ ム (講
自市)

工

ん

市

県

ｐ

山

山

術

歌

歌

技

和

和

業

1996
6。  18

松 本  正

ビち
∝

ト
ツネ】タ

イ
ス

ン

ネ

イ

ジ
犠執
八
式

。
例

業

会

商

部

回

ス

２

ビ

γ

一

１
サ

第

光
草 津 商 工 会

議 所

1996
7. 19

小 川 栄 司

ブ タ 膵 臓 α―ア ミ ラ
ー ゼ (PPA)に よ

る ア ミ ロ ー ス の 加 水

分 解 物 組 成 に 及 ぽ す
圧 力 の 影 響

華峨
△
言
△
奮

会
部
蔀

絡
合
方

連
連

地

術
学
畿

技

工
近

業
命
部

正
生
中

岐 阜 市

長 良 川 会 館

1996.
10。 2途

信 楽 焼 焼 成 炉 に対 す

る フ ァジ ィ制御 の道

用 に 関す る研 究

しが FAコ ン ゾー シ

ア ム 第 6回 イ ン テ ジ

ジ ェ ン ト制 御 利 用 研

究 会

信 楽 窯 業 試

験 場

1996

12.9

小 川 栄 司

超 音 波 に よ る 表 面 層

評 価 技 術 に つ い て

工 業 技 術 連 絡 会 議

近 畿 地 方 部 会

機 械 金 属 。電 子 合 同

研 究 交 流 会

京 都 市 1997

1,23

井 上 栄 一

松 本  正
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(4)職 員の技術研修

①中小企業大学校への派遺

②工業技術院関係会議

③その他の技術研修等

研 修 コ ス 間期 派 遣 者 名

中小企業施策担当者研修課程 (1週 間コース)

～知的所有権 と技術施策の展開～
8,  9,  2 かψ  9.  6 松本   正

佐藤 員知夫

公設試験研究機 関管理者研修 (3日 間コース) 8.10, 7 ～ 10, 9 松川  進

中小企業技術指導員研修課程 (lヶ 月 コース)技 術戦略
未来指 向に立脚 した技術指導～事例 に学ぶ未 来工場～

9, 1,22 -  2.20 木村  昌彦

△

議 名 開催 地 期 間 出 席 者 名

工技連生命 工学連合部会 中部近畿地方部会 奈  良 8. 4.24-25 松 本   正

工技連資源環境連合部会総会 海老名 8. 5。 30-31 前 川  昭

工技連生命 工学連合部会総会 岡  山 8. 6. 5- 7 松本  正

工技連電子連合部会 広  島 8. 6. 6～  7 中山 勝之

工技連機械金属連合部会 大  宮 8。  6。  6～  7 河 村 安 太郎

工技連物質工学連合都会デザイン分科会 大  分 8, 6.19～ 21 野上 雅彦
山下 誠児

工技連物質工学連合部会近畿地方部会 神  戸 8. 6.21 松川
中村

進
紀士

口
工技連機械金属連合部会近畿地方部会 武  生 8. 6.28 松 )|1  進

工技連物質工学連合部会総会 つ くば 8。  7. 3- 5 中村  吉紀

工技連機械金属連合部会インテ,デ ェント生産システム研 究会 盛  岡 8, 7. 3- 5 深 尾  典 久

工技連物
会合 同会

質工学近畿地方部会化学専門部会資源環境都
議

大  阪 8. 7,10 中村 吉
宮川 栄

紀

近畿公設試ネットワーク研究会 大  阪 8. 8。 28 小川  栄司

工技連 ヨン ピュー タ応用分科会 徳  島 8, 9. 5- 6 井上 栄一

工技連電子連合部会電磁環境分科会 福  島 8, 9.26-27 木 村  昌彦

■技連機械金属連合部会計測分科会 神 奈 サ|| 8,10. 2～  4 河村安太郎

工技連物質工学連合部会近畿地方部会化学専門部会 福  井 8.10. 3～  4 村
川
須

中
宮
那

紀

一
一

吉
栄
喜

工技連機械金属連合部会 メカ トロニクス研究会 宮  崎 8.10. 3～  4 月瀬  寛

工技連物質工学連合部会高分子分科会 千  葉 8,10。 14-16 那須  喜一

工技連電子電子連合部会近畿地方部会 彦  根 8.10,17 櫻 井  淳

工技連生命 工学連合部会 中部近畿地方部会 岐  阜 8.10。 24 松 本   正

工技連物質工学連合部会デザイ ン分科会 東  京 8.10。 30-31 野上 雅彦

工技連物質工学連合部会分析分科会 富  山 8.10.30-11,  1 宮川 栄一

工技連機械金属連合部会近畿地方部会 上  郡 8,11,7～ 8 松 川  進

工技連物質工学連合部会デザイ ン専門部会 和 歌 山 8,11.21 山 誠 児

工技連資源環境連合部会近畿地方部会 和 歌 山 8.11.28-29 坂 山 邦彦

工技連近畿地方部会機械金属 。電子合 同研 究交流会 京  都 9. 1.23 /Jヽ )||

井 上
栄
栄

司

一

工技連 物質 工学 連合 部会 近畿 地 方部会 神  戸 9. 2.13 山 下  誠 児

△

議 ネ 開催 地 期 間 出 席 者 名

大阪工業技術研 究所講演会 池  田 8. 4.17 松 本   正

西 日本 プ ラスチ ックエ業会総 会 。講演 会 大  阪 8. 4.26 松 川  進
エ ンジエア ジングシステム研 究会 東  京 8. 5,17～ 18 月瀬  寛

日本 電子 MSセ ミナー 東  京 8, 5,22-24 宮川  栄 一

テ ク ノ ピア ' 96 大  阪 8, 5,23 河村安太郎

アルバ ックファイ技術セ ミナー  3社 合 同セ ミナー 東  京 8. 6。  5～  7 佐 々木 宗 生

熱分解 ガス クロマ トグラフィーセ ミナー 為 古屋 8.  6。  6 宮川
那 須

栄
喜
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8. 6.12 坂 山 邦彦第 37回 機器分析講習会 (ICP) 千  葉

大  阪 8, 6.14 今道 高志放射光産業利用技術講演会

大  阪 8. 6.21 櫻井  淳ツニー コ ン ピュー タ システ ム 96
京  都 8. 6.24 中村  吉紀京都 工芸繊維大学地域共 同研 究センター客員教授講演会

東  京 8. 6.25 今道  高志フ ァイ ンセ ラ ミックス JIS講 習会

東  京 8. 7. 8～  9 木村  昌彦MAGNAユ ーザー会議

京  都 8. 7.11 今道  高志表 面改質材 強度研 究分科会

大  阪 8. 7.11 坂 山 邦彦無機 分析 セ ミナ ー

応用物理学会 関西支部セ ミナー 神  戸 8, 7.12～ 13 佐 々木宗生

東  京 8, 7.21-24 松本  正生物物理学会 (若 手 の会)セ ミナー

東  京 8. 7.23-24 中村  吉紀第 11回 高分子表面研 究会講座

大  阪 8, 7.26 中村  吉紀放射光産業利用技術懇談会第 2回講演会

東  京 8, 7.26 井上 栄一試 験所認定制度説 明会

塔古屋 8。  8.27 中山 勝之品質工学セ ミナー

東 大 阪 8,9.5～ 6 前川  昭IS014000内 部監査員研修

大  阪 8. 9.12～ 13 月瀬  寛機械学会講習会

佐 々木 宗 生兵庫県大型放射 光施設利用研 究会 神  戸 8。 10,  7

日本 セ ラ ミ ック協会 第 9回秋 期 シ ンポ ジ ウム 金  沢 8,10, 7～  9 坂 山 邦彦

和  泉 8。 10,17 前川  昭ラマ ンセ ミナー

大  阪 8.10。 18 中村  吉紀放射光産業利用技術懇談会

東  京 8.10,22-23 宮川 栄一高分子 の崩壊 と安定化研 究会

井 上  栄一音 弾性 計測研究会 大  阪 8。 10.23

国 際マ イ ク ロシ ンポ ジ ウム 東  京 8。 10.31～ 11. 1 今道 高志

大  阪 8,11.12 櫻井  淳APEC環 境技術交流促進 シンポジ ウム

京  都 8.11。 15 山下  誠 児第 5回 KYOTOデ ザインワーク展
京  都 8.11.18 中山 勝之品質工学講習会

池  田 8。 11.20 志
生

高
宗木

道

々

今
佐

大阪工業技術研 究所研 究講演会

佐 々木 宗生アルバ ックファイ大阪ユーザーズミーティング 大  阪 8.11.22

高  槻 8.12.12 宮川 栄一熟分析セ ミナー

大  阪 9, 1.14 松川  進西 日本 プ ラスチ ックエ業会講演会

大  阪 9。  1.16 佐 々木 宗 生応用物理学会 関西支部セ ミナー

福祉用 具 開発研 究会 大  阪 9, 1,31 深尾 典久

大  阪 9. 2. 7 河村安太郎光学 5学会 関西支部講演会

神  戸 9。  2.14 佐 々木 宗生兵庫県大型放射 光施設利用研 究

第 7回 先端 ビーム複合利用技術調査委員会 大  阪 9. 3.24 中村  吉紀

札  幌 9,3.24-26 前川  昭水環境学会

田  辺 9. 3.27 木村  昌彦電気学会全 国大会

④海外派遣

派  遣 先 期    間 氏   名派   遣   目  的

アメ リカ 8,10. 8-10,16 大槻 員一アメ リカ合衆 国にお ける公 的機 関の中小企業技
術支援 につ いての現地調 査

8,11, 6-11.23 前川  昭リオ・ グランデ 。ド・ スール州 との交流促進 に
ついて協議

ブ ラジル

ア メ リカ 9, 1, 7～  1.17 小川 栄司先進 的情報ネ ッ トワー クの地方行政への活用 に
ついて調 査

期 間 氏   名研   修   テ マ 派   遣   先

圧 力 に よ
へ の応 用

酵

つ
る
に

素 の機 能 交換 と醸 造
い て

立命館大学理工学部化学科 8,4.2-9.3.27
(86日 間 )

松本   正

8.4.11～ 9.3.2
(67日 間

井上 栄一層
つ

面
に

表
価

る
評

よ
壊

に
破

波
非

立日
の

超
織

お よび材料組
い

‐

て

立命館大学理工学部機械 工
学科
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5田 広 報 □情 報 提 供

(1)科 学 技 術 振 興 プ ラザ の 開催

産 。学 。官 の 交 流 機 会 の創 出 と科 学 技 術 の啓 発 普 及 を 図 る こ とを 目的 に滋 賀 県 科 学 技

術 振 興 プ ラザ を (財 )滋 賀 県 工 業 技 術 振 興 協 会 に委 託 の うえ実 施 し、 約 200名 に上 る

参 加 を得 ま した 。 (詳 細 は 、 (財 )滋 賀 県 工 業 技 術 振 興 協 会 の活 動 の 8.滋 賀 県 科 学 技

術 振 興 プ ラザ 開催 事 業 を参 照 くだ さい 。 )

(2)串 1行 物 の 発 行

① 技 術 情 報 誌 『 テ ク ノ ネ ッ トワー ク 」

紙 面 を ビジ ュ ア ル に刷 新 し、 工 業 技 術 セ ン ター の 「活 用 法 」 「試 験 研 究 機 器 紹 介 」

を は じめ 、 「研 修 。セ ミナ ー の お 知 らせ 」 、 「セ ン ター ニ ュー ス 」 等 企 業 に役 立 つ 情

報 の提 供 に努 め 、 県 内企 業 お よび 関係 機 関 、 団 体 等 に配 布 しま した 。

①発 行 :年 6回 (5、 7、 9、 10、 1、 3月 )VOL.38～ 43 部 数 :各 2,500部 (振 興 協 会 と合 同発 行 )

② 業務報 告書

平成 7年 度 の工業技術 セ ンター業務活動 の年報 と して、第 10号 を発 干Jし ま した。

内容 は、業務概 要、施 設 、設備 、組織 、予算 等 を中心 にま とめた もので、 主 に行 政・

試 験研 究機 関、 関係 団体等 へ配布 しま した。

O発 行 :3月  部数 :600部
③研究報 告書

県 内企業へ の技術移 転 を 目指 した応用研 究 を主軸 に、併せ て先 導 的 な研 究実施 を 目

的 とす る 「工業技術セ ンター研 究指針 」 に も とづ き、 メカ トロニ クス応 用 の 自動 計測

システ ムの研 究 、複合材料 の評価 に 関す る研 究等 に取 り組 んでい ます が、 これ ら研 究

成果 を広 く県 内企業 に普及す る とともに、技術指導等 の基礎 資料 と しての活用 を図 る

た め、平成 7年 度研 究報告 と して と りま とめ、主 に行政・ 試 験研 究機 関等 へ配布 しま

した。

O発 行 :3月  部数 :600部

④ その他

当セ ンター の利 用促進 を図 るた め、 「試験研 究機 器 等一 覧」等 を作成 し関係機 関、

県 内企 業等へ配布す る とともにセ ンター に常備 しま した。

(3)工 業技 術情報 資料 等の収集 口提供

工業技術 に関す る図書、雑誌 お よび資料 を備 え、県 内企 業へ の閲覧・ 貸 出に供す る

た めの体制整備 に努 めま した。

所有 図書 :図 書 :約 10,300冊  雑誌 :約 100種 類  日本 工業規 格 :全 部 門

情報検 索 :」 OIS(滋 賀 県工業技術振興 協会 にて運用 )

PATOLIS(発 明協会滋賀 県支部 にて運 用 )

(4)見 学者 等 の対応

開設 以 来、施設 、機器 、運営等 につ いて、海 外 を含 め、県 内外 か らの技術 者 、経 営者 、

行政 関係 者 等 の多数 の視 察 、見学 が あ ります。

平成 8年 度 見学状況

件  教 人  数区 分

126人県 外 (海 外 含 む )団 体 等 5件

15件 580人県 内 団 体 等

20件 706入計
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(財 )滋 貿 黒工 業綾 術 振 興 協 会 の 活 動

1.概 況

2.理 事 会 ・ 運 営 委 員 会 の 開 催

3.専 関 部 会 の 開 催

4。 人 材 育 成 事 業

5 技 術 情 報 収 集 ・ 提 供 事 業

6.技 術 ・ 人 的 交 流 促 進 事 業

7。 産 学 官 交 流 促 進 事 業

8.滋 賀 県 科 学 技 術 振 興 プ ラ ザ 開 催 事 業



■ 概 況

人材 育成 、技術 情 報収 集 ,提 供 、技術 。人 的交流 、産 学 官交 流促 進 の 4つ を主 な事 業

とす る当協会 は 、工業技 術 セ ン ター と表裏 一 体 の協 力 の も とに本 県 工業 技 術 の拠 点 と し

て企 業 ニ ー ズ に可能 な限 り対応 す べ く、 それ ぞれ の事 業 の 内容 充 実 に努 め ま した。

本纂 度 は、新 た に電気・ 電子・ 情 報 関連 の長 期研 修 を創 設 し、県 内 中小 企 業 の人材 育

成 強化 に努 め る ととも奪と、福 祉 関連 産 業 の振 興 。育成 お よび研 究 開発 。事 業家 の支 援 を

行 うこ とを 目的 と した研 究会 を組 織 し、調 査研 究 を行 うな ど積 極 的 な運 営 に取 り組 み ま

した。

2_ ヨ軽 輻露彗箋 選 鐵 機 員 会 の 開 催

3 翼多 F珂 嗚,酪

=業
σり 巖穏 喩鑑

案議開 催  日 会  議  名

平 成 8年

6月 13圏

理  事  会

(第 1回 ) 平成 7年度 事 業報 告 お よび収 支 決 算 に

つ き、議 決 を求 め る こ とにつ い て

役 員 (理 事 、監 事 )の 辞 任 に伴 う後 任

役 員 の選任 を求 め る こ とにつ い て

勢雷整要許議歳ヨ鸞

第 2号議 案

平成 9年

2月 7目

理 事 会

(第 2回 ) 第 3争議築  平成 8年度事業計画お よび収支予算 の

変更ついて

平成 9年

3月 10日
理  事  会

(第 8回 ) 平成 8年度 収 支補 正 予算 につ き、議 決

を求 め る こ とにつ い て

平成 9年度 事 業計 画 お よび収 支 予 算 に

つ き、議 決 を求 め る こ とにつ い て

第 4号 議霙

第 5号議案

開 催  日 部 F日 内 容

平 成 8年

12月 12日

工業材 料 ・ 平成 8年度研 修 実施 状 況 につ い て

。平成 9年度 技術研 修 計 画 につ い て

平成 8年

12月  3日

電子 。機械 。平成 8年度研 修 実施 状 況 につ い て

。平成 9年度 技術 研 修 計 画 につ い て

平成 8年

12月 11口
食   晶 。平成 8年度研修 実施 状 況 につ い て

。平成 9年度 技術研 修 計 画 イこつ い て
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4_ _入 材 育 定騨 華 業

「企 業 は人 な り」 を実践 す るた め、各 技術 分 野 にわ た り研 修 講座 を設 け、企 業 の求 め

る実践 的 かつ 高度 な研 修 をめ ざ し、理論 と実習 の両 面 か ら研 修 内容 を充 実 して実施 しま

した。

①短期研修

本年度 は 11講 座 を実施 しま した。

11講 座 の受講者 は 178名 で、大企業は 46。 6%、 中小企業が 51
で、地域別 の割合 では、湖南 。甲賀・ 中部で 76.4%を 占めています。

昭和 60年 か らの受講者累計は 2, 790名 に達 しています。

ア.実  績

7%の 割 合

実 施 年 月 日 講    座    名 受 講者 日 数

8. 5。 28 ～  6.21 金 属材 料 と熱 処 理講座

名

22

日

8

時 間数

時 間

30,0

8. 6.13 -  7。  2 プ ラスチ ック射 出成 形加 工技術 講

座

24 7 28,0

8, 7. 2 ハΨ  7.19

プ ログラマブル・ コン トローラ

実用技術講座

(PLCによる自動化・省力化技術入問講座)

16 7 33.5

8。  9。  2 - 10.  2 プ ラスチ ック材 料 の利 用 と ジサイ

クル 技術 講座

15 5 24.5

8. 9,27 ～  10,23 メカ トロニ クス基礎 技術 講座 12 8 40,5

8.10.17 ハΨ 10.31 セ ンシング技術講座 19 4 21.5

8.10,22 - 12.19 C言語 に よるメカ トロ制御 技術 講

座

14 14 52.5

8.11.25 ～  12.12 機 械 加 工技 術講座 18 6
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受 講者 日 数 時 間数講    座    名実 施 年 月 日

日

6

時 間

31.5

名

119.  1.30 へ‐  2.21 パ ソコンイ ンター フ ェイ ス技術 講

座

15 8 30.5メカ トロニ クス実用 講座

一各 種 メカトロモデ ュールの利 用 方 法 ―

9.  2.  6 -  3.  6

1212 4食 品技術 講座9, 2,20 -  3. 5

329,5178 7711講座計

計中 月ヽ 企 業 そ  の  他大  企  業

178名92名 3名受 講 者 数 83名

1, 7 100,04 6. 6 51, 7比  率 (%)

イ .企 業 規模 別 受講者 数

ウ.地域別 受 講者 数

そ の他 計湖  東 吊月  】ヒ 湖  西湖  南 甲  賀 中  部

8名 178峯26名 H名 16名 7名受講者 数 76名 34名

4.5 100.014.6 6.2 9,0 3.9比率 (%) 42.7 19

・ 品質 工学技 術 研修 講座

技術 の空洞 化 が 叫 ばれ てい る今 日、 品質 工学 を活 用 した技術 開発 が注 目 され て い ま

す 。 消費 者 サ イ ドで の変 動 を あ らか じめ考慮 し、設 計段 階 で解 決 す る こ とで安 定性 の あ

る商 品 開発 が で き る考 え方 は、 高 品質 と低 コス トを両 立 させ る もの です 。 当協 会 は、滋

賀 県 品質 工学研 究会 との共催 に よ り、 品質 工学 技術研 修 講座 を開催 しま した。

日  時  平 成 9年 3月 5日 、 6日 、 11日 の 3日 間

場   所  滋 賀 県 工業 技術 セ ンター

講   師 技 術 士 神 谷  幸 克  氏

受講 者 数  延 べ  202名
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②長期観籐

長期研修 すま従前か ら実施 している龍谷大学選工学部機械 システム学科 を中心 とした、
「メカ ト曾の分 かる機械設計技術講座 Jに 加 え、新たに立命館大学選工学部の電気電子

系、情報系学科 との連携 を基軸 に 「電気 。電子回路技術者養成講座 J溶 よぴ 「情報 シス

テム技術者養成講座 Jの 2講 座 を立ち上げ、エ レク トロニクス、情報工学分野の技術者

養成 を図 りま した。氏講者数 イま大企業が ls名 、中小企業が 44名 であ り、主な難象 を

中小企業者 とした傾 向を示 してい喪す。

地域的 ‡こイま湖蘭が 3⑥ 名、甲賀 。中都 で 31名 と近隣地 区か らの焚講が 目立っていま

す。

ア 。実  績

実 施 年 月 鰯 講 座 名 焚 講 者 回 数 時 間 狭

8. 4.22 かψ ll.29
藝羞

雫 理の分 か る機 械 設 計技術 1 静 心 心
日

1嘗腎

8. 6.20 ～  11。 11 電気・ 電子 回路技術者 養 成 講座 25 38 1 2 Cl

8, 9.24 ′‥‐フ 12,12 情報 システ ム技 術着養 成 講座 20 2曇 7 S

イ 。 内 容

。第 7期 メカ トコの分 か る機 械 設 計技術 講座

オ ジエ ン テ 馨 シ 副 ン    1回

機械力学 (4)

材 料 力学 (4)

材 料 力 学演 習 (4)

材 料 強度 (4)

強度設 計 の基礎 (18)

材 料 強度 実 験 (2)

機 械 強度設 計 (4)

機 械 材 料 学 (5)

システ ムエ学 (3)

機械設計 (40単位)

設計演習製 図 (7)

自動 制御 (3)自動 制御 (4)

自動 制御 実習 (1)

メカ トロニ クス実験 (2)

アナ ログ電子 回路 (4)

デ ジ タル 回路 (4)

セ ンサー 実習 (3)

ア クチ ュエ ー タ (4)

メカ トEIシ ス テ ム

(24単位)

プヅラマプルコントローラ(PC)に よ る 自動化 実 習 (3)

事」ll見 学 (2単位) 工場見学 (夕

｀
イアヽツI業 (株 )。 オムコン(株 ))

△
計 66単 位  198時 間

1単 位 =8時 間 他 に宿 泊研 修 1回 実施
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・ 電気 。電 子 回路技 術者養 成講座

1単位 =3時 間

情報 シ ステ ム技術 者養 成講座

電 気 工学 の基礎 (3)

電 気 回路基礎 実験 (3)

電子 工学 の基礎 (4)

電気 ,電子工学の基礎

(14単位)

電子 回路 基礎 実験 (4)

増幅回路の基礎 とオペアンプ (3)

オ ペ ア ン プ の応 用 (3)

アナ ログ回路 実 験 (3)

ディジタル ICの 基礎 (2)

デ ィジタル ICの 応 用 (4)

A/D変 換 、 D/A変 換 (3)

電子 回路

(設 計演習 を含む )

(22単位)

デ ジ タル 回路 実験 (4)

電子 回路設計 (4単位) 総 合 回路設 計 (4)

合    計 40単 位  120時 間

コ ンピュー タ基礎

(8単位)

計算機構成論 (実 験含)(1)
論理 回路 (1)

オペ レーテ ィングシステム (1)

コンパイ ラ (1)
ソフ トウェアエ学 (1)

UNIXオ ペ レーシ ョン演習 (1)

UNIXプ ログラ ミング演習 (1)

UNIXシ ステム管理 (1)

情報ネ ッ トワー ク

(10単位)

デー タ通信 (1)

WAN概 論 (1)

通信 プ ロ トコル (1)

LAN概 論 (1)

LAN構 築実習 (1)

イ ンターネ ッ ト概論 (1)

イ ンターネ ッ ト実習 (1)

情報 システム (4靴 )

情報 システム構成論 (1)

デー タエ学 (1)

RDB概 論 (1)

グループ ウェア (1)

情報アプ リケーシ ョン

(4単位)

人工知能 (1)

コンピュータグラフィックス (1)

マルチメデ ィア (1)

コンピュータ ビジ ョン (1)

合    計 26単 位   78時 間
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5 士免 嗣臣 菊毒 幸風 4又 安鳥 提 供 事 業

県 内企 業 が 求 め る技術 情 報 をオ ン ライ ン端 末機 に よ り、迅 速 に提 供 す る とともに、年

間 8回 の科 学 技 術 セ ミナ ー の 開催 、 さ らに情 報 紙 「テ ク ノネ ッ トワー ク」 の発 行 な ど、

情 報 の提 供 に努 めま した。

①情報検索

件   数 利 用 時 間

25件 350分

②科学技術セ ミナー実績

科学技術セ ミナーは、話題性 のある技術 、先端技術、お よび将来期待 され る技術、ま

た製 品開発への取組み方 な どをテーマ として、基本理論、応用への道筋、 さらには実践

的活動 の実例 を踏 まえて実施 し、情報の提供 に努 めま した。

ア .実  績

回 年 月 日 ア マ 講   師 参加 者 数

86

8. 5.27 機 械 の健 康 一 どの よ うに守 るか ?

・ 機 械 装 置 の予 防録 全 にお け る寿命 予測

龍 谷 大 学

理 工学部 教授    堀川 武

・ ロス のゼ ロ化 をめ ざす TPM活 動

―そ の概 要 と進 め方 につ い て 一

関西 日本 電気 仰製 造管理部

担 当部長  周藤  勇

。劣化 診 断技術

氏

氏

名

1 1 1

87

8. 6.25 ―壮 大 な産 業 の情報 化 ― CALSの め ざす もの

。CALSが 産業 を変 え る

日刊 工業新 聞編集 局

経 済部 長  千野  俊猛  氏

・ 我 が グル ー プ にお け る CALS経 営 体 へ の取 り組 み

オムロンアルファテックい

技術顧問 小川 忠夫氏

56
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参 加 者 数回 年 月 日 ア マ 講   師

11888

8, 7.23 福 祉 機器 そ の技術 の現状 と展 望

。在 宅 で も とめ られ る福祉 機 器 につ い て

兵 庫 県 立総 合 ,ハ ど,テ
ーションセンタい

家庭 介護・ リハ ビ リ研 修センター

主査   小 山 美 代  氏

・ 福祉 機器 の成 功 事例 と事 業化 のチ ェ ックポイ ト

通 商産 業省  医療・ 福 祉機 器 産 業 室

室長   後藤  芳 一  氏

9989

8, 9.26 技術 再構 築 のた めに !

。CS(顧 客満 足 )設 計 と技術 開発

UDI代 表 (元 日産 自動 車伽 )

上野  憲 造  氏

・ 機 能性 評 価 に よる実 験期 間 の短縮

ミノル タ仰 豊川 開発 セ ンター

課 長研 究員  高木  俊 雄  氏

53

90

8.10.28 拡 が る映像 技術 とエ ンター テイ メ ン トな どの将 来展 望

・ 拡 が る コ ン ピュー タ映像 技術 と新 産 業 へ のイ ンパ ク ト

日経 BP社  日経 CG編 集 長  田島 進  氏

。各 メデ ィア にお け るデ ィジ タル 映像 技術

日本 シ リコ ング ラ フ ィ ックス伽

企 画 本部  課 長    杉本  孝 浩  氏

113

I S 0 14000シ リー ズヘ の取 り組 み

・ I S 0 14000シ リー ズの企 業活 動 へ の影 響 につ い て

東京 大 学  生産 技 術研 究所

教授    山本  良一  氏

・ 環境 ISO認 証 取得 の取 り組 み につ い て

関西 日本 電気榊

総務 部 環境 シニ アマネ ジ ャー 都 築  康 彦  氏

91

8,11.22

9492

9, 1.29 新 製 品 開発 の方 法 と成 功 事例

。新 製 品 開発 と顧 客 ニー ズ の把握

金 沢 工業大 学  経 営 工学科

教授    柳 下 不口夫  氏

・ 紙 細 工 か ら 1000億 円が生 まれ る とき

セ ン トラル メル コ帥

エンジエア,ン グシエアマネいジャ中 吉 野  昌孝  氏
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回 年 月 日 ア マ 講   師 参加 者 数

93

9, 2.14 新 しい発 展 段 階 を迎 えた高分 子 膜 の応 用

。膜 分 離技 術 の応 用 と将 来 にか け る夢

関西 大 学 工 学部 教授  浦 上  忠  氏

。生 活 に密 着 しつ つ あ る高分子 膜 分離 技 術

東 レ伽  高分子研 究所

地球 環境研 究室 長  山村  弘之  氏

50

ハ
計 8  回 6 94

イ .企 業 規模 別 参加 者 数

ウ.地 域別参加者数

③情報誌の発行

大  企  業 中 小 企 業 そ  の 他 計

参加 者 数 (名 ) 233 327 134 694

比   率 (%) 33. 6 47. 1 19。  3 100,0

湖  南 甲 賀 中  部 湖  東 鴻月  】ヒ 湖  西 そ の他 計

受 講 者 数 285名 86名 72名 29名 33名 12名 177名 694名

〉ヒヨト  (%) 41,1 12,4 10,4 4.2 4.7 1.7 25。 5 100,0

発 行 年 月 名 称 部  数

8.   5 テクノネ ットワーク VOL。 38 2,500

8.   7 テクノネ ッ トワーク VOL.39 2,500

8.   9 テクノネ ットワーク VOL。 40 2,500
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部  数発 行 年 月 名 称

8. 11 テクノネ ットワーク VOL.41 2,500

テクノネ ットワーク VOL。 42 2,5009.   1

2,5009。    3 テクノネ ッ トワーク VOL。 43

④工業技術セ ンター図書の管理運営

工業技術セ ンターの技術 関係 図書 を県内企業等に広 く活用 しても ら うた め、工業技術

セ ンターか ら委託 を受 けて、閲覧、貸出、複写サー ビス業務 を行いま した。

貸 出 (名 ) 月 閲覧 (名 ) 複 写 (名 ) 貸 出 (名 )月 閲覧 (名 ) 複 写 (名 )

14 11 80 16 134 86 15

16 12 29 15 135 47 30

1418 16 86 166 43

15 1322 21 14 2 38

22 258 21 17 23 90

9 23 19 12 Ａ
口
　

　

計

451 223 190

10 36 19 17

6Ⅲ  技 割貯 人 的 交 流 促 進 事 業

①滋賀県技術 。市場交流 プラザ開催事業

今年度 のグループは、第 11次 目のグループであ り、公募 した結果 、 24社 の 申 し込

みがあ りま した。

内容 については、中小企業が保有す る技術 開発力 を相互補充 し、 「融合化」 に よつて

新技術 。新製 品等の開発、事業化 に導 くための、第一段階の 「交流」 に着 目し、"参加
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企 業 の 出会 い の場 "と して活 動 を行 い ま した。

また 、 当協 会 か ら生 まれ た OBグ ル ー プ の活 動 につ い て も、積極 的 に側 面 的支 援 を行

い ま した。

ア .平成 8年 度 技術 ・ 市 場 交流 プ ラザ の 開催

・ 活 動 内熔

年 月 日 内 容 実 施 場 所 参加 者 数

平 成 8年

3月 ～ 4月

平成 8年 度 技術・ 市場 交流 プ ラザ会員募 集 会員 数

24社

4月 17日 プ ラザ助 言 者 に新庄 秀 光氏 を委 嘱

5月 20日 (発 会 式 )

1.技 術 。市 場 交流 プ ラザ の 目的 と運 営 につ い

て

2.講 演 「技 術 。市場 交 流 プ ラザ の活 動 と取組

み方 につ い て」

講 師  助 言者  新 庄秀 光  氏

3。 会 員 自己紹介

4.会 則 お よび事 業計 画 につ い て

工業 技術 振 興会館 32名

6月 18日 1.施 設 見 学

2.企 業紹 介

3,7月 宿 泊研 修 で の討 議 テ ーマ につ い て

4.活 動 計 画 、運 営 方 法 につ い て

5。 そ の他

工業 技術 振 興会 館 24名

7月 12日

-13日

宿 泊研 修

討 論 テ ー マ

①製品開発と市場開拓

②新分野開拓と企業連携

1.研 究討 論 方法 の説 明

研 究 テ ーマ選 択 とグル ー プ編成

2.グ ル ー プ討論

3.入 浴・ 夕食

4.自 由討 論 、 グル ー プ討 論

5.睡 眠

6.朝 食

7.グ ル ー プ討 論 のま とめ

8.発 表

9.質 疑 お よび助 言者 の感 想

さざなみ荘

(大 津 市 )

23名
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年 月 日 内 容 実 施 場 所 参加 者 数

8月 20日 1。 企業紹介 「わが社 を語 る」

2.意 見交換

3.助 言者 の感想

工業 技術 振 興 会 館 17名

9月 20日 会員 企 業 見 学

サ ンオ ク ト爛

・ 概 要説 明、見学

・ 意 見 交 換

。助 言 者 の感 想

・ 懇 談会

長 浜 市 16名

10月 15日

工業 技術 振 興 会 館

研 修 室 2A

17名

1.企 業紹 介 「わ が社 を語 る」

2.海 外 レポー ト

滋 賀職 業能 力 開発 短期 大学校

教授  大坪武 廣 氏

3.講 演 「知 的発 想 の方 法 につ い て」

助 言者  新庄 秀 光 氏

11月  7日 近 畿 ブ ロ ック技術 。市場 交流 プ ラザ滋賀 大会

新 た なネ ッ トワー ク構 築 に向 けて

講 演 「大 競争 時代 にお け る産 業技術 の革新 」

日本 経 済新 聞社  上 岡 義雄 氏

第 1分 科 会 「新 た な事 業分 野 へ の挑 戦 」

第 2分科会 「ボー ダー レス 時代 の企 業 戦

略」

第 3分科会 「情 報化 時代 にお け るマル チ メ

デ ィア の推進 」

交 流懇 談会

ジく渭とア
°

,ンスホテル

(大 津市 )

12名

11月 19日 会員 企 業 見 学

脚 サ ン機 工

・ 概 要説 明、見学

・ 意 見 交換

・ 助 言者 の感 想

石 部 町 14名

12月 17日 会員 企 業 見 学

中野 電器 榊 人 日市 工場

。概 要説 明、見学

・ 意 見 交換

。助 言者 の感 想

・懇 談 会

八 日市 市 17名
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年 月 日 内 容 実 施 場 所 参加 者 数

平 成 9年

1月 24口

会員 企 業 見 学

い コー ガ アイ ン トー プ

。概 要説 粥、見学

。意 見 交 換

。助 言者 の感 想

甲賀 町 8名

2月 18日 会員 企 業 見 学

新 江州 鶴 日野 工場

。概 要説 朔、見 学

。意 見 交 換

。助 言 者 の感 想

日野 町 14名

3月 18日 1。 講 演 「厳 しい 時代 の経 営方策 とこれ か ら

の異 業種 交流 の あ り方 」

助 言 者  新 庄秀 光 氏

2。 「交流 プ ラザ につ い て」 会員 各位 の所感

3.ア ンケ ー ト結 果 につ い て

4.今 後 の活 動 。運 営 につ い て

5。 懇 談会

つがやま荘

(守 山市 )

12名

イ .当 協会か ら生まれたOBグ ループの側面的支援

・ OBグ ループの実績 (参 考 )

グ  ル プ 名 設 立年 月 日 会員 数

(名 )

例 会 等

(回 )

備 考

カ オ ス 60 S61.4,1 12 10 S62,6.1

H4。 10.1

カオス。ハイテク(協 )設 立

鶴カオス 設立

テ ク ノ ス 61 S62.4.1 6 1 1 H4,4.8 テクノスク
゛

,―ン(協 )設 立

オ ラ クル 62 S63,4。 1 9 10 Hl.12.1(協 ),ヽンクス 設 立

(メ ン′ヾ―はレイテック88・ テクノス61を 含 む )

レイ テ ンク 88 Hl.4.1 8 18 Hl。 12.1(協 )ハンクス 設 立

(メ ンアヽ ―゙はオラクル62・ テタノス61を 含 む )
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設 立年 月 日 会員 数

(名 )

」ll会 等

(回 )

備 考グ ル ー プ 名

9ミ ン グ ル 89 H2.4,1 1 1

STAGE90 H3.4.1 8 15

12 H9,3,31(協 )滋賀ミムテック設立Hybrid91 H4,4。 1 10

18スタデ ィオ ン 92 H5.4.1 8

H6。 4.1 15 12びわプラザ 98

I18.4.1 15 12ユ ニ コ ム 95

②磯合化促進事業

異分野の技術 力や市場、経営力な どを融合 させて、技術 開発、新製 品開発、市場開拓

な どを行 い、薪事業 を開拓 してい こ うたい う経営資源の 「融合化」の動 きはます ます活

発 ‡こな り、また、その成果 も生まれつつあ ります。 同時によ り広い事業機会 と協力可能

な企業の相互確保 を 目的 として、一定地域 肉でのグループ活動か ら多数 のグループ とネ

ッ トワー クを作 る勒 き、交流活動領域の広域化 がますます活発 になつています。

ア .滋 賀 県 異 業種 交 流連 合会 の運 営

県 内異業種 交流 グル ー プ の連 合組 織 で あ る 「滋賀 県 異 業種 交流 連 合 会 」 (平 成 3年 7

月設 立 、 18グ ル ー プ)の 事務 局 と して交 流 大会 の 開催 や 各委 員 会 の 開催 、 FAXに よ

るネ ッ トワー クの推 進 等 、活発 に展 開 しま した。

。滋賀 県 異 業種 交流 連合 会 の活 動

実 施 場 所年  月  日 内 容

工 業 技 術 振 興 会館平 成 8年

4月 23日

企 画委 員 会  全 体会

,各 分科 会 の報告

。近 畿 ブ ロ ック技術 。市 場 交流 プ ラザ滋 賀 大会

につ い て

5月 17日 イ ンターネ ッ ト・ ホームペー ジ開設 に関す る

アンケー ト実施

5月 31日 海外戦略に関するアンケー ト実施
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年  月  日 内 容 実 施 場 所

6月  7日 役 員 会 。幹 事会

収 支 報 告 、役 員 改選 、事 業 計画 、予 算案 につ い て

近 畿 ブ ロ ック技 術・ 市場 交流 プ ラザ につ い て

工 業技術 振 興 会館

6月 11日 イ ンターネ ッ ト活用 による企業経営のあ り方セ ミナー

1.イ ンターネ ッ トが企業経営を どう変 えるか

講師 仰 NABA 代表取締役 高 田容治 氏

2.具 体的なホームページの作成方法

ダイ ワNVCの 利用

講師 大和証券伽企画部 次長 丸茂 敏 氏

参加者 :57名

工 業技術 セ ン ター

7月 4日 成 安 造 形 大 学 との交流 会

概 要説 明 、 キ ャ ンパ ス見 学 、

講演 「産 業 と意 匠・ デ ザ イ ン」

講 師  造形 学部 長  大原 雄寛  氏

意 見 交換             参加 者 :26名

成 安 造形 大 学

9月  9日 近 畿 異 業種 交流推 進 連 絡 協議 会  幹 事 会 (財 )京 都 産 業 情報

セ ンター

9月 13日 企 画委 員会  全 体会

・ 各 分科 会 か らの報 告

・ 近 畿 ブ ロ ック技術 。市場 交流 プ ラザ につ い て

。平 成 9年度 県 大会 につ い て

つがやま荘

月 7日

月 7日

近 畿異業種 交流推進 連絡協議 会 総会

近 畿 ブ ロ ック技術 。市場 交流 プ ラザ 滋賀 大会

新 たなネ ッ トワークの構築 に向けて

講演 「大競争 時代 における産業技術の革新」

日本経済新聞社  上岡 義雄 氏

第 1分 科会 「新たな事業分野への挑戦」

第 2分科会 「ボーダー レス時代の企業戦略」

第 3分科会 「情報化時代 にお けるマルチ メデ ィア

の推進」

交流懇親会      参加者  250名

)(指営ア
°

)ンスホテル

11月 12日 情 報化 施 設 見学会

1,新 世代 通信 網 実験 協議 会 (BBCC)
2.(財 )マ ル チ メデ ィア振 興 セ ン ター 参加 者 :14名

京都府 学研都市
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実 施 場 所年  月 日 内 容

滋 賀 県 立 大 学12月  4日 滋 賀 県 立大 学 との交流会

概要説 明

研究内容 の紹介・ 質疑

キャンパ ス見学

意見交換 参加 者 :28名

タイ、ベ トナム平 成 9年

2月 16日

～ 22日

海 外視 察

バ ン コク 。ホー チ ミン7日 間

日系進 出企 業訪 問 、工業 団地訪 問

輸 出加 工 区視 察         参加 者 : 4峯

工 業技 術 振 興 会館企画委員会 全体会

・ 各分科会の報告

。平成 9年度滋賀県異業種交流大会 について

。意見交換

3月 14日

。FAXネ ッ トワー クの推進

異業種交流連合会 の会員約 280名 に対 し、様々な事業等の情報 を FAX通 信 によ

り、迅速 に提供 しま した。

Netし がの発行   10回

イ .融 合 化 セ ン ター の運 営

元年 度 に設 置 され た融 合化 推 進 室 (融 合 化 セ ンター )の 運 営 に携 わ り、 異業 種 交流 活

動 の情 報発 信 基 地 と して の機 能 充実 を図 りま した。

主要 事 業

。融 合 化相 談等

・ 異 業種 交流 室 の利 用

。融 合 化 に 関す る情 報 提供

。融 合 化 に 関す る図書 の貸 出 し

・ カ タ ライ ザー の派 遣

・ 情 報機器 の利 用

7_ j董 弓浄 T筆 交 流 促 進 事 業

産学 官 連携 の土壌 形 成 と研 究 交流 ネ ッ トワー ク確 立 のた め、 「産 学 官 交 流促 進 協議

会 」 の 開催 を昨年 に引 き続 き行 うと ともに、 「しが FAコ ン ツー シア ム」 の全 面 的支 援

を行 い ま した。
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ま た 、新 規 事 業 と して 「デ ザ イ ン産 業 活性化 事業 」 の展 開お よび 、 「滋 賀 ウェル フェ

ア テ ク ノハ ウス研 究会 」 の運 営 を積 極 的 に行 い ま した。

①産学官交流促進協議会の開催

。委 員

内  容

氏 名 所    属 名 役 職

橋 本 隆 治 (社 )滋 賀工業会 事務局長

田 村 重 明 滋賀県商工会議所連合会 事務 局長

榎 森 幸 男 滋賀 県 商 工会 連 合会 専務 理 事

中 川 源 吾 滋賀県 中小企業団体 中央会 専務 理 事

渋 田 義 行 龍 谷 大学 REC部 長

木 野  朔 立命 館 大 学 BKC,エツ
゛
ンオフィス島果J驚

山 田  奨 成 安 造形 大学 生涯学習センタい万斤J琵

)|1口 逸 司 滋賀 県 立大 学 総務 課 長

浅 井  勉 滋 賀 県 商 工 労働 部 商 二課 長

大 槻 員 一 滋賀 県工 業技術 セ ン ター 所 長

畑  信 夫 (財 )滋賀 県 工業技 術 振 興 協会 副理 事長

年 月 日 内 容 開 機 場 所

8。  5.17 <第 1回 協議 会 >
。話題 提供 「ア メ ジカ にお け るベ ンチ ャー振 興策

につ い て J

滋 賀 県 工業技術 セ ンタ・・―所長

。各機 関の事業概 要 につ い て

滋 賀 県 商 工 労働 会館

4階 A会 議 室

<第 2回 協議 会 >
。話題 提供 「国の平成 9年度 重 点施 策 につ い て J

近 畿 通 商産 業 局 商 二部 技術 企 画課

「これ か らの技術 基盤 につ い て」

滋 賀 県商 工労働 部 商工課

。滋賀 県科 学技術 振興 プ ラザ につ い て

・ 各機 関の事業概 要 につ い て等

滋 賀 県 商 工 労働 会館

6階 A会 議 室

8. 9,17

8,12.19 <第 3回 協議 会 >

・ 各機 関の事業概 要 につ い て

。滋賀 県 立大 学 の概 要 お よび見学

滋賀県立大学
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年 月 日 内 容 開 催 場 所

9, 3。 25 <第 4回 協議会 >

・ 平成 9年度重点施策 について

。滋賀県産業高度化推進委員会の報告

・ 各機 関の事業概要について

滋賀県商工労働会館

4階 B会議室

② 感が FAコ ン ソー シアム支 援事 業

平成 5年度 に結成 した 「しが FAコ ン ノー シア ム」 は、研 究 活 動 を 中心 に取 り組 み 、

本年 度 は 5回 の例会 お よび合 計 22回 の研 究会 (4研究 会 )を 実施 しま した。

産 学 官 の、有機 的 な連 携 を通 して FA関 連 技術 な どの レベ ル ア ップ に寄 与す べ く、 当

協会 は事務 局 と して全 面 的 に支援 を行 い ま した。

<会  員  数 >会 員 企 業 -40社  特別 会員 -89泰 (大 学 )、 13名 (公 設 試 )

内  容

開 催 場 所年 月 日 内 容

ホ テル

ニ ュー オ ウ ミ

8. 6. 4 <第 1回 例会 >・ 総 会
。講 演

「今後の技術競争 に勝つために」

大阪大学 工学部長 鈴木 酔 (ゆたか)氏
「ネ ッ トワー ク新時代」

日本電気 (株 )本 部長 多 田 昌弘 氏

・ 交流会

龍 谷 大 学

8. 7.30 <第 2回例 会 >
―画像認 識 ―
。テー マ ガ イ ダ ンス 龍 谷 大 学  教授  壷 井 芳 昭  氏
。「遠 隔操 作 と立体視 」

龍 谷 大 学  教授  岩 本  太 郎   氏
。「画像 旭 理 とセ ンシ ング」

三菱 電機 (株 ) 部長  宇佐 美  照夫  氏

立命 館 大 学

8. 9。 25 <第 3回 例 会

―イ ンテ ジジ

・ テ ー マ ガ イ
。「イ ンテ リ

神 戸 大 学

・ 「日本 電 装

ァ ン ノー

>
ェ ン

ダ ン

ジ ェ

にお

(株 )

卜制御 一

ス 立命 館 大学 教授  井 上 不口夫  氏

ン ト制御 の技術 を概観 す る」

教授  北村  新 二   氏

け るイ ンテ リジ ェ ン ト生 産 」

部 長  日比   均   氏
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年 月 日 内 容 開 催 場 所

8.11.15 <第 4回 例 会 >一 見学会 ―
。 (財 )ソ フ トピア ジ ャパ ンセ ン ター (岐 阜 県 )

・ 三菱 電機 (株 )名 古屋 製 作所

①講 演 「FAシ ステ ムの将 来動 向」

FAシ ステ ム部   次長  片桐  氏

②見学
FAコ ミュニ ケ ー シ ョンセ ン ター

(財 )ソ フトと
°
アシ

゛
ャハ

°
ンセ

ンター

三菱電機 (株 )

9。  1.21 <第 5回例 会 >
一生産 管理 と情 報 システ ム ー

・ 「最 近 の生産 管理 と情報 システ ム J

龍 谷 大 学  教授   法 雲  俊 邑 氏
。「京 セ ラの ア メーバ ー経 営 」

一情 報化 で 引 き起 こす 経 営革新 一

京 セ ラ コ ミュニ ケー シ ョンシステ ム

取締役  北村   寛
・ 交流 会

(株 )

氏

龍 谷 大 学

。研 究 会

研 究 会 名 主 宰 参加 企 業数 例 会 回 数
ロボ ッ トの有 効 活 用

利 用研 究会

立命 館 大学

前 田教授

13社
(15名 )

5回

画像 認 識研 究 会 龍 谷 大 学

壷 井 教授

15社
(15名 )

6回

生産 管 理 と情 報 システ ム

研 究会

龍 谷 大学

法 雲 教授

17社
(19名 )

6回

イ ンテ リジ ェ ン ト制御

利 用研 究会

立命館大学

井上教授

15社
(18名 )

5回

③デザ イン産業活性化事業

滋賀県 内のデザイナーお よびデザイン関係 団体の組織化 を行い、デザイ ン業界 の活性

化 を図 ることによ り、県 内産業振興 に寄与す ることを 目的に、滋賀県工業技術セ ンター

か ら、 「デザイ ン産業活性化事業」の実施委託 を受 け、取 り組みま した。

①デ ザ イ ン フォー ラム SHIGA(略 称 :DFS)の 組 織化

設 立総 会   平成 8年 10月 29日

会 員 数   法人 会員 !22企 業

個 人 会員 :37名

事 業概 要   情報 提供 事 業

交流 事業

人材 育成 事 業

地域 活性 化 事業
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・ 内容

開 催 場 所内 容年 月 日

工 業技術 セ ン ター<デ ザイ ンフォー ラム SHIGA」 設立発

起人会 >

8, 6。 17

工業技術振興会館8.  7.  2 <第 1回 設 立準備 委員 会 >
。設 立趣 意 書 、規約 の作 成 につ い て

。作 品展 (展 示会 )講 演 会 の 開催 につ い て

。そ の他

工業技 術 振 興会 館8. 7.19 く第 2回 設 立準備 委員 会 >
。作 品展 (展 示会 )、 講演 会 の 開催 につ

ヤ`
ψ
て

。会員募集方法について

。その他

勤労福社会館 (ウ イン

クバ
°
レス車津)308中 会議室

<第 3回設 立準備 委員 会 >
。設 立趣 意 書 お よび規約 の審議

。加 入 申込 書 、呼 び か け ジー フ レ ッ トに

つ い て

。平成 8年度 事業 につ い て

設 立総 会 お よび第 1回 セ ミナー の 内容

第 2回 セ ミナー の 内容 お よび展 示 会

次年 度 事 業 計画 につ い て

会 員募 集 スケ ジ ュール につ い て

8.  8.  9

「テ・サ
゛
インフォーラムSHIGA」 会員募集活動開始8. 8.20

工業 技術 振 興 会 館<第 4回 設 立準備 委員 会 >
。設 立総 会 につ い て

・ 役 員 の選 出 につ い て

。会員 募 集 につ い て

。そ の他

8. 9。 27
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年 月 日 内 容 開 催 場 所

8.10.29 「テ
ヾ
サ
｀
インフォーラムSHIGA」 5巻 丈旦ノ(=学 高議

。経 過 報 告

・ 役 員 につ い て

ウインタバ
°
レス草津3F

8。 10.29 デ ザイ ンイフォー ラム SH IGA設 立総 会

・ 設 立総 会 (規 約 承 認 、役 員 選 出、予算

案 。事 業 計画案 等 の決議 )

・ 記念 講 演 会 「ア ノニマ'ス ・ デザ イ ン滋

賀 の旅 」

講 師 :GK道 具 学研 究所 所 長 山 口昌伴 氏

参加 者 78名
。記 念 パ ー テ ィー (DFSマ 中クヨンヘ

°
審査、表彰等)

ウインクバ
°
レス革津3F

クサツtエストと
°
アホテル2F

8.11.22 <第 1回 運 営委員 会 >

・ 交流 作 品展 につ い て

9,  2.  8 Discover SHIGA「 滋賀を発見する旅」実 施

・ Discover SHIGA展 作 品 の 取 材 (′
ヾスの旅)

長 浜市 、彦 根 市

9, 2.18 Discover SHIGA展 作品募集

9, 3。 19 セ ミナ ー

「魅 力 あ るデ ザ イ ン地域 づ く リヘ 」

講 師  (株 )ワ イ エ スデ ザ イ ン

代 表 取 締役  吉川  博 教

参加 者

氏

42名

と
｀
ハ
｀
ンティ彦根

9,3。 19

～  24

「Discover SHIGA展 」 開催 ヒ
Sハ Sン

ティ彦根 ウォ単クィン

キ
｀
ャラリー
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④「滋黄ウェルフエアテクノハウス研究会」の運営

通 商産 業省 工業 技術 院 の 医療 福祉機 器 技術研 究 開発 制 度 の一 環 と して平 成 8年 10月

に完 成 した 「ウェル フェアテ ク ノハ ウス滋 賀 (介 護 機器 の家 )」 を利 用 して福 祉 関連 産

業 振興・ 育成 お よび これ らの分 野 の研 究 開発・ 事 業 家 の支 援 を行 うこ とを 目的 と し 「機

器 利 用 者 指針 」 お よび 「機 器 開発 指 針 」 を作成 す る こ とを 目指 し、産 。学・ 官 か らな る

研 究会 「滋賀 ウェル フェアテ ク ノハ ウス研 究会 」 を組 織 す る と ともに、 「計測 調 査 ワー

キ ング グル ー プ」 「社 会調 査 ワー キ ング グル ー プ」 を設 置 し、本年 度 は、初 期 段 階 と し

て必 要 な情報 の収集 お よび調 査 を行 い ま した。

。研 究会 委員 (順 不 同 )

役 職 氏 名所 属

教 授 飯 田 健 夫立命館大学 理工学部

教 授 牧川  方 昭立命 館 大 学  理 工学 部

教 授 田中 勝 之滋賀県立大学 工学部

教 授 福 田 員輔滋 賀 医科 大 学  医学部

奈倉  道隆龍 谷 大 学  社 会 学部 教 授

柴 田 献 一成 安 造形 大 学 教 授

増 田 敏 雄(社 )滋 賀工業会 専 務 理 事

西河 勝男(株 )暁 電機 製 作所 代 表 取 締 役

有 本  達也オ プテ ックス (株 ) 取締 役 副社 長

中村 脩関西 電力 (株 )滋 賀 支 店 お客きまチーフマネいン
｀
ャー

根 岸  靖 雄グンゼ (株 )滋 賀研究所 所 長

森   建 司新 江州 (株 ) 代表 取締 役 社 長

大石  光 次東陶機器 (株 )滋 賀工場 工  場  長

中川  善一高橋 金 属 (株 ) 専務 取締 役

所 長 柚 田 貞Б松 下 電器 産 業 (株 )空調 研 究所

部 長 浅海  広俊ナショナル住 宅 産 業 (株 )(ら し文化研究所

副 理 事 長 畑 下  圭 子(社 福 )清 祥 会

課 長 鈴 木  啓進近 畿 通 商産 業 局機 械 基礎 産 業課

室 長 千葉  文子滋 賀 県健 康 福祉 部レイカテ
や
ィア推 進 室

常 務 理 事 犬井  正 夫(財 )レ イ カデ ィア振 興 財 団

所 長 小 嶋  寿 一滋 賀 県 立福祉 用 具セ ンター

課 長 浅井  勉滋 賀 県 商 工 労働 部 商 工課

所 長 大槻  員一滋 賀 県 工業 技術 セ ン ター

副 理 事 長 畑   信 夫(財 )滋 賀県工業技術振興協会

委員 長

-75-



・ 委員 会 の 開催

。WGの 活 動

年 月 日 内 容 開 催 場 所

8. 10.  8

<第 1回 委員 会 >
。委員 紹 介

。議  事

設 置 要綱 の承認 につ い て

委員 長 の選任 につ い て

平成 8年度 事 業 計 画 お よび予算 につ い て

滋 賀 県長 寿社 会 福祉

セ ン ター 2階会議 室

149 <第 2回 委員 会 >
。平成 8年度研 究概 要 につ い て

計測 WG、 社 会 WG
。平成 9年度 事 業 計 画他 につ い て

ホテルニ ューサイチ

アネ ックス 3階

年 月 日 内 容

8,11,18 ワー キ ング グル ー プ会議

(1)「 ウェル フ ェアテ ク ノハ ウス滋 賀 」 の見学

(2)会 議  平成 8年度 のWGの 進 め方 につ い て

8.12.17

9,  3.  4

社会調査WG滞 在実験

自立度の異なる 3名 の被験者 とその介護者 を招いて、設備 。機器 の使

い勝手、使用状況 について観察お よび聞き取 り調査 を行 つた。

8,12.25

9, 1,30

9,  3.17

計 測調 査WG滞 在 実験 に よ る計測

(1)リ ビング と和 室 との 間 に設 定 され て い る段 差

(2)シ ステ ム キ ッチ ンの調 理 、洗 い 、水 道 カ ラ ン操 作

(3)電 動 立 ち上 が り補 助 椅 子

につ い て 、動 作解 析 装 置 、生理 情 報 計測 装 置 、身 体接 触感 覚 計測 システ

ム に よ り、評 価 を行 つた。
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8_ 滋 賀 県 科 学 技 術劇 辰 興 プ ラ ザ 開 催 事 業

今 日の我 が 国 を取 り巻 く現状 は、経 済や 産 業活 動 の グ ローバ ル化 。ボー ダ レス化 と技

術 革新 や 高度 情 報化 の進 展 な ど、 内外環 境 の急 速 な変化 は 国 内市場 の熟 成 と相 ま つて 、

産 業構 造 の変 革 を迫 られ てい ます。

本 県 産 業 も加 工組 立型 産 業 を 中心 に発 展 して きま した が 、 この傾 向 は全 く同様 で あ

り、今 後 の技術 振興 と新 しい産 業 を創 造 して い くた めには 、学 術 。研 究機 関の知 識 資源

の活用 と産 学 官 の有機 的 な連 携 関係 を構 築 して い くこ とが不 可欠 で あ ります 。

この よ うな状 況 を踏 ま えて 、科 学 技術 情 報 の提供 を行 い 、科 学技 術 に 関す る普 及 啓 発

と意識 の高揚 を図 る こ とを 目的 と して、 「滋賀 県科 学技術 振 興 プ ラザ」 を 開催 しま し

た。

① 開催 日時

平成 8年 11月 28日  午後 1時 か ら午後 5時

②開催場所

クサツ・エス トピアホテル 草津市西大路 4番 32号

③参加者数

200塔

④ 内  容

。基調講演

「近未来に向か う新技術 。新産業 と産学官連携 のゆ くえ」

日刊工業新 聞社  TRIGGER編 集長 森野 進 氏

シンポジ ウム

「これか らの技術 開発 ―産学官連携か ら見えるもの一」

コーデ ィネーター

滋賀県工業技術セ ンター所長 大槻 員一 氏

パネ ラー

立命館大学教授 総合理工学研究機構長  田中

龍谷大学教授  REC副 セ ンター長 堀川 武

滋賀県立大学教授  工学部長 東村 敏延  氏

(社 )滋賀工業会産業技術委員長 柴 田 五郎 氏

道 七  氏

氏
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業 務 報 告 (H)

― (旧 )滋賀県立信楽窯業試験場編―



I 0 総 説



昭和 2年 4月  商工大臣設置の件認可、経営経費13,022円 臨時建設費51,223円計上、 5月 7日 滋賀県告示第175

号を以て滋賀県窯業試験場と称する。

昭和 3年 5月 新築竣工

昭和25年 4月 滋賀県立信楽窯業試験場と改称

昭和37年 3月  図形鋳込成形室新築

昭和39年 9月 乾燥試験室新築

昭和42年 2月  本館改築 (総工費18,360,000円 RC造 2階建)

昭和46年 3月 開放試験室ならびに試作成形室新築 (総工費28,562,000円RC造 2階建)

昭和50年 3月  調土室棟、物品倉庫および車庫新築 (総工費69,430,000円 )

昭和54年 3月  第 1・ 第 2焼成開放試験棟新築

昭和55年 9月 第 1焼成開放試験棟 2階増築 (総工費2,950,000円 )

平成 7年 12月  調土室棟、物品 1・ 2階改修 (総工費8,137,000円 )

平成 9年 1月 本館相談室改修 (総工費8,858,000円 )

平成 9年 3月  渡廊下新築 (総工費4,635,000円 )
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2 敷 地 建 物

滋賀県甲賀郡信楽町大字長野498番地

7,561.23平 方メー トル

3,235.22平方メー トル

○所

○敷

○建

(内

1浄化構

地
　
地
　
物

在

訳)

本          館

開放試験室並びに試作成形室

固 形 鋳 込 成 形 室

肉 厚 大 物 乾 燥 室

調 上 室 棟

第 1焼 成 開 放 試 験 室

第 2焼 成 開 放 試 験 室

そ    の    他

○建 物 配 置 図

60782平 方メー トル

576.00平方メー トル

90,90平方メー トル

6300平方メー トル

69804平方メー トル

612.00平方メー トル

201.05平方メー トル

38641平方メー トル

型合は
'

排水処理設備

技術相談室 i

試|+作 成卒

調 上室

クーリングタワー

第 境成
=i

第 境成

“

幽

大物乾燥年使

"i

t夕t■ 便 所

|

1 奄,tl(

と_________― 一―

1擁■草|

本 套亡 lF

本 βt ?F

技術相談室 2

X線字精竹測定イ
(1)

務常♪J定 卒 (Ⅱ !

物性年
色調測定室 釉薬試験室CC室 釉葉食料牢

デサ イン給付牢
睡

辟

図書館資料室E福幸 化学分析室倉庫 車庫

llJH形 鋳込卒

施釉生
」
鋳込成形室

原型室
|||  ド
ロクロ成形室

戦員生場長卒 事務生

趾

会議室
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3.1組織と業務内容

滋賀県商工労働部商工課

信楽窯業試験場

指 導 係

|

技術支援

新製品の開発

後継者の育成

制度金融に関する相談受付

庶務・ 出納関係事務

研究開発係

生産技術の確立研究

新素材・新技術の開発研究

依頼試験 。分析

場   長

主任専門員

指 導 係

専 門

技   師

技   師

業 務 員

研究開発係

専 門 員

菖1 係 長

主   査

主 任 技 師

主 任 伎 師

(兼)(本 。

員 (兼)係長 (技術)

長 (技術)

査 (事務)

査 (技術)

査 (技術)

事

福村  哲

伊藤 公一

奥村  篤

川口 雄司

西尾 隆臣

中西 滋美

高畑 宏亮

大谷 哲也

村田友技子

今西 康博 (兼 。工業技術センター参事)

高井 隆三

係副

主

主

主

主

(兼)係長 (技術)宮 代 雅夫

(技術)      黄瀬 栄蔵

(技術)     横井川正美

川澄 一司

中島  孝

工業技術センター専門員) 中村

(兼 。工業技術センター)

古紀
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派遣職員名 研 修 先

副係長

黄 瀬 栄 蔵

研  修  名

中小企業施策担当者研修課程

1週間 コース「知的所有権 と技術施

策の展開J

中小企業事業団

中小企業大学校

東 京 校

平成 8年 9月 2日

平成 8年 9月 6日

(1)平成 8年度歳入状況

一 般 会 計

(平成 9年 4月 末日現在)

科 目

款 項 目 員口

予算通知額

(円 )

調 停 額

(円 )

収入済額

(円 )

06

使用料及び手数料
2,700,000 3,282,150 3,282,150

01

使用料

06

商工使用料 窯業試験場
1,022,000 1,241,400 1,241,400

手数料

04

商工手数料

03

窯業試験場試験
1,678,000 2,040,750 2,040,750

08

財産収入
155,000 260,620 260,620

01

財産運用収入

01

財産貸付収入

05

県公舎
99,600 99,600

財産売払収入
155,000 161,020 161,020

02

財産売払収入

24

窯業試験場

03

生産物売払収入

15

窯業試験場
155,000 161,020 161,020

12

諸収入 入

０７

雑 入

０５

雑
126,000 126,004 126,004

25 経営技術等

研修講習受講料
126,000 126,000

126,000

雑入

2,981,000
ハ

計 3,668,774 3,668,774
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(2)平成 8年度歳出状況

一 般 会 計

特 別 会 計

(平成 9年 5月 31日 現在)

科 目

款 項 目 33       ヨ薔

執  行  額

円

2 総務費 01 総務管理費 07 財産管理費 H 需用費 997,040

01 社会福祉費 01 社会福祉総務費 4,985,000

13 委託料 350,000

3 民生費

15 工事請負費 4,635,000

2,781,740

01 報酬 900,000

08 報償費 1,390,000

09 旅費 439,740

11 需用費 29,000

12 役務費 20,000

01 商工業費 03 工業振興費

19 負担金 3,000

46,280,697

377,055

08 報償費 141,200

09 旅費 29,357

11 需用費 180,542

02 中小企業指導費

12 役務費 25,956

04 工技センター費 18 備品購入費 3,069,400

42,834,242

01 報酬 672,000

08 報償費 719,780

09 旅費 2,234,553

11 需用費 15,471,760

12 役務費 1,418,079

13 委託料 3,516,651

14 使用料及び賃借料 29,300

15 工事請負費 9,777,790

16 原材料費 1,291,057

18 備品購入費 7,360,772

320,60019 負担金補助及び交付金

7 商工費

02 中小企業費

05 窯業試験場費

27 公課費 22,000

ハ
計 55,044,477

目科

款 項 目 節

行

円

額執

01 商TE費
04 設備近代化資金貸

付事務費
09 旅費 6,040

01 中小企業近代化資

金貸付事業費

本
言十 6040
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7 購入設備●機器|,図書

(設備 。機器)

(相談室改修)

本館 1階の一部にある食堂、宿直室等を解体 して技術相談室 2室、更衣室およびシャワー室に改修 した。

工 期  平成 8年 10月 1日 ～平成 9年 1月 28日

(渡廊下整備)

県立施設福祉環境整備事業により本館棟と調土室棟の間に渡廊下を整備 した。

工 期  平成 9年 2月 12日 ～平成 9年 3月 25日

ロ
口口 名 規 格 取得年月日 備 考

650cc軽 4輪貨物自動車 8.  5。  27 庁用備品

カッティングプロッター
(株)ミ マキエンジニアリング

CF-120TAI
8.  6. 24

パソコン入力による文字や文

様をゴムシー ト等の素材か ら

切り出す装置

スク リー ンフ ァックス
理想科学工業 (株)

SP-180
8。  7.  1 製版機

(株)島津製作所

SGM-300PC
8 9比重測定装置

嵩比重、見掛け比重、見掛け

気孔率等の測定

低温恒温槽
シルバ リープ リンス

SP-47CI― A
9,  3.  2 5 凍害試験器

土練機
丸二陶料 (株)

MHT-5100V
9.  3.  5 軽量素地用上練機

オンライン端末機
NEC PC9821

Nr 15/S10
9,  3.  2 1 共通事務支援 システム用

イ ラス トレー ター ア ドビシステムズ 9。   3. 24 コンピュータソフ ト
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(新規購入図書)

図    書 名 著  者  名 発 行 所 名 購入年月日

美術工芸品の保存と保管 田辺三郎助 フジテクノシステム 8. 10. 22

トニー 。バー クス グラフィック社 9 6陶芸技法の手引き

カラーマック 第 2版 M.Dミ ラー,R。 ザウチャ (株)ト ッパ ン 9.  1. 16

3Dグ ラフィック 大澤秀直ほか (株)秀和システム 9 27

Shade Ⅲプロフェッシ ョナルガイ ド 岩井庸之介 誠文堂新光社 9 27

陶芸の基本 東京芸術大学 美術出版社 9。   3. 21

陶芸ノー ト 視覚デザイン研究所 9.  3. 21

陶芸 加藤 元男 マ コ ー 社 9。  3。  21

古田織部 勅使河原宏 NHK出 版 9,  3. 21

9,  3. 21唐物茶碗と高麗茶碗 小田 栄一 河原書店

世界文化社 9。  3. 21名碗に学ぶ茶碗の目利き 家庭画報

私の植物画 国立科学博物館 講談社 9.  3. 21

デ ィー・ アー ト 9.  3. 21これか ら始 めるCAD 五十嵐 進

果物・ 茸・ 木の実 ウヴェ 。ガイスラー 美術出版社 9.  3_ 21

マイセンのばら 9.  3。  21

ウ ッ ドセ ラ ミックス 岡部 敏広 内田老鶴圃 9。  3. 21

釉 (う わぐすり) 芳村 俊一 光芸出版 9,  3. 21

鈴木 静夫 内田老鶴圃 9.  3. 21水の環境科学

商学図書 小学館 9。   3. 21色の手帖

イラス トカットミニ百科⑤墨絵歳時記編 山下 秀樹 誠文堂新光堂 9.  3. 21

イラストカットミニ百科②植物編 山下 秀樹 誠文堂新光社 9.  3. 21

9.  3. 21日本史小百科 陶磁 佐々木達夫 東京堂出版

古陶磁みかたのコツ 富岡 大二 淡交社 9.  3. 21

古伊万里染付入P] 中島誠之助 平凡社 9.  3. 21
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(図  書)

図 童 名 著  者  名 発 行 所 名 購入年月日

配色ノー ト 視覚デザイン研究所 9。  3. 21

絵付けで楽 しい陶芸 9.  3. 21

もようで楽 しい陶芸 9.  3. 21

陶磁彩画 安藤 貞代 オリジン社 9.  3. 21

常滑焼と中世社会 永原 慶二 小 学 館 9.  3。  21

古伊万里 と社会 大矢野栄次 同 文 館 9
つ
０

日本やきもの史入門 矢部 良明 新 潮 社 9。  3. 21

絵付け・ 装飾技法 岸野 和夫 グラフィック社 9.  3. 21

陶芸技法の手引き トニ ー・ バ ー クス 9.  3. 21

やきものの釉薬 クリスティン・ コンスタント 9.  3. 21

陶器絵付け ハンナー・ ディブィ▼ズ 9.  3。  21

やきもの鑑定 中島誠之助 双 葉 社 9,  3. 21

野の車・ 虫・ 蝶 M。 マール・ ハル トマン 美術出版社 9
つ
０

マイセン様式の絵付技法とその変遷 バーバラ。フリューゲル 9.  3. 21

縁どり。縁飾 り ウヴェ・ ガイスラー 9,  3. 21

陶磁用語辞典 雄山閣編 雄 山 閣 9.  3. 21

備前焼の技法 山本 雄一 西日本法規出版 9。  3. 21
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亜.観 究 開 発 業 務



研    究 ア マ 研 究 者

軽量陶器の開発研究
―無機 中空体 (フ ライアッシュバルーン)を利用 した軽量化 (第一報)一

釉薬調合の合理化に関する研究 (第 二報 )

―ミキサー混合による釉薬調合について一

中空樹脂粉末を利用 した多孔質軽量陶器の研究 (第 二報 )

一易焼結性アル ミナ素地―

湿式プ レス成形用樹脂型 の試み
一樹脂枠 を用いた型 ―

低粘土質素地の焼結特性 (地域産原料の活用研究 )

力 )長石の結晶系 と県南部の長石資源 (地域産原料の活用研究 )

資源 に関す る調査・研究

都市景観材料の研究
―情報媒体 としての陶器の開発―

ジビングウェア製品の開発研究 (住 まいのエクステ ジア展 '96)

宮代 雅夫
黄瀬 栄蔵
川 口 雄司
横井川正美

中島  孝

川澄  一司

川澄  一司

横井川正美
福村  哲

横井川 正美

黄瀬 栄蔵
横井川正美
西尾 隆臣
高畑 宏亮

大谷
川澄
伊藤

哲也

一 司

公 一

高井

福村

伊藤

サII口

西尾

高畑

隆三

哲
公一

雄司

隆臣

宏亮

軽量陶器の開発研究
一無機中空体 (フ ライアッシュパルーン)を利用 した軽量化 (第一報)一

宮代 雅夫

黄瀬 栄蔵
川 口 雄司

横井川正美

Masao Miyadai
Eizo Kise
Yuji Kawaguchi
Masami Yokoigawa

近年、信楽焼食器はその上味や変化のある釉薬、多彩な装飾技法等手作 りのよさが受けて人気が
増 している。 しかし、一般に信楽焼は重たくて割れやす く徽び易いとい う欠点があり、 日常雑器 と
しては扱いが難 しい。今回、これ らの欠点を改善するために軽量でかつ吸水性が低 く、強度 も250
kg f/cm2以 上の素地の開発をめざした。
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釉薬調合の合理化に関する研究 (第二報 )

―ミキサー混合による釉薬調合について一

中島  孝  Takashi Nakajima

信楽焼産地 における生産工程 の合理化 は従来か らの課題 のひ とつである。 中で も釉薬調合 には、
数十種類 の原料の管理やポ ッ トミル、 トロン ミルお よび悟潰機 な どの粉砕機 が必要であ り、大変な
仕事 となっている。

そ こで平成 7年度 よ リミキサー混合 による釉薬調合 について研究 を始 めた。平成 7年度は当試験
場で使用 してい る釉薬原料 と市販釉薬の粒度測定お よび基本石灰釉 における問題点の把握 を行 つた。
本年度 は、問題 のあった石灰質原料 と数種類 の伝統釉 について比較試験 を行い、 ミキサーによる簡
易調合 の可能性 の検討 を行 つた。

中空樹脂粉末を利用 した多
許死警晏禦薙空

研究 (第二報 )
一易焼結性ア

)|1沼艶  ――〒司  Kazushi Kawasumi

本研究は易焼結性アル ミナに中空樹脂粉末を添加 して作成 した多孔質軽量陶器素地の試験である。
昨年度実施 したアプライ ト・木節粘土系素地の高強度化をおもな目的として実施 した。試験の結果、
多孔質軽量アル ミナ素地の見かけ気孔率、吸水率、かさ比重、曲げ強度等の基本的な物性があきら
かになった。

湿式プレス成型用樹階型の試み
一樹脂枠を用いた型一

)|1澄   一 司  Kazushi Kawasumi

樹脂型 の応用研究の一環 として今年度 は金枠 を用いた樹脂型の問題 を解決す るために、樹脂枠 を
用いた湿式プ レス成型用樹脂型 を試作 し、耐久試験 を実施 した。多孔質エポキシ樹脂型 の作成方法
については参考文献 を参照 されたい。

低粘土質素地の焼結特性
(地域産原料の活用研究 )

横井川正美
福村 哲

Masami Yokoigawa
Satoshi Fukumura

近年、陶磁器業界では良質粘土質原料の資源の枯渇化が懸念 されている。この対策 として、新規
鉱山の開発、外国原料の使用、低品位原料の精製などがあるが、粘土を使わない、あるいは減 らす
とい うのも一つの方向である。幸い、本県南部地域にはアプライ ト (珪長石)や蛙 目粘上の水ひ砂
などの非可塑性原料は豊富にあり、成形方法は限定 されるものの、これ らの原料を主体 とした素地
には新 しい素材感 も期待できる。本研究は、従来、成形性が劣るため、あま り研究 されなかった低
粘土質組成の素地を中心にその焼結特性を検討 したものである。

カリ長石の結晶系と県南部の長石資源
(地域産原料の活用研究 )

横井川正美 Masami Yokoigawa

窯業原料 として重要な位置 を占める長石原料 に含 まれ るカ ジ長石の結晶系について、その判別法
を整理 し、 さらに滋賀県南部地域 の長石資源 (ア プライ ト)の 結 晶系が どのよ うな状態であるかに
ついて検討 した。
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資源 に関す る調査 □研究

大物陶器で知 られる信楽焼産地においても、良質の陶土原料が枯渇化 してお り、新 しい鉱区の発

見と、未利用資源の有効活用が急務 となつている。今回、信楽地区の資源調査 と未利用資源活用試

験に参画 しボー ジングヨアの測定 と水簸分級粘上の活用試験を行つた。

都市景観材料の研究
―情報媒体 としての陶器の開発 ―

黄瀬 栄蔵

横井川正美

西尾 隆臣

高畑 宏亮

Eizo Kise
Masani Yokoigawa
Takatomi Nishio
Hiroaki Takahata

Tetsuya Ootanl
Kazushi Kawasuml
Koichi lto

Ryuzo Takal
Satoshi Fukumura
Koichi lto
Yuji Kawaguchi
Takatomi Nishio
Hiroaki Takahata

コンピュータグラフィンクスの出力機にカンテイングプロンタを用い、陶製タイル・案内板等都

市景観材料の新たな加工技術を開発 した。また新たな印刷技術による陶器の加飾を試みた。

リピングウエア製品の開発研究
(住 ましヽのエクステリア展'96)

大谷

川澄

伊藤

高井
福村

伊藤
川 口

西 尾

高 畑

哲 也

一 司

公 一

哲
公一

雄司

隆臣

宏亮

隆三

陶製エクステ リア製品の新たな需要を開拓するために、平成 6、 7年度に引き続き、都市近郊の

一般住宅の玄関や庭及び室内で使われる陶製品の試作提案を行った。
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Ⅲ 指 導 業 務0



(1)技術 ア ドバイザー指導事業

本事業は、県知事より委嘱を受けた技術アドバイザーが企業の要請に応じ、独自に解決するのが困難な技

術的諸問題について、適切なアドバイスを行うことにより、新製品及び新技術の開発を促進させるものであ

り、平成 8年度では次の指導が行われた。

(2)巡回技術指導事業

本事業は、信楽焼産地業界はじめ県内窯業関係中小企業者が当面している技術 。デザイン等の技術水準の

向上を図り、個々の問題点について指導改善するための部外専門員を招聘 し、下記の巡回指導を行った。

○一般巡回技術指導

(3)技術相談・ 技術指導

技術相談

1860件  場内1354件  現地161件

対 象

信楽陶器協同工業組合員 (158社) 県内 約40社 その他県外企業、学校など約30件
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業種 アドバイザー名 指 導 企 業 名 指 導 分 野 指導日数

窯業 出 井 豊 二 (有 )ヤ マタツ陶業 エクステリア製品の新製品開発
ワ
ｆ

(株)卯 山 製 陶 インテリア商品の新商品開発 6

(株)丸 十 製 陶 陶製スピーカー、照明具の新製品開発
貞
υ

(株 )壷 ノ( インテリア等の新製品開発 6

マルカサヤバチ ①わ 照明器具等の新製品開発 6

濱 野 節 朗 い 丸 克 製 陶 所 食品等の新製品開発 7

丸 滋 製 陶 仰 インテリア商品、陶製 コンロの新製品開発 10

日 産 陶 業 い プランター等の新製品開発
力
牡

(協)城 山 陶 器 9タイル関連の新情報入手及び施工法等のアドバイス

業   種 地 域 指 導 テ マ 部外専門員

陶 磁 器 製 造 業 信楽町内 絵付け技術 田  中 之

日   程

6/6.7. 10

村  田 肇 6/14 17.18造形デザイン技術   ・

コンピュータグラフィックス技術 山  日  重  之 2/5 6.7



(4)滋賀県地場産業デザイン向上事業 (平成 8年度)

県内地場産地の商品開発能力の向上を図るため

に実施 している事業で、専門のデザイナーを相談

役に迎え、各産地中小企業の製品開発力を向上さ

せることが目的であり、本年度は信楽陶器業界の

インテリア、雑貨商品の分野とガーデン商品の分

野について指導を受けた。

平成 8年度指導内容

○デザイン相談役

岩立 通子氏 (I.C.Tu事 務所代表)

○指 導 対 象 信楽陶器工業協同組合

インテリア、雑貨製品開発グループ18社

O指 導 内 容

『信楽焼インテリア、雑貨製品の開発』

○指 導 期・ 日

第 1111 7年度指導商品の調整、個別デザイン指導

第 2回 個別デザイン指導

第 3回 個別デザイン指導

◇

○デザイン相談役

御手洗 照子氏 (T.POT事 務所代表)

個別デザイン指導 (岩立)

○指 導 対 象  信楽陶器工業協同組合

信楽焼ガーデン商品開発グループ 17社

○指 導 内 容

『信楽焼ガーデン商品の開発』

○指 導 期 日

第 1回 現在のガーデニングブームに関する考察

第 2回 信楽におけるガーデン商品の開発について

◇

これまで実施 してきた、食卓用品のデザイン開発

は産地業界の中核になるまでに成長 し、当初の目的

が達成されたが他の部門では輸入製品、競合する他

産地の製品に大きな影響を受けている。いっぽう各

消費地の小売業界は専門店化が進み、陶器業界 も同

様の状況になってきている。産地業界においてはこ

うしたライフスタイルの多様化に対応 した体制づ く

りに真剣に取組み始めている。今年度 も引き続きイ

ンテリア、雑貨商品と新たにガーデエング関連商品

の開発指導を、岩立相談役と御手洗相談役に依頼 し

て新規分野商品の開拓を行い、産地の活性化に結び

つける。

指導製品選定 (岩立)

第 2回講習会 (御手洗)第 1111講習会 (御手洗)
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(1)産地創豊総合推進事業

平成 4年度より、県内地場産地の新たな創生にかかわる事業を総合的に推進 し、地域の振興を図ること

を目的に、各産地組合を対象に設けられた補助事業であり、本年度については、信楽陶器工業協同組合を

対象に実施し、当場からも技術支援を行った。

○対象産地組合 信楽陶器工業協同組合

○対 象 団 体 開発委員会

○テ ー  マ 信楽焼製品の需要開拓

○事 業 内 容 産地創生総合推進事業および、地

域産業活性化推進事業で開発 した製

品を、 リビング製品 (水 。音 。あか

り。緑に関する製品)と して、商品

化を図る。 これら商品を広くPRし、

需要を喚起 し開拓することにより、

新製品の推進と、産地振興が期待さ

れる。

○事 業 内 容 ①事業推進委員会を組織 して、事

業を推進する。

②商混ュ化を図り、需要を促すため

のパンフレットを作成する。

③需要開拓のための、展示会を開

催する。

O委託デザイナー (有)ケ イ 。フ
°ロジェクト

宮島 慎再

流通ア ドバイダー  川日 俊哉

○実 施 期 間 平成 8年 4月 1日 より平成 9年 3

月31日 まで

○事 業 予 算 4,500千 円  (補助2,200千円)

○事 業 経 過

平成 8年

6月 29日

8月 7日

8月 30日

9月 24日

11)q12日

11月 29日

1月 22日

2月 8日

2月 24日

3月 3日

～ 8日

3月 11日

～14日

3月 24日

事業説明会

新製品開発委員会の開催およびデザ

イン協議 I

デザイン協議 Ⅱ

デザイン協議Ⅲ

各事業所順次巡回 し、制作製品につ

いて協議検討。

制作製品についての指導および、今

後の事業の進め方について協議検討。

製作製品についての、最終チェック

およびモニター展示・ 展示企画・ 展

示会出動依頼について協議検討。

パンフレット制作・ モニター展示 9

展示の準備について協議検討。

価格設定について協議検討

モニター調査

展示発表会 (ホ テル&レ ストランショー)

事業総括および、モニター調査の報告

謬 !
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(2)滋賀県地域産業活性化推進事業

中小企業が発掘した、地域の産業起こしの芽を事業として具体化させるため、中小企業者の起業化段階

における商品開発、市場開拓等に対する補助事業であり、当場が技術支援を行った。

O事 業 主

支

組

団

業

象

象

事

対

対

テ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

体 中小企業庁

滋賀県中小企業指導課

援 滋賀県立信楽窯業試験場

合 協業組合八幡瓦製作所

体 事業実施委員会

マ 製品不良品の再資源化と瓦素材の

特性を活かした商品開発

不良瓦のシャモットを用いて乾式

プレス成形用、湿式成型用の雰土調

整試験を行 った。 この上によリタイ

ル、敷瓦、ブロック、看板等の景観

材料を製作 した。

また従来の瓦土を用いて置物、食

卓用品、ステイショナリー等小物製

品の商品開発を行 った。合計10数品

目300余点を製作 し、 これ らの販売

を促進するためのパ ンフレッ トを

1000部作成 し関係業界に配布 した。

上條栄治

乾式 福原 成雄

湿式 村田 肇一

千賀 伸一

大浪 真理

1,000千円

平成 8年 7月 1日 より

平成 9年 3月 31日 まで

○事 業 経 過

平成 8年 7月 4日 事業説明会

8月 7日 事業実行計画

9月 28日  調査報告会

第 1回デザイナー会議

11月 9日  基礎試験結果報告会

2回デザイナー会議
ノぐンフレット作成言十画

平成 8年10月 ～平成 9年 3月 パ ンフレット作成

平成 9年 3月 26日  事業結果報告会

[調  査]

平成 8年 7月 29日  京都府大江町

8月 19日 ～20日 東京都世田谷区用賀

9月 17日  岐阜・ 名古屋

[試験研究]

(1.調合試験)

平成 8年 7月 ～平成 9年 2月

乾式土 (プ レス用)湿式上 (押 し出し、鋳込持自

硬性等)の調整

(2.試作試験)

平成 8年 12月 ～平成 9年 1月

乾式 (半乾式):タ イル、ブロックの試作

平成 8年 11月 ～平成 9年 3月

湿式 (押 し出し、鋳込み、自硬性等):陶板、プ

ランター、置物、小物製品の試作

O事 業 概 要

○委託専 門 家

○委託デザイナー

算

間

予

期

業

施

事

実

Ｏ

Ｏ

自硬性素地によるタイルの試作成形
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(1)窯業技術者養成事業

本事業は、県内窯業技術の振興をはかり、陶器業界の経営改善に資するために必要な窯業技術者の養成を

行っている事業である。人材難といわれる中、産地の活性化につながるとして、ますます業界の期待が高まっ

ている。

O平成 8年度の修了生 (15名 )

研 修 生 氏 名 専 攻 科 目 進 路

今   井   利   幸 大  物  ロ ク ロ 科 |い 山 文 製 陶 所

石 田 ち ひ ろ 大  物 ロ ク ロ 科 ltl 壺 新

石 野 行 道 /1ヽ 物 ロ ク ロ 科 明 山 陶 業 伽

高 田 篤 子 小  物 ロ ク ロ 科 い 彩

安 河 内 淳 子 /1ヽ 物 ロ ク ロ 科 い  陶    光    庵

小 谷 日 以 呂 /1ヽ 谷 光小  物 ロ ク ロ 科

成 田 幸 村 小  物 ロ ク  ロ  科 い  宗 陶 苑

松 本 浩 明 /1ヽ 物 ロ ク ロ 科 草 土 宝

釉 薬 科 か  お  る  陶  房大

一
西

原   拓 也

学林 釉 薬 科 ′よヽ 物 ロ ク ロ 科

徳 地 祐 二 素 地 焼 成 科
|

自 営

上 嶋 英 樹 素 地 焼 成 科
|

lkl 新  柳  北   信

甲 斐 久 美 子 絵 付 科 伽 現 代 壁 画 研 究 所

水 谷 健 悟 絵 付 科
|

/よヽ 物 ロ ク ロ 科

小  川  千  登  世 デ  ザ  イ  ン  科

(2)学外 実 習生 の受 け入 れ

平成 8年度は龍谷大学理工学部物質化学科より3年生 2名 の受け入れを行った。

・ 荒田徳之

・ 木村武司

実習期間

。平成 8年 8月 26日 ～ 9月 13日

実習内容

e製陶工場見学

・ 多孔質軽量陶器の物性評価

・ X線分析

-95-



(3)産地 育 成 指 導 事 業

○信楽陶磁器研究会

陶磁器産業にたずさわる者で構成 し、信楽陶器産業の発展に寄与することを日的に昭和62年に発足。講演

会、研修会等をとおして、多角的にやきものに関する研究を実施 している。

平成 8年度の会員数42名

「研 修 会」

水墨画と下絵付け   講師 田中 一之 氏

4月 15日 ～ 6月 10日  8日間 24時間

12月 11日

「座 談 会J

商品開発について   講師 岩立 通子 氏  インテリアスタイリス ト

4月 4日

(4)中小 企 業 技 術 者 研 修 事 業

新技術技術者研修  コンピュータグラフィックス技術

研 修 期 間 10月 15日 ～10月 19日

開 催  目 数  4日 間

研  修  時  FBE  10時間

議      義  4時 間

実      習  6時 間

受 講 者 数 20人

修  了 者  数  17赤、

研  修  場  所  講義 信楽窯業試験場

実      習  成安造形大学

講      師  講義 京都工芸繊維大学助手  中野 仁人

実      習  成安造形入学教授       入原 雄寛

同 メディアセンター     穴風 一恵

ロゴタイプや模様の制作法、写真やスケッ子の新|と ,と また、これらを組み合わせ構成する方法を研修。カ

タログの制作と、そのプリンター出力までを実習 した。

ハ ー ドウエ ア

・′フ トウエ ア

rvlacintosh

lllustrator
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0設 備 機 器 利 用

○ 県行政財産使用条例による設備利用

総数 2,308回

/卜計  626回

件 数件 数 機 械 設 備 名機 械 設 備 名

７
すクラッシャー

０
じ 摩耗試験器

1123 オー トク レーブデシンター

スタンプ ミル 10 熱分析装置

10 写真撮影装置付顕微鏡トロンミル (50キ ログラム)

45トロンミル (300キ ログラム) 16 走査型電子顕微鏡

66粒度分析装置振動 ミル

7ポ ッ トミル 17 画像処理装置

13 スクリーン印刷装置振動フルイ

15 定温乾燥機 48万能混合攪拌機

14可搬攪拌機 4 オー トグラフ

47蛍光X線分析装置コンク リー トミキサー

18 自動高出力X線回折装置 23フィル タープ レス

14真空土練機
Ｏ
Ｏ 電気炉 9キ ロワット素焼

10 電気炉 9キ ロワット本焼 8攪拌括潰機

Ｒ
υラクネール

虞
υ 電気炉 15キ ロワット素焼

つ
０ 電気炉 45キ ロワット素焼セ ラロー ラ

電気炉 45キ ロワット本焼石膏真空攪拌機 8

シリコニ ッ ト電気炉サ ン ドブラスター

ガス窯 0.4立方メー トル本焼硬質物切断機

19 ガス窯 0.4立方メー トル素焼 11プ レー トコンパ クター

油圧 プレス
会
∪ ガス窯 2立方メー トル素焼

ガス窯 2立方メー トル本焼
ｒ
∪電子天秤 48

０
じガス窯 6立方メー トル素焼デジタルマルチメー ター

凍害試験器 28 ガス窯 6立方メー トル本焼

ガス炉005立方メー トル万能試験機

-97-



○行政財産使用条例第 6条適用による設備利ナ11  小計 1,6821呵

件 数 機 械 設 備 名  1件 数

粒度分析装置 40

画像処理装置 98

機 械 設 備 名

ク ラ ッシ ャー 4

デ シ ンター 5

スタンプ ミル 20 スクリーン印刷装置 31

定湿乾燥機 250

オー トグラフ 30

26 電気炉 9キ ロヮット素焼 33

電気炉 9キ ロヮット本焼 68

トロンミル (50キ ログラム)

振動 ミル

ポ ッ トミル

振動 フルイ

万能混合攪拌機 8 電気炉 15キ ロヮット素焼 9

フ ィル ター プ レス 電気炉 15キ ロヮット本焼 8

真空土練機 86 電気炉 45キ ロヮット素焼
食
∪

攪拌橋潰機 332 電気炉 45キ ロヮット本焼

ラクネール 19 シリコニ ッヽト電気炉 25

セ ラ ロー ラ 15 ガス窯 04立方メー トル本焼 15

石膏真空攪拌機 12 ガス窯 2立方メー トル素焼

サ ン ドブラス ター ガス窯 2立方メー トル本焼

電子天秤 458 ガス窯 6立方メー トル素焼

2

1

９
じ ガス窯 6立方メー トル本焼オー トク レーブ

熱分析装置 4 ガス炉0,05立 方メー トル 50

0依 頼 試 験   総数 80成分 311件

試   験   名 受付件数 試   験   名 受付件数

定 性 分 析 5件 凍    害 試 験 41件

定 里 分 析 80成分 熱 衝 撃 試 験 27イ牛

15件 示 差 熱 分 析 6件耐

一　
ロエ

火   度   試 験

験色 試 8件 か さ 比 重 測 定 14件

耐 薬 品 試 験 11件 真   比   重   測   定 3件

耐 圧 試 験 34+牛 粒 度 分    析 26イ牛

21 イ牛 曲 げ 強 度 試 験 49イ牛

4件 摩 耗 試 験 30イ牛

吸

一
熱

一

水   率   試

験一定一潮
張

一
レ

膨
一〕

測

三
フ

一
オ 16件 成 績 書 の 複 本 (和 文 ) 1件

Ａ
口 3911牛
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当事業は、信楽窯業試験場技術担当職員が行う研究開発業務および指導業務において、部外より専門講師を

招聘し、当面する諸問題に対して、適切な解決策を検討し、より高度な指導を受けるために設けられた事業で

ある。

○平成 8年度は、次の指導を受けた。

期   日 講   師 指 導 内 容

H8. 4 23
拓
■ 剣  持  和  之 リビングウエア製品の開発について

H8.  4. 26 稲 岡 真 理 子 インテリア製品の動向について

H8.  6。  13, 14 高   橋   潔 山野草鉢関連情報について

H8.7.4 出  井  豊 リビング製品の開発について

H8。 7。 18

H8. ワ
ー 9, 30 剣  持  和  之 リビング製品評価、指導

H8.  8. 28 竹 内 き ょ う サインを中心としたエクステリア製品の開発について

H8.  8。  29 稲 岡 真 理 子

出 井 豊 二

リビング製品試作展求評会

H9.2.6 高 橋 恵 子 ガーデニング市場の動向について

H9.  2. 26 福   田   翔 下絵付け技術の指導

H9.3。 19 村 田 幸 之 助
|

下絵付け技術の指導

H9.  3. 26 川  国  祐  司 業務用食器について
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Ⅳ。成果普及 。情親提供事業



獲踊舞:非:疎1幕|1非1獲聾≧:i群軒尊群劃帯 軒‖S磐湖彗軽荘華幹

田 業界の製品開発の参考のために技術、デザイン及び市場情報等について専門家による講演会を開催 した。

○古賀 健蔵 氏  《ものの見方について》 平成 8年 12月 11日

(茶道文化研究所所長) 聴講者 30名

○稲岡真理子 氏  《現在の市場情勢と商品動向について》 平成 9年 2月 18日

(ラ イフマネジメントカウンセラー)聴 講者 26名

■ 県内関係事業所に向けて、試験場が主として平成 7年度に研究開発 してきた成果を発表 し、業界への普及

に務めた。

・ 開 催 日  平成 8年■月 8日 (金)13:30～ 16:30
。場  所  信楽窯業試験場 会議室

・発表内容                            (発 表者)

1.自 硬性素地について 第 2報                  宮代 雅夫

2.釉薬調合の合理化に関する研究                 中島  孝

(釉薬原料の粒度 とミキサー混合について)

3.中空樹脂粉末を利用 した多孔質陶器の研究            川澄 一司

(ア プライ ト、木節粘土系素地)

4.非金属鉱物資源対策事業について                黄瀬 栄蔵

。三郷山地区ボーリング調査試料の試験結果について

。三郷山地区産出粘土の活用試験について

5.リ ビングウェア製品の開発研究について             福村  哲

(住 まいのエクステリア展'95)

6.イ ンターネットの整備について                 伊藤 公一

(平成 7年度技術指導施設費)

。参加事業所数 17社

・ 聴 講 者 数 30名
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V。 そ の 他



0場 内 見 学 者 数  560人

(1)平成 8年 (1月 ～ 12月 )の調査結果

( )は平成 7年

131 (129)調査対象企業数

58人

(55人 )

1,148ノく

(1,177ノ く )

男

647人

(677ノく)
女

443ノく

(445ノく)

パ ー ト従業員数

登
　
穴

蜜
〔　
空
ヽ

ト ン ネ ル 窯

9

(10)
電  気  炉

106

(93)

53

(53)

429

(400)

233

(224)

室
〔
空
〔

油

油

灯

重

28

(20)
合    計

宝
小
　

数 ガ ス 窯

平成 7年生産高

(万 円)

生  産  高

(万 円)

目lJ 年

％

比 構  成  比

(%)

1,438,030総 生 産 高 1,476,938 102.6

114,950134,796 117.3 9。 1植   木   鉢

102.3 15.3 22
力
■

イ ン テ リ

エ ク ス テ リ

ア

　

ア

226 63

8.4 12 993花 器 123,625 101.3

51.2 766,066建 材 756,013 98.7

194,838107.5 14.2食  卓  用
回
rl日

19,042の   他そ

209,486

25,855 135_8 1.8
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その他

|

|

| |

信楽焼生産額の推移

花器

１
１
目
口

植木鉢

男

ｌ
Ｅ
Д

庭園陶器

鰺

擢
潤

建材

J

■
‐
‐

‐卜

‐

‐
寸

―

‐
―

―

一
―
■
―
‐
‐
‐
‐
‐

食卓用晶

億円

180

170

160

150

140

130

120

110

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

7E手ン 41   43   45   47   49   51   53   55   57   59   61   63   2    4    6    8
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従業員数

プじ
=許

 5051 5253 54 55 緬6 57 5859 6064 62 68 1  2  3 4  5  6  7  8

窯18~数

50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 1  2  3  4  5  6  7  8

人

1,500

1,400

1,300

1,200

1,100

1,000

900

800

700

600

500

400

300

200

100

0

基

500

450

400

350

300

250

200

150

100

50

パートタイム

女

男

電気炉

トンネル窯

4

灯油窯。重油窯

穴窯・登窯

ガス窯

口
巧一死
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目 困 回

至名古屋

,
,

,

琵琶湖
Lake BIwa

,

石山
,

帝産バス信楽
Teisan Bus stop

至桑名

至名古屋

水口
lN/inakuchi

信楽駅
Shisaraki Sta

,
至京都

〕ヽス

右下に

拡大図

至奈艮

転

″

“

″

ヽ

ヽ
<鳴ゝ

霊阿山町

ヽ

礁
至夜万

ｉＣ

‐ｃ

☆ 」R草津線買生す|1駅で信薬高原鐵道に乗
り換え、信楽駅下車徒歩約 20分。

☆ 」R石山駅下車、駅前より帝産バスで終
点信桑下車、徒歩 iO分。

☆ 名神高速道路瀬田東、瀬田西ICおよび
京滋バイパス瀬田ICよ り県道大津信楽線
で約 40分。

☆ 名神高速道路八日市 ICよ り国道 30フ 号
線で約 60分。

☆ 東名阪自動車道壬生野 Cよ り約40分。

至宇治
to U」 |

至大津
to Ohtsu

長望孔

賽晃最建藁撃望確誓邁墓窪筆肇翡
楽窯業技術試験場

〒529‐ 18 滋賀県甲賀郡信楽町長野 498
Te1 0748‐ 32‐ 1155 Fax 0748‐ 82‐ 1156

殺舗 :聰躍 岸8:s駐と

神出
Koyama

Shiga Prefectural shigaraki ceramic Research institute

498 Nagano shigaraki‐ cho Koka‐ gun shiga― Ppref 」apan
んrrpr/ク 争γ″財sん rga‐ rrc σο yp/sy9/

´ 額 碑
町
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